















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「また新しい彼女？」

　高校の昼休み。スマホを片手にカツサンドを齧かじりながら適当にメッセージを打っていると、中学時代からの腐れ縁の智とも也やが聞いてきた。

「ちげーよ。智也は知ってんだろ」

「霞かすみは特定の彼女を作らないんだっけ？　美み佳かちゃんの件で懲りたから」

「そうそう。あくまでもお友達だちってやつだ」

「ヤることヤってても？」

「お友達」

　ニヤリとわざとらしく笑ってやれば、智也が苦笑を浮かべる。

「普通はそれを彼女って言うんじゃない？」

「普通なんて知るかよ。俺は俺だ」

　普通がどうだの、道徳に反してるだの、なんてのは弱者が強者を縛るための鎖に過ぎない。どうして俺がそんな雑ざ魚この言い分を聞かなきゃいけないのか。雑魚は雑魚らしくお手て繋つないで仲良くみんなでゴールを目指せばいい。俺はそんなのゴメンだが。

「あれ？　そういえば、前の子はどうしたの？　もう別れた？」

「前の、子？　誰の話だ……？　智也が知ってる相手っていうと──」

「はぁ……。霞、そのうち刺されるよ？」

「そんなヘマしねぇよ」

「どうだか」

　呆あきれたような溜ため息いき交じりの忠告を右から左へと聞き流す。

　どうせ女の方だって俺以外の男ともヤってんだろうから、俺だけが縛られてやる義理なんてどこにもない。

「あ。まさかとは思うけど、相手の子、彼氏いないだろうね？」

「さあ？　知らね」

「ちょっとは気にしなよ……。また相手の男が寝取られた～って怒鳴り込んで来たらどうするのさ？」

「はんっ、返り討ちにしてやるよ」

　弱気な心配を鼻で笑ってやると、智也は頭痛をこらえるように頭を振っていた。

「まあ、いいけど。今度は僕を巻き込まないでよ？」

「それは喧けん嘩かを吹っ掛けてくるヤツに言え」

「殺気立った人に僕は無関係ですって言っても通じないんだよなー」

　智也が遠い目をしてそんなことを呟つぶやく。そういえば少し前に絡まれたことがあったな。確かあの時も智也は一緒にいて巻き込まれていた。

「あの時だってどうにかなったろ？」

「いや、五人に囲まれたら一も二もなく逃げるべきだったよ」

「たかが五人じゃねぇか。それもつるんでなきゃ何もできねぇ雑魚ばっか。喧嘩は数じゃねぇ。三人も間を空けずに倒せば何人いようとビビるし、その隙に半分は倒せる。それにあの時は智とも也やもいたしな」

「普通は複数の相手に絡まれる時点でダメなんだよ！」

「なら智也だけでも逃げればよかったじゃねぇか。お前なら一人二人倒して、その隙に逃げられただろ？」

「霞かすみを見捨てるわけにもいかないじゃないか」

「あー……、はいはい悪かったって。今度は気を付けるよ」

　真顔でそんな台詞せりふを言ってのける智也から視線を外す。相変わらず変なところで妙にいい奴やつだ。

「そういや、智也は彼女つくんねぇの？　そろそろ夏休みだぜ？　彼女もいないんじゃつまんねぇだろ？」

「う～ん……。僕はいいかなぁ。受験勉強もあるし」

「はあ？　受験なんて普通に授業聞いて参考書読んどきゃどうとでもなるだろ」

「霞。それでなんとかなるのはお前だけだ。テスト勉強もしたことないのに常に学年一位の霞の基準で考えるな」

　諭すように俺の肩に手を置く智也だが、こいつも学年上位の成績を保持していたはずだ。

「智也だって別に成績悪くはないだろ」

「僕は勉強した上でこれなんだよ」

「ふーん。そういうもんか」

「そういうもんだ」

　俺は自分が外れている側だという自覚があるし、なにより智也が言うのならそういうものなんだろう。

　とはいえ、だ。智也は俺と違って恋愛事に奥手だ。高校三年になっても未いまだに彼女の一人もいない。このまま放っておいたらずっと彼女ができないのは目に見えている。

　──よし。俺が紹介してやろう。

　受験勉強をしなくちゃならない智也には彼女を探す時間がないっていうなら、俺が代わりに探して紹介してやればいい。幸い、女のあてならそれなりにある。それに彼女の一人でもいた方が丁度いい息抜きにもなるはずだ。受験はストレスが溜たまるって言うしな。

「智也。お前、どんな女が好みなんだ？」

「いやだから僕は」

「別にいいだろ？　好みを話すぐらい。ちょっとした興味ってやつだよ。智也は全然浮いた話聞かねぇしな」

「うーん……。あ、好きになった子がタイプ、とか？」

「なんだそりゃ、答えになってねぇぞ」

　模範解答みたいな答え方しやがって。

「そう言われてもなー。事実だし」

「もっとこう、あるだろ？　顔の好みとか、性格がどうとか」

「うーん、そういうのはあんまり」

「じゃあ例えばあいつとかは？　あの、左から三番目のやつ」

　適当に選んだのは名前も覚えていない女子。見た目はまあまあ。性格は知らん。

「えぇっと、どう、だろうね？」

　に、煮え切らねぇ。

　しょうがない。俺の方で考えてやるか。

　智とも也やは奥手で、自己主張をあまりせず、積極的に動くことも稀まれと、あまりモテるタイプじゃない。

　よく言えば順応性が高く、悪く言えば主体性に欠けている。

　いきなり喧けん嘩かに巻き込まれても平然と行動できるが、反面、自分から現状を変えようとはしない。

　だから女を引っ張っていくタイプじゃないだろう。どっちかと言えば、引っ張ってもらわないとダメなタイプだ。

　つまり大抵のことは自分で決めて自分でできるけど精神的に支えが欲しいとか、そういう……。あ。ダメだこれ。そういう女の知り合いいねぇわ。まあ俺の好みのタイプじゃないからしょうがないっちゃしょうがないが。というかそんな女、そうそういるもんじゃねぇだろ。

　やばいな。智也一生童貞説が補強されてしまった。

「あいつは？」

「坂さか田たさんって彼氏いなかったっけ？」

「あっちは？」

「宮みや前まえさん？　うーん、話したことはあるけど、たぶん僕みたいなのは好みじゃないと思うよ。どっちかというと、運動部とかでバリバリ活躍してたような人の方が向いてるんじゃないかな」

「こっちならどうだ？」

「誰だろ？　見たことないし他学年かな？　……ああ、確か吹奏楽部の人だ。文化祭で演奏してたのを見た気がする。えーっと、名前は確か」

「あのなぁ。知ってるかどうかとかどうでもいいんだよ。顔が好みかどうか聞いてんだ」

　机の上を這はっていた蜘く蛛もがなんとなく目め障ざわりで払いのける。飛んで行った蜘蛛を視線だけで追った。

　ふと、一人の女と目が合う。そいつはちょっとだけ驚いたような顔をしてから微笑ほほえんだ。

　ぶっちゃけよくある反応だ。

　ただ一つ違っていたのはそこに媚こびるような色が感じられなかったこと。

　そうだ。こいつなんてどうだろう？

「智也。あいつはどうだ？」

「あいつって、百目鬼どうめきさん？」

　そういえばそんな名前だったか。

　同じクラスでも接点がないからあんまり印象にないが、意外と人気があるらしい。いつだったか男連中が噂うわさしていたのを知っている。

　百目鬼雲母きらら。

　友達だちがいないわけではないようだが、どちらかと言えば教室の隅で黙々と本を読んでいるタイプ。品があるのになんとなくエロいとか言われていたが、俺からすればただ単に陰気臭いだけだ。色気が欲しけりゃ年上の、それこそ大学生とかを相手にした方がよっぽどいい。

「彼女はやめておいた方がいいと思う」

「は」

　驚いた。何に驚いたって、智とも也やが強い口調で明確に拒絶したことに。

　智也が他人との間に一枚、智也のことをよく知らなければ気付けないほど薄く、だが確かに存在する壁を作るのはしょっちゅうだ。だけど明確に拒絶することは滅めつ多たにない。もしかしたら初めてかもしれない。ほんの少し、雲母に興味が湧いた。

「ああ、いや、ほら。百目鬼さん、人気あるみたいだし。僕なんかじゃとても、ね。他の百目鬼さん狙いの男子に嫉妬とかされても面倒だから」

「はっ、そんなこと気にしてんのかよ。そんなんじゃ一生彼女できねぇぞ」

「そうかな～」

「そうだよ」

　取り繕ったような言い訳だった。

　ま、そういうこともあるだろう。智也だって別に聖人君子ってわけじゃない。苦手なやつの一人や二人いる。

　ああ、そういや思い出した。

　いつだったか、雲母は独り言を呟つぶやいていた。それがなんだか薄気味悪かったんだ。もしかしたら智也も似たような場面に遭遇したことがあるのかもしれない。

　スマホが震える。

「ちっ、こっちもダメか」

「どうしたの？」

「どうも今日はみんな予定があるらしくて誰も捕まんなかったってだけだ。智也は？」

「あー、ごめん。今日はちょっと」

「いいっていいって。あー晩飯用意すんの面倒くせぇな」

「今日も？」

「まーな」

　昔からの付き合いである智也は知っている話だが、父さんと母さんの夫婦関係は破綻している。父さんはよそに女を作ってるし、母さんもまたよそに男を作っている。だから俺は基本的に家では一人だ。

　よく勘違いされるが、それ自体はどうとも思っていない。まあこんなもんだろうってのが正直なところだ。俺が迷惑を被こうむるわけでもなし、好きにしてくれ。悩んだことすらない。

　むしろ俺がどこで何をしようと、いちいち口出しされないってのは都合がいい。たとえそれが単に俺に興味がないだけだとしても、それはお互い様だ。

　そんなことより持て余した時間をどう潰すかの方がよほど深刻な悩みだった。

　バイト？　父さんが資産家なだけあって金には困ってない。わざわざ非効率な方法で使い道のない金を用意してどうするんだ。こんなことを言うと甘えだとか謎の因縁をつけてくるやつもいるが、使えるものを使って何が悪いって言うんだろうか。理解できん。

　部活をするってのも考えたが、どうせどいつもこいつも俺についてこられない。俺が切り捨てるんじゃない。やつら自身がそう言うのだ。ならまあ、仕方ないだろう。かといってわざわざ俺が手を抜いてまで合わせてやる義理もない。というかそれじゃすぐに飽きる。実際飽きて辞めた。

　結局色々試してみて最終的に辿たどり着いたのが、暇つぶしに女遊びをすることだっていうんだから血は争えない。

　ただまあ、困ったことに正直これにも飽きてきた。

　なんせ女に苦労しないのだ。

　客観的に見て、俺は両親譲りの優れた容姿と高い能力を持っている。二股や浮気を繰り返し、スリルを楽しむような真ま似ねもしたが、この手の刺激は飽きるのも早い。

　退屈に殺されそうだ。

　──なんか面白いことねぇかなぁ。





　＊＊＊






　大学二年の後期課程が始まってから一ヶか月が経たった。

　今日も使い慣れた喫煙所で紫煙を吐く。短くなった煙草たばこの火を消して灰皿に捨てた。

　酒に煙草に女。我ながらクズの道をまっしぐらだが、後悔はしていない。

　元からしてこの身にはクズの血が色濃く流れているのだ。今さらだろう。

　なんて、それが言い訳だと知りながら自省することなく今日も女を漁あさる。

　勿もち論ろん相手にするのは都合のいい女だけだ。特定の彼女は作らない。面倒だから。その辺のスタンスは高校の頃から変わっていなかった。

「あん？」

　喫煙所を離れてしばらく。ふと目についた女がいた。どこかで見た記憶がある。

　キャンパス内？　いや違う。もっと別の場所だ。もっと古い……ああ、思い出した。高校の頃の同級生だ。確か二年前、高三の時にはクラスメイトだったはず。あれから二年。あまりよく覚えてはいないが少しは垢あか抜ぬけただろうか。まあ大学に入ってから一年以上もすれば誰だって多少は綺き麗れいになるだろう。そういや名前はなんつったか。……ダメだな。思い出せない。

　ここに智とも也やがいれば教えてくれるんだろうが、あいにく今日は別行動だ。

　少し考える。今日は誰も捕まらなかったから予定が空いてしまっていた。そこに現れた高校時代の同級生。どんなやつだったかも思い出せないが、まあ声をかけてみるのも一興だろう。暇潰しくらいにはなるはずだ。もしかしたら向こうは覚えていないかもしれないが、それはそれで別にいい。

「よう。久しぶりだな」

　こちらに気付かず立ち去ろうとする女に待ったをかける。

「えっ？」

　驚き。困惑。見開かれた目はすぐに細められて左右に行ったり来たり。この様子だと俺のことは覚えていなさそうだ。

「覚えてないか？　ほら、高校で同級生だった」

「[image: ]くず城き霞かすみさん」

「そう。なんだ、覚えてんじゃねぇか。驚いているみたいだったから、忘れられてんのかと思った」

　想像よりもずっと落ち着いた声音だった。なら急に声をかけられて対応に迷っただけか。

「[image: ]城さんのことを忘れられる人って、そんなにいないと思いますよ」
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「そうか？」

「はい。[image: ]くず城きさんは存在感のある人でしたから」

　俺は存在感があったらしい。初めて聞く感想だ。どうでもいいが。

　ところで、困ったことがある。

　こいつの名前、全然思い出せない。

　話せば思い出すかと楽観していたが、全く記憶が甦よみがえってこなかった。

　あまり接点がなかったんだろうか？

　仕方ない。こういうことは引っ張れば引っ張るほど後々面倒な問題になる。さっさと聞いてしまった方がまだマシだ。

「悪いんだけど、名前が思い出せない。顔は覚えてたんだけどな」

「雲母きららです。百目鬼どうめき雲母」

　薄っすらと仕方なさそうに笑って、そう名乗った。

「ああ、そうだ。雲母だ。珍しい苗みよ字うじだなって思ってたんだ」

　とってつけたような感想だが嘘うそじゃない。

　確かに聞き覚えのある名前。だがどんなやつだったのかはまるで思い出せない。ここまで思い出せないとなると、特に関わりのないクラスメイトってところか。

「そうだったんですか」

「そうだったんですよ。雲母。今日、時間あるか？　飲みに行こうぜ」

「私と？」

　当たり前だろ。わざわざそんなことを聞き返すほど誘われたことが意外だったのか？　パッと見ではそこまでモテなさそうにも見えないが……。少なくとも俺が声をかけようと思う程度には整った顔立ちをしている。

「他に誰がいるんだよ」

「二人で？」

　警戒されたか？　……いやそんな感じじゃないな。どっちかというと戸惑っているような……。なんなんだこいつ。あまり見ない反応だ。

「誰か誘ってもいいぞ」

　別に口説き落とそうってわけでもないんだ。何人か増えるぐらいなら一向に構わない。

「いえ、…………はい、いいですよ」

　雲母はちょっとだけ考えるような素振りを見せて、でも結局頷うなずいた。




　雲母を連れて行ったのは洒落しやれた雰囲気の漂うバー。大学生がよく使うような騒がしい居酒屋は避けた。なんとなく今日は静かに飲みたい気分だったのだ。以前見かけてから一度行ってみようと思っていたのもある。

　ほとんど初対面の、それも大した関係になかった古い知人を連れていくには少々プライベート感が強すぎるのはわかっている。露骨に後の展開を狙い過ぎているように捉えられて引かれるかもしれない。だがそれはそれで構わなかった。どうせ暇潰しだ。

「こういうところへはよく来るのか？」

「いいえ。初めて来ました」

　と言うわりには雲母きららは落ち着き払っている。嘘うそくさい。まあ別にどっちでもいいんだが。

「[image: ]くず城きさんはよく来られるのですか？」

「まあ、そこそこってとこだな……。何にする？」

「……おすすめって、ありますか？」

　横並びに腰を掛けた雲母がそんなことを聞いてきた。手慣れてんなぁ。好きなの頼めよ。

「柑かん橘きつ系けいとベリー系、後はコーヒーとかもあるか。どれがいい？」

「えっと……柑橘系でお願いします」

「はいよ」

　スプモーニ、いや、チャイナブルーにでもしようか。俺は、まあ、一杯目だしジントニックで。

　届いたカクテルで唇を湿らせながらぽつぽつと取り留とめのない会話を交わす。悪くない。

「へぇ……。雲母は心理学科か。ちょっと面白そうだ」

「興味、あるんですか？」

「意外か？」

「少しだけ」

「ははっ。つっても本当に興味があるってだけだけどな。専攻するほどじゃあない。雲母はなんで心理学科を選んだんだ？」

「大した理由じゃないですよ。合格したのがそこだったってだけです。恥ずかしい話ですけど」

「ま、そんなもんじゃないか？　明確な目的を持って選んでるやつの方が少ないだろ」

「[image: ]城さんは経営でしたっけ？」

「ああ。今後を考えて無難にな。……ん？　なんで雲母が知ってんだ？」

「阿あ久く戸とさんに聞きました」

「智とも也やに？」

　意外な名前が出た。いや、意外って程でもないか。

　智也はあれでまめだ。同じ高校から同じ大学に進学したなんて大した縁でなくとも、交友関係を持っていても不思議じゃない。

「智也とは仲がいいのか？」

　ないとは思うが一応聞いておく。

　もし万が一、智也とそういう仲だったら接し方を考えなければならない。あいつと揉もめるのは御免だ。そこまでしてどうこうなりたい相手でもない。

「どうでしょう？　偶たまに見かけたら少し話すぐらいです」

「そうか」

　特に偽ったようでもなく、自然と紡がれた言葉に嘘うそや隠し事は感じられなかった。

　もっとも俺は女の嘘を見抜くのが上う手まいタイプでもないから本当のところはわからない。

　最低限の確認はした、というだけで十分だ。気にするだけ無駄だと、下手に勘ぐるのはやめた。

　空になったグラスを置いて、考える。

　少し飲み足りないが、ジントニック、ギムレット、マティーニと、初めて来た店で頼む定番のカクテルは一通り飲んでしまった。かと言って店を変えるほどでもない。

　……今日はこの辺にしておくか。

　最後にＸＹＺを注文する。

　思いのほか悪くない時間だった。それなりに楽しめたし、暇つぶしにはなった。

「えっくすわいじー？　変な名前のお酒ですね」

「これ以上のものはない、最高、って意味だ。ほら、ＸＹＺより後ろのアルファベットはないだろ？」

「なるほど。最高のカクテルですか」

　実際のところは諸説あるんだが、まあ詳しいことはどうでもいい。

「飲んでみるか？」

「……そうですね。じゃあ、少しだけ」

　ＸＹＺをもう一杯頼む。届いたのは見た目にも美しい白濁したカクテル。しばらくグラスを眺めていた雲母きららが口をつけた。白く細い喉が動くのをぼーっと眺める。

「どうだ？」

「美お味いしいです」

　ＸＹＺは酸味と甘あま味みのバランスがよく飲みやすいので万人受けする。

　ただ注意しなくてはならないのが、口当たりの良さに反してアルコールの度数が高めなことだ。その日最後の一杯に飲むことが多いから酔いが回っているところに飲むことを考えなければならない。かく言う俺もほんの少しだけだが酔いが回ってきたのを感じる。

　ちらりと横目で雲母の様子を窺うかがえば、色白の頬ほおは上気して紅が差し、口元は僅かに緩んで、目はとろんと溶けている。

　あまりアルコールには強くないらしい。酔いが回っているのは間違いない。

　そっと息を吐く唇がなんだか妙に艶なまめかしくて、つい目で追ってしまった。そんな俺の視線に気付いたのか、雲母の濡ぬれたような熱っぽい瞳が俺を捉える。

　──そんなつもりじゃなかったんだがな。

　空白だった今夜の予定を書き加えた。

　雲母が席を外している間に会計を済ませて待つ。

「すみません。奢おごって貰もらってしまって」

「気にすんな。急に誘ったのは俺だしな」

「……ありがとうございます」

　ネオンが妖しい夜の街を二人で歩く。時折ふらつく雲母きららの手を取った。

「危ないぞ。酔ってるだろ」

「平気ですよ」

「はっ、嘘うそつけ」

　握った手に力を入れて、雲母の華きや奢しやな体を引き寄せる。

「霞かすみ、さん……？」

　目が合う。小さく呟つぶやかれた呼びかけには答えないまま、そっと唇を奪った。

　突き放されることはなかった。
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　紫煙を深く吸い込んで一息に吐き出す。隣を見下ろせばシーツにくるまった雲母が眠っていた。

「びっくりするほどちょろかったな」

　駆け引きもクソもなかった。一周回って面白くないぐらいだ。本当に同い年かどうか疑いたくなる。高校生の頃ですらもっと手て強ごわい相手はいくらでもいた。

　一般的にはともかく、俺にとって恋愛とはゲームだ。ほど良い手応えのある難易度が丁度いい。簡単すぎるゲームなんてただの作業で、初心者狩りなんて趣味じゃない。そういう意味では雲母はつまらない相手だった。

「痛っ……ちっ」

　引ひっ掻かかれた背中が痛む。しばらくは他の女と遊びにくくなった。

　まあ気にしないやつもいるから構わないといえば構わないのだが、痛みを喜べるようなタチでもないのでただ単に不快なだけだ。

「ったく、爪くらい切れってんだ」

　ネイルだなんだと好きにすればいいと思う。だがそれならせめて引っ掻かないようにして欲しい。それができないっていうなら切れ。

　溜ため息いき交じりに紫煙を吐き出せば、雲母が身じろぐのがわかった。

「ん……霞さん？」

　ぼんやりと焦点の合わない瞳で雲母が俺を見上げる。徐々に徐々に目が開かれていく。

「え……？　えぇっ！」

　いっぱいまで開かれたところで跳び起きた。

「えっ！　なんでっ!?」

「はぁ？」

　こいつ何を言って……ああ、酔うと記憶が飛ぶタイプか？　つーかそこまで酔ってたのかよ。男と二人でそこまで飲むとか何考えてんだか。……案外何も考えてなかったのかもしれない。あのちょろさだし。最低限の受け答えは出来ていたから、そんな可能性は気にも留とめていなかった。

「なんにも覚えてねーのかよ？」

「え？　……………………あ」

　少し青ざめていた顔色がみるみるうちに耳まで赤く染まっていく。最近はある程度スレた女ばかり相手にしていたから、その初う心ぶな反応は逆に新鮮だった。

「思い出したか？」

「あ、その……っ！」

　雲母きららが何かに気付いたように慌ててシーツを掻き抱いて体を隠す。

　何を今さらと思わないでもないが、わりとよく見かける反応なので、きっとそういうものなのだろう。逆に一切気にしないやつもいるが、かつては俺も照れていた気もする。……いや、そんな記憶ねぇな。照れていたのはたぶん相手だ。

　昔を思い出してなんとなく微笑ほほえましい気分で雲母を見ていると、ようやく落ち着いたのか雲母が意味深に笑った。

「おはようございます。霞かすみさん」

「ああ、おはよう」

　シーツを掻き抱いたままそそくさとシャワーを浴びに行った雲母を待つ。その間に手早く身だしなみを整えた。今からもう一戦ヤる気はなかった。

　紫煙をくゆらせながら、つらつらと取り留めのないことを考える。

　総合すれば雲母も悪くはなかった。偶たまにならいいだろう。静かに飲みたい時になら誘ってみてもいいかもしれないとも思う。

　だが逆に言えば、それ以上でもそれ以下でもない。

　それが俺の雲母に対する評価だった。

「霞さん」

　いつの間にか雲母は風呂から上がっていたらしい。タバコの火を灰皿に押しつける。行くぞ、とだけ声をかけてチェックアウト。特に会話もなく朝の繁華街を行く。

「今日は講義があるんですか？」

「ああ」

　駅に着いた頃。雲母にそんなことを問いかけられて生返事をした。

　今日も大学では講義がある。だが一度家に帰るには時間が微妙だ。別にサボりたいわけではないのだが、どうにも億おつ劫くうで面倒。そんなありがちな気分だった。

「ではまた後ほど」

「ん？　ああ。じゃあな」

　後ほど、という言葉の意味はわからなかったが、その場は大して気にも留とめずに別れた。

　言葉の意味がわかったのはその日の昼頃。大学の食堂で智とも也やとカツ丼をつついていた時のことだった。

　振動するスマホに表示されていたのは一通のメッセージ。

『今どこにいますか？』

　送信元は雲母きらら。なぜそんなことを聞いてくるのかわからないが、特に隠す理由もないので正直に答えて、そういえばと話題にする。

「智とも也や、百目鬼どうめき雲母って覚えてるか？　同じ高校の」

「もちろん。覚えてるよ。三年の時、同じクラスだったよね」

　流石さすがは智也。思い出すような素振りもないノータイムでの返事だった。

「あいつ、うちの大学に進学してたんだな。知ってたか？」

「うん。というか霞かすみはやっぱり気付いてなかったのか」

「興味のない相手なんてそんなもんだろ。むしろ智也がいちいち気にしすぎなんだよ」

「そうかもしれないけど、霞は霞で気にしなさすぎだよ。でもなんで急に？」

「昨日見かけて思い出して、ちょっと飲みに行ってな」

「えっ？　あ、あー……うん」

　智也は一瞬驚いて、すぐに納得したように頷うなずいた。そんな智也の態度が意外だった。

　納得されたことは気にならない。いつものことだ。飲んで、その後何があったかまでおおよその推測をされたのだろう。おそらく智也の推測は概おおむね間違っていまい。

　意外だったのはその前。驚いたことだ。いつもならそんな反応はしない。相手が智也の知り合いであってもだ。またかよ、と慣れ切った反応を返すだけだ。

　まさかとは思うが……もしかして智也は雲母を狙っていたりしたのだろうか？

　なんとなく気まずくて別の話題を探す。

「あー……」

「お、噂うわさをすれば」

　智也が視線を向けた先に雲母はいた。一度家に戻ったらしい。朝別れた時とは違う恰かつ好こうをしている。

「こんにちは。ご一緒してもいいですか？」

「もちろん」

「ああ」

　俺と智也が同席を許可すれば、雲母も早速俺の隣の席に着く。手にしていたのはコンビニで買ったと思おぼしきサンドウィッチ。

「いつもは自分で用意しているんですけど、今朝は、その……」

　俺の視線に気付いた雲母がそんな言い訳染みたものを並べながら意味深な視線を送ってくる。

　別にお前が何食ってようが気にしちゃいねーよ。

　それより智也の呆あきれ半分の生暖かい視線がイラつくから、そういういかにもな態度を取るのをやめろ。

　だがまあこの感じなら智也が雲母を狙っていたというわけではなさそうだ。

　いくら智也でも自分が狙っていた女だったなら、もう少し棘とげのある反応を見せるか、あるいは無反応を貫くか。少なくとも生暖かい目ってことはないだろう。

　内心で決して智とも也やにだけは見せられない安あん堵どの息をつ──いや、待てよ。智也は本心を隠して取り繕うのが異常に上う手まいやつだ。まだわからない。

「霞かすみ？」

「なんでもねーよ」

　どうにかその本音を探ろうとして諦めた。まあ、その時はその時だ。今さら考えたってどうにもならない。

「お二人はいつも一緒に？」

　俺と智也の視線だけのやり取りに何を思ったのか、雲母きららがそんなことを聞いてきた。都合がいいので話に乗れば、一瞬の緊迫はすぐに霧散した。

「別にいつもってわけじゃねぇよ」

「お互いに時間があった時ぐらいかな」

「そうでしたか。なんだかお二人はいつも一緒にいるイメージがあって」

「あはは。まあ高校の時ほどじゃないよ」

　そりゃそうだ。お互い交友関係だって広がっているし、受けている講義にだって違いはある。常に行動を共にしているなんてことは有り得ない。

　雲母が尋ねて、智也が答えて、俺が適当な相あい槌づちを打つ。そんな身のない会話が続く。

　しかし雲母はやたらと探りを入れるような会話が多いな。講義にサークルにバイトに。昨日もそんな感じだった気がする。まあ久しぶりに会った知り合い相手の会話なんて近況報告染みたものになるのかもしれないが。

「っと、そろそろ時間か」

　講義前に一服する時間を考えて席を立つ。袖を引かれた。相手はもちろん雲母だ。

「あの……。えっと、今日って……」

「あー、悪いけど、予定があるから」

「そうですか」

　名残惜しそうに俺の服の袖を握っていた拳が解ほどかれる。

「それでは、また」

「ああ。またな」

　トレーを返してから喫煙所へ。タバコに火をつけてゆっくりと深く吸い込む。

　うぜぇ。

　吐き出した煙が風に流されるのを眺めながらそんなことを思う。

　いちいちスケジュールを把握しようとするのはやめてほしい。彼女にされたってうざかったのだから、都合よく扱うつもりしかない女にされれば余計にうざったい。

「そういや智也が言ってたな」

　ふと高校の頃にした会話が甦よみがえる。確か『彼女はやめておいた方がいいと思う』だったか。今さらになって思い出した。なるほど、確かにこれは面倒くさい。

　ただ一方で意外なことに突き放そうとは思っていない俺がいることにも気付いていた。

　なんというか、新鮮味があるのだ。最近は遊びやすい遊び慣れた女ばかり相手にしていたからかもしれない。

　特定の誰かと付き合っているわけでもないのだ。しばらくは構ってやってもいいだろう。そのうち満足するはずだ。

　俺はそんな軽い気持ちで雲母きららと遊ぶことに決めた。
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　どうしてこうなったんだか。

　十一月に入って最初の休日。俺は雲母の住むマンションに呼ばれていた。

　なんでも手料理を御ご馳ち走そうしてくれるようで、エプロン姿でテキパキと忙せわしなく動き回る雲母を眺めながら料理が出来上がるのを待たされている。

　事の発端は連日、お互いに大学にいる限り必ずと言っていいほど、少しでも時間を共にしようとする雲母に付きまとわれて辟へき易えきとしていた時のことだった。

　人前で手作りらしき弁当を渡されるという地獄のイベントがあった。それも緊張した様子を隠そうともせず、控えめに、もしよければ、なんて周囲の同情を誘うものだからたまったものではない。

　中学生の初恋カップルかよ。勘弁してくれ。

　そうでなくとも調理工程が不明の手料理にはトラウマじみたものがある。誰だって爪やら髪の毛が入ったチョコを渡されれば苦手にもなるだろう。お呪まじないだかなんだか知らないが、最も早はやあれは一種のテロだ。呪いチョコ禁止法を制定してほしい。

　それでも断ったら完全に俺が悪人にされる雰囲気の中で致し方なく受け取らされた。

　せめてもうちょい軽い感じにしてくれよ。

　この時点で俺のテンションは最悪、キレる一歩手前だったのだが、予想外に雲母の手作り弁当は美う味まかった。

　これでも俺は料理ができる方だ。家で一人で過ごすことが多かったのだから自然とできるようになる。なんなら大抵のやつよりも上う手まい。だがそんな俺からしても完敗を認めざるを得ない上手さだった。

　お陰で単純な俺は機嫌を直して、珍しく後先考えないまま素直に褒めてしまったのだ。出来立てならもっと美味いんだろうな、一度食べてみたい、なんて言ってしまった。

　しまった、と思ったところで後の祭り。

　なら食べてみますか？　なんて誘われてしまっては断りようもない。

　そして今。家に招かれて、手料理を振る舞われるところである。

　女のところに転がり込むのは日常茶飯事だ。珍しくもない。だが真っ昼間から家デートじみたことをするなんてのはいつ以来のことだろうか。どうにも雲母には調子を狂わされている気がする。

「あの、どこかダメでしたか？」

　などと考えていたせいか、気付かない内にしかめっ面をしていたらしい。最後の一品をテーブルに並べていた雲母きららが不安そうに俺の様子を窺うかがっていた。

「まさか。すげえ美味そうだ。食ってもいいか？」

「ど、どうぞ」

　緊張に手を震わせる雲母がこくこくと何度も頷うなずく。

「いただきます。…………うん、うまい」

　雲母がほっと息をついて、安あん堵どに肩の力が抜かれる。そんな緊張しないでもいいだろうに。そんなに自信がないのだろうか。まあ大した付き合いがない俺から見ても雲母は自信満々ってタイプじゃなさそうだが。

　目を細めてこちらの様子を眺めている雲母は一向に食事に手をつける気配がなかった。

「いや、そんなジッと見つめられると食べづらいんだが……」

「あ……。すみません。その、美お味いしそうに食べてくれるものですから」

「実際美味いからな」

　なんというか、こう、味付けが俺好みなのだ。どこで俺の好みなんて知ったんだと聞きたくなるほどぴったり。もちろん偶然だろうが。

「やっぱりあれか。一人暮らしだから料理を覚えたクチか？　それとも趣味？」

「どっちも、でしょうか。元々は必要に駆られてでしたが、今では趣味に近いかもしれません」

「好きこそものの上手なれって言うしな」

　俺は必要にこそ駆られても趣味には至らなかった。その差が如実に現れている。まあ料理が趣味ですっていう女より俺の方が上う手まいこともザラにあるが、あれは単なる家庭的アピールなので例外だ。

「今、他の子のこと考えたでしょう？」

　ぞっとした。嘘うそだろこいつ、どんだけ勘が鋭いんだ。

「いいんですよ、別に。怒ってるわけじゃありませんから」

　それは怒ってるやつの台詞せりふだ。そんな言葉が喉元まで出かかってギリギリのところで止まる。

「霞かすみさんは大層おモテになるようですし。私以外の女性の手料理を食べたこともあるのでしょう？」

　言葉だけを聞けば拗すねたような台詞だ。だがその実体がそんな生易しいものじゃないことは据わった目を見ればわかる。

「それで、どうですか？　その人と比べて私の料理は？」

「雲母の方が美う味まいよ」

「今まで食べた中では？　どうせ一人や二人じゃないんでしょう？」

「……雲母きららが一番だ」

　なんだこれ。どうしてこうなった？

「ふふっ、ごめんなさい。なんだか言わせたみたいになっちゃいましたね」

　どうにか切り抜けられたらしい。雲母の雰囲気が柔らかくなった。肩の力を抜く。

「べつに嘘うそでも誤ご魔ま化かしでもない。本当にそう思ったから言ったんだ」

「ありがとうございます」

　そんな安あん堵どが原因だろうか。

「……意外だったな」

　余計な呟つぶやきが漏れてしまった。

「料理とかできなさそうに見えていましたか？」

「いや、そっちじゃない。一番がどうとかの方だ」

　だってそうだろう。

　しょせんは過去の話だ。今俺は雲母の手料理を美味いと言って食べているのだからそれでいいはずだ。少なくとも俺は、相手が過去誰とどういう風に付き合っていたかなんて気にしたこともない。

　そう口にすれば、雲母は視線を逸そらして溜ため息いき交じりに呟いた。

「はぁ……。霞かすみさんって意外と女心がわかってない」

「女心？」

「ねえ、霞さん。霞さんから見た私ってどんな女？　穏やかで、控えめで、優しくて」

　自己評価高ぇな。自信があるんだかないんだかわからんやつだ。

「恋愛経験に乏しくて、従順で、扱いやすいちょろい女？」

「…………んなことねぇよ」

　一部とはいえ図星を突かれて言いよどむ俺に雲母が囁ささやく。

「どうして今日、霞さんを招待したのか、わかりますか？」

　いつの間にか。雲母の顔には濃い女の色が浮かんでいた。背筋にぞくりとクる。

　思い出した。

　そういえばあの日、雲母と再会して二人で飲みに行った日。俺が雲母に手を出した、出すことに決めたきっかけ。あの時も確か、こうして、雲母の妖しい色気にその気にさせられたのだった。

「私ね。霞さんの中では誰にも負けたくないんです」

　目を細めた雲母の普段よりも低い囁くような声音が、俺の耳じ朶だをくすぐる。

「他の子と比べられて、そっちの方がよかったなんて思われるのは絶対にイヤ」

　実際に耳元で囁かれているわけじゃない。雲母のいる位置は変わっていない。テーブルを挟んで向こう側に座ったままだ。なのになぜだか俺はからめとられるような錯覚に囚とらわれていた。雲母から目が離せない。

「霞さんの一番でいたいの」

　嘲あざ笑わらうような挑発するような。少しだけ口角のつりあがった薄い笑み。

　吸い込まれそうな古井戸のように昏くらい瞳。だがその底には小さく光るものが落ちている。

「ね？」

　雲母きららが微笑ほほえみかけてくる。だがその綺き麗れいな笑みにはなぜかマグマのような熱を感じた。

「それとも、強情な女は、キライ？」

「……いいや。少しぐらい我わが儘ままな方がいいさ」

　ようやくそれだけを絞り出した。

　圧倒されていた。そう。きっと俺は、雲母に圧倒されていたのだ。

　情けない。こんな失態はいつ以来だ？　もしかしたら高校生の頃、年上の女に、「女」を見せられた時以来かもしれない。

　だけど。ああ、だけどだ。こうでなくては。イージーゲームじゃつまらない。

　心臓が跳ねる。ようやく少しだけ、雲母に興味が持てそうだった。
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　毎週やっている飲みサーの飲み会の日。酔っ払って前後不覚の馬鹿が一名ほど床に転がっている惨状でも、まだまだ元気なやつはいる。正気かどうかはともかくとして。

　俺はこういう馬鹿騒ぎも嫌いじゃなかった。はずだ。だが今日はどうにも乗り切れなくて、一人騒ぎの中心から外れた喫煙所へ向かった。

　秋の過ごしやすさと冬へと向かう肌寒さの入り混じる十一月らしい夜気の中で、紫煙をくゆらせて思う。

　ふけちまおうか。

　酔い潰れたアホ共の面倒を見るなんて面倒くさくてやっていられない。俺自身潰れる側になったことがないから余計になんで俺がと思わざるを得ないのだ。

　まあ実際には適当なやつに押し付けるから俺が面倒を見ることなんて滅めつ多たにないんだが。今日はやけにペースが早いから万が一ということもある。

　静かに飲み直したい。誰かいないかとスマホをスクロールすれば目に留とまったのは雲母の名前。

　雲母とはあれから何度か遊んだが、あれで存外都合のいい女だった。やたらと探りを入れてくることも減ったし、何時に呼びつけても来る。

　ああいっそ雲母の家で宅飲みでもいいか。そのまま泊まってもいい。何を考えてるのかわからんが俺は合鍵まで渡されているのだ。今日だっていやとは言われまい。

　雲母は一人暮らしだ。事情なんて何も知らないが、大学生にもなればさほど珍しくもない。俺だって実質一人暮らしだ。

　最後に両親の顔を見たのはいつだったか。どっちも不倫相手のところに入り浸っているらしい。

　もっとも俺も最近は雲母きららのところに転がり込むことも少なくないから何も言えないし、そもそも言うつもりもないが。

「お、美う味まそう」

　雲母宛のメッセージを入力していると、ちょうどそのタイミングで雲母からメッセージが届いた。今日は和食だったらしい。写真が添付されていた。雲母の手料理を褒めたからか、あれ以来ちょくちょくこの手のメッセージが送られてくる。

「あ、霞かすみ！　こんなとこにいた～！」

　転がり込めば明日の朝食も用意してもらえるだろうし、なんて打算的なことを考えながら返信しようとしたところに声をかけられて振り向く。

「小こ春はるか。なんか用か？」

　飲み会に参加していた女の一人に、スマホを持っていた方の腕に抱きつかれる。これではスマホが使えない。

「霞はぁ、二次会、行く？」

「行かねぇ」

「だよねぇ～！　なんか今日、霞、つまんなそうだったしぃ」

　即答すると、何が面白いのか小春がケラケラ笑いながら俺の腕を引く。

「じゃあさ。二人で、抜けちゃわない？」

　慣れすら感じさせる上目遣いでそう誘われた。どこに誘われたかなんてわざわざ言うまでもない。

　……そういや最近、小春とは遊んでなかったな。

「じゃあ吸い終わったら行くか。俺の荷物、取ってきてくれ」

「おっけー！」

　スマホに目を落とす。いつでも作りますなんてメッセージに、酔っ払いの介抱をするからまた後で、なんて大嘘うそをついてやり取りを半ば強制的に終わらせた。




「ヤバイ！　彼氏来るっぽいかも！」

　俺の肩にもたれかかるようにしてスマホを弄いじっていた小春が飛び起きて言った。

「マジか」

　細かい事情なんて聞いている暇はない。手早く服を身につけて、部屋の窓を開け放つ。

「すぐ来るのか？」

「わかんない」

「了解。じゃあな」

　部屋の片付けをする暇はなさそうだった。最低限見つかるとマズイものだけを回収して即脱出。元々いつでも逃げ出せるようにしていたので散らかしてはいない。後は運任せだ。バレたらバレただと割り切って歩く。よくあることなので慣れていた。

「つーか彼氏いるなら先に言えよ」

　それなら家じゃなくてホテルに行ったのに。などと毒づいたところで後の祭りだ。脳内メモに「小こ春はる、彼氏有」とだけ書き込んでおく。使うことはなさそうだが。

　時計を見ればちょうど終電がなくなる頃だった。具体的には途中までは行けそうだが、乗り換えには間に合わず、家にはたどり着けないぐらいの時刻。かと言って距離的にはタクシーを呼ぶほどでもない。

「こんなことなら雲母きららのとこ行っとけばよかったな……」

　気分が乗らない飲み会に、一歩間違えれば修羅場、おまけに帰りの足がないと、どうにも今日は調子が悪かった。




「霞かすみさん……？」

　聞き覚えのある声に呼ばれたのは、案の定乗り換え先の終電に間に合わずちんたら歩いていた時のことだった。

「雲母？　なんでこんな時間に」

　高校が同じだっただけあって、俺と雲母の家は比較的近い。そういう意味ではこの辺りで雲母とばったり出くわすことはおかしなことではなかった。

「コピー機のインクが切れてしまって」

　小さく掲げられたファイル。大学で提出するレポートか何かだろうか。コンビニで印刷していたようだ。

「酔ってしまわれた方は大丈夫でしたか？」

「……ああ。まあな」

　そういえば雲母にはそんなような嘘うそをついたんだった。一瞬何の事かと思った。

　近寄ってきた雲母がほんのわずかに眉をひそめる。迷ったのがマズかったかもしれない。こいつの勘の鋭さは異常だ。

「もしかして、臭うか？」

「え？」

「結構吐いてたからな……。かかってはいないと思うんだが」

　そういえばシャワーを浴びる暇もなかった。一時間以上経たっているとはいえ、経験上女は男よりも匂いに敏びん感かんだし、勘付かれるようなこともあるかもしれない。

　だが俺もそれなりには慣れている方だ。こういう時はげんなりとした様子で心底疲れたように尋ねれば、詮索されなくなることも知っていた。

「い、いえ。臭ったりはしていませんよ」

　ほらな。

「そうか。そりゃよかった。用事はそれだけか？　なら行くぞ。送ってく」

「いえ、いいですよ。大した距離じゃありませんし」

「今何時だと思ってんだ」

　こつんと雲母の頭を軽く小突いて手を取れば、振り払うことなくついてくる。ほんのり笑っていて嬉うれしそうだった。相変わらずちょろい女だ。

「上がっていきますか？」

　雲母きららの住むマンションの一室。そのドアの前で雲母にそう誘われた。

「お疲れみたいですし。明日あしたは一限から大学ですよね。もし起きられなくても起こしてあげますよ？」

　正直、送おくり狼おおかみ的なことは全く考えていなかった。なんせついさっき別の女を抱いてきたばかりである。その手の欲求は限りなく薄くなっていた。

　だが疲れていたことも本当で。気付けば頷うなずいていた。




「ねぇ、霞かすみさん。今度、一緒に出かけませんか？」

　シャワーも借り終えて、部屋でゆっくりとしていた頃。ベッドに隣り合って座り、俺に少しだけ体重を預けていた雲母がデートに誘ってきた。

「……どう、ですか？　迷惑なら、いいですけど」

　アルコールと疲労感の眠気で鈍った頭が言葉の意味を咀そし嚼やくする間に、不安気になった雲母がそう尋ねてくる。

「ああ……。じゃあ、行くか」

「はい。それでその、行ってみたいところがあって。霞さんは行ったことありますか？」

　強こわ張ばっていた雲母の表情が緩んで、スマホの画面を二人で覗のぞき込こめるように傾けた。

　ああ、ここか。

　ベッタベタなデートスポットだ。それぞれ別の女とだが何度も行ったことがある。

「あるんだ」

　表情に出してしまったらしく一瞬で見抜かれた。雲母の方に視線をやれば、悪いた戯ずらっぽい視線で俺を見上げている。

「元カノと？」

　どう答えるのが正解か。いつもなら瞬時に導ける答えが中々出てこない。そんな俺を見て何を思ったのか、雲母が笑い出す。

「あははっ。いいんですよ、別に。有名なデートスポットですし。霞さんぐらいモテる人なら行ったことがないなんて言われた方がびっくりです」

　言われてみればその通りだった。隠す意味もない。

「やめておくか？」

「え？　どうして？」

　含むもののない心底不思議そうな表情で雲母が小首を傾かしげる。

　別の女の影がちらつくようなところへ行くのは嫌がるタイプだと思ったのだが。

「言ったでしょ。私は霞さんの中では誰にも負けたくないって」

　唇を舐なめた雲母がどことなく挑発的な笑みを浮かべて、俺の耳元でそっと囁ささやいた。

「他の子との思い出も、全部全部私が上書きしてあげる」
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　雲母きららは頬ほお杖づえをついて窓の外を眺める仕草がいやに似合う。

　ふと、そんなことを思った。

　気だるげというか、憂鬱そうというか、そんな厭えん世せい的てきな雰囲気。瞳はここではないどこかを見ているように虚うつろで、きっとこの展望台から見下ろした街並みさえ視界には入っていないのだろう。

　とてもデートに行きたいとせがんだ人物とは思えない。

「雲母。……おい、雲母！」

「あ……。ごめんなさい。ぼーっとしちゃって」

　ぱちくりと何度か瞬まばたきをした雲母はそう言い繕った。

「本当は高い所が苦手だったりするのか？」

　高所恐怖症の人間が高い位置から下を見ると気が遠くなるという話を聞いたことがある。雲母もそのクチかと考えたのだが。

「だったら展望台に行きたいだなんて言いませんよ」

　と笑って返された。道理だ。

　なら悩み事か、体調不良か。と勘ぐろうとしてやめた。ガキじゃないんだ。何かあれば雲母の方から言ってくるだろう。

「霞かすみさんはこの景色を見て何を感じますか？」

　雲母の横に並んで街並みを見下ろす。特に感じ入るようなことはない。ただあるがままを、街並みを街並みとして捉えるだけだ。そこに感慨はなかった。

「月並みだが……。人がゴミのようだ、とかか？」

　返答に窮して雲母の方を向けば、雲母もまたこちらを向いて苦笑を浮かべていた。

「私はこうやって広い街を眺めて、ずぅっと遠くまで続く景色を見ていると、なんだか自分が世界にひとりぼっちみたいな気がするんです」

「…………そういうもんか」

　俺には雲母の言うことが全く理解できない。共感なんてできそうもない。

　人は孤独なものだ。そう認識している。

　例え一時、同じ空間にいたとしても、互いの全てを理解できるわけでもないし、そう遠くない未来にはそれぞれの道を行くだけだ。だからそれまでの間、どう接していくかが大事なんだと思っている。

　今さらそれを改めて突きつけられるようなことはない。

　だから、雲母はそう感じる、ということだけを頭に入れておけばそれでいい。

「はい。そういうものです」

　そう言って再び雲母は窓の外を眺める。

　先程とは違う横顔。ああ、なるほど。そうか。あれは寂せきり寥よう感だったのか。あいにく俺には縁遠い感情で、すぐに理解が及ばなかったのも今ならわかった。

「なら雲母きららが一人になりたい時は高い所を目指すのか？」

　雲母が振り返る。その目は大きく開かれて、瞳は驚きよ愕うがくに揺れていた。じわりと涙が滲にじんで、濡ぬれた瞳が俺を映す。想像もしなかった反応に焦あせった。

「覚えて……？」

　呟つぶやかれた言葉はあまりにもか細くて全ては聞き取れない。

　俺の表情に何かを悟ったのか、雲母は首を横に振って、次の瞬間にはもう普段の表情に戻ってしまっていた。

「いいえ。でも、そうですね。そうかもしれません。……そろそろ行きましょうか」

　展望台を降りて階下。いくつもの商業施設が並ぶそこは、時期的なものもあってか、やたらと人で混雑していた。一度はぐれたら合流するだけでも一苦労だろう。しっかりと雲母の手を握る。

「次はどうしましょうか？」

「何か見たいものはあるか？」

「見たいもの？」

「色々と店もあるし、あとは水族館とか、プラネタリウムなんかもあったはずだ」

「詳しいですね。それも他の子と行った場所？」

「まあな」

　不機嫌さを悪いた戯ずらっぽさの中に隠した雲母に率直に答えれば、明らかに不機嫌さが増した。

「わかってただろ？　それとも今さらでも隠した方がよかったか？」

「いいえ、別に結構です」

　大きく一歩踏み出した雲母に引きずられるようにして並べば、露骨な不機嫌さは演技だったようで笑っていた。

「水族館もプラネタリウムもまた今度にします。連れていってくれますよね？」

「はいよ」

　他に答えようもないと肩をすくめれば、雲母はさらに笑みを深くした後で、迷うように指先を頬ほおに当てる。

「うーん……。でもこれといって欲しいものがあるわけでもないんですよねぇ」

「なら適当にぶらつくか」

　二人で順番に店を眺めて行きながら、興味を惹ひかれたら立ち寄ってみる。そんなことを繰り返していた時のことだった。

「どっちがいいと思いますか？」

　服を二着持った雲母が定番の質問を投げかけてきた。

「雲母にならどっちも似合うと思うが」

「霞かすみさんに選んでほしいんですよ」

「あー……」

　少し迷ったフリをしてから、片方を指さす。

「俺の好みならこっち」

「ふふっ。じゃあこれ、買ってきます」

　レジへと向かう雲母きららを見送り、待つ間に店内マップを開いて喫煙所を探そうとした時。

「霞かすみ？」

　どこかで聞き覚えのある声に呼ばれた。振り向く。

「……美み佳か」

　ある意味俺にとって数少ない元カノの一人。懐かしくも苦い経験を思い起こさせる。

　別れて以来、美佳は俺を意図的に避けていた。大学も別だ。まさかこんなところでばったり出くわすなんて思いもよらなかった。どんな偶然だと毒づきたくなる。

「変わらないね」

　その表情にははっきりと嫌悪が浮かんでいる。そもそもなんでこいつは俺に声をかけてきたんだろうか。

「そういうお前は綺き麗れいになったな」

　いつかのように軽口を叩たたけば嫌悪はますます深まった。

「ほんっとに変わってない。まだ女の子を騙だまして遊び歩いてるんでしょ」

　場所が場所だけに言い逃れは不可能だった。男一人で来るような場所でもない。まあ俺が言い訳する必要なんてないんだが。

「相変わらず人聞きが悪いな」

　くつくつと笑ってやれば、美佳が苛いら立だつのがわかった。後はそのまま踵きびすを返してくれればそれでいい。今さら俺と美佳の関係が変わるはずもなし。ここで会ってしまったのはちょっとした不運で済まされる。

「お待たせしました。……霞さん？」

　だから正直、今だけは雲母に帰ってきてほしくなかった。

　不穏な空気感を悟ったのか、雲母が様子を窺うかがうように俺へと視線を飛ばしてくる。

「もしかして……百目鬼どうめきさん？」

　雲母の手を引いて立ち去ろう。そう決めた矢先に、美佳が雲母の名を呼んだ。

「え……？　あ。小お野の寺でらさん？」

　どうやらこの二人は知り合いだったらしい。だがこの距離感は……。たぶん大した関わりのないクラスメイトってところか。なんとも覚えのある距離感だ。

「お久しぶりです」

「う、うん。久しぶり」

　挨拶を交わし合う二人。とりあえず緊張した空気感は気まずい雰囲気に一蹴された。騒ぎにならずに済んだことにほっと息を吐つく。

　そんな俺の様子を目ざとく見つけた美佳が鋭い視線を向けてきた。

「百目鬼どうめきさん。こいつはやめておいた方がいいよ。とんでもないクズだから」

　大した関わりのないクラスメイトにわざわざ忠告したのは、俺に対する敵てき愾がい心しんからだろうか。それとも親切心からか。美み佳かのことだからきっとどっちもだろう。

　俺の腕に雲母きららが腕を絡めた。

　思わず振り向く。

　雲母は真まっ直すぐに美佳を見つめていた。決して睨にらむわけではなく、ただ見つめていた。その口元にはほのかに笑みが浮かんでいる。

　誰の目から見てもわかる明らかな挑発。はっきりと美佳の全身が硬直するのがわかった。引きつった顔をこちらに向けている。視線は俺と雲母の組まれた腕に注がれていた。

　雲母が小さく会釈して、俺の腕を引く。逆らわずに歩いた。

　無言で歩くことしばらく。雲母がぽつりと呟つぶやいた。

「ごめんなさい」

「なぜ？」

　何についての謝罪なのだろうか。俺にはわからない。

「あんな目で霞かすみさんを見る人になんて、絶対に負けたくなかったの」

　それは答えにはなっていなかった。俺の聞き方が悪かったのか、あるいはわかったうえでそう答えたのか。どちらかさえもわからない。

　それに正直なところ、雲母の執着も俺はわかっていなかった。

　理屈では理解できる。だがきっと感情的なところでは、なぜ雲母がこんなにも負けたくないと、一番でいたいと拘こだわるのか、共感できてはいまい。

「ねぇ、霞さん。私、霞さんの家に行ってみたい」

「うちに？」

「うん。ダメ？」

　雲母の家には何度も行った。だが雲母を家に呼んだことは一度だってなかった。それは他の女も同じ。だからそれは躊躇ためらわれた。

「霞さんのしたいこと、なんでも叶かなえてあげる。あの子よりもずっと気持ちよくしてあげるし、あの子よりも大きな声で喘あえいであげる。だから、ね？」

　挑発的で攻撃的な笑み。なのになぜだか俺は、そこに不安と焦燥感に駆られる雲母の姿を幻視した。

　ふと醒さめるものを感じる。

　──なんだ。そんなもんか。
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「どうかしたか？」

　十二月の上旬。その日は雲母の様子がおかしかった。

　いつもしつこいほどに俺の方へと向けられる視線が床や地面に向けられ、会話も反応もワンテンポ遅くずれている。

　今もまた俯うつむいていたことに気付いていなかったのか、ハッとした様子で雲母きららが顔を上げた。そして視線はまた外へ。ここまで来れば俺でも気付く。

「具合でも悪いのか？　それとも何か気にかかることでもあったか？」

　正直面倒だが愚痴に相あい槌づちを打つくらいはしてやってもいい。その程度の関わりはある。

　これで何も答えないようならもう放っておこう。そう決めてしばらく。雲母が躊躇いがちに切り出した。

「…………その、霞かすみさんは、昨日って……何、してましたか？」

「あん？　俺？」

　別に無理して益やく体たいもない世間話をしてもらう必要もないのだが。

「昨日は飲み会に行ったな」

　それがどうした？　そう返せば、雲母は「やっぱり……」と呟つぶやく。

「昨日は、私もサークルで飲み会があったんです」

「ああ。それで？」

「それで、その帰りに…………」

　言いよどむ。そんなに言いにくいことなら言わなくてもいいんだが。別の男とでも寝たのだろうか？　もしそうならわざわざ報告されても反応に困る。

「見ちゃったんです」

「見た？」

　ふと、嫌な予感がした。

「霞さんが、知らない子と、ホテルに行くところを」

　……なるほどな。確かに俺は昨日、綾あや子こと寝た。

　ミスをした覚えはないが、偶然というものはある。特にサークルの飲み会だとなんだかんだと大学近辺の繁華街になりやすいし、同じ街になること自体は不思議でもない。同じ店で別々のサークルが飲み会をやっていることだってままあるのだ。

　さてどうやって誤ご魔ま化かすか。

　このパターンでバレることは滅めつ多たにないが、逆に言えば偶たまにはあることでもある。

　暗かったから見間違いで押し通すか？　だが写真とかあったら余計に面倒なことになる。

　そもそもこの手のものは浮気を疑われていて、証拠集めのために尾行された結果という場合が多い。彼氏持ちに手を出した時によくあることで、逆上して殴りかかってきたところを逆に潰せばそれで済むことも少なくないが、雲母相手ではそれも無理だろう。

　いっそ、開き直るか？

　しょせん都合がいいだけの女だ。都合が悪くなったなら切ればいい。縛られてやる義理もないし、離れていくならそれまでのこと。雲母に執着する必要性も理由も見当たらない。

　とりあえずどの程度確信を持っているのか探ろうとして、ぞっとした。

　目に光がない。元々昏くらい目をする女だったが、今までのは序の口だったと知る。こういう目をしたやつは何をするのかわかったもんじゃない。

「霞かすみさん？」

　声に抑揚がない。影が蠢うごめいているように見えた。

　……ふぅ。落ち着け。錯覚だ。慌てれば慌てるほど弁明はしづらくなる。とにかく丸く収めなくては。

「ああ、昨日な。ホテルになら行ったぞ」

　ぴくりと雲母きららの眉が痙けい攣れんした。怖い。……怖い？　馬鹿な。俺が怯おびえる、だと……？

「こほんっ。見ていたんならわかると思うが……」

　何を怒ってるんだ、こいつ？　ぐらいの勢いで怪け訝げんな表情を作る。

「浮」

「あいつベロベロだっただろ？」

　そして雲母が口を開く瞬間に合わせて、こちらも弁明を重ねた。

「もし腕を絡めているように見えたのなら、そりゃあいつが泥酔していたからだ。滅め茶ちや苦く茶ちや重たかったぞ」

　心底疲れた風を装って首を振る。

「部屋に着く前に吐かれたから、あいつの彼氏が迎えに来ても洗濯が終わるまで帰れなかったし」

　散々な目にあった、と溜ため息いきをついてみせる。そしてジトりとした目を雲母に向けた。

「それとも何か？　俺は泥酔した女を襲うほど女に飢えているように見えんのか？」

「それは！　違いますけど……」

「なら、そういうことだよ。……まあ、女連れでホテルに行ったのは事実だし、ベタベタくっついていたように見えたのかもしれないけど、あれはほとんど歩けなくて寄りかかってただけだ。誤解させて悪かったな」

　殊勝に謝って見せれば、いつの間にか雲母の鬼気迫る雰囲気は霧散していた。

　馬鹿な女だ。まんまとかかった。

「……私こそ、疑ってすみませんでした」

「気にすんな。確かにパッと見じゃそう見えてもおかしくなかっただろうからな」

　ひらひらと手を振ってこの話は終わりだと示す。

「あの、でも」

「ん？」

「できれば、その、女の子とホテルに行くのは、やめてほしいです」

「って言われてもなぁ。タクシーすら拒否されるようだと、他に介抱する場所もねえだろ。店に迷惑かけるわけにもいかないしな」

　下手にわかったなんて言う方が疑われる。なんせ建前上は何も悪いことはしていないことになっているのだ。ここでやめると言ってしまえば、やっぱり疑いは正しかったのでは、と考え直させるきっかけになりかねない。

「そう、ですよね……」

　一応の納得といった感じだがそれで十分。

　やっぱちょろいな。根が善良だとこういう騙だまし方が効くから楽でいい。

　後は念のために話を合わせてもらうように伝えればひとまずは誤ご魔ま化かせるだろう。




「霞かすみ、スマホ鳴ってるよ」

「わーってるよ」

　智とも也やを連れて大学近くの蕎そ麦ば屋やに来ていた。テーブルの上で振動するスマホを取り上げれば画面には案の定雲母きららの名前が表示されている。少しでも音を殺すために座布団の上に放った。

「いいの？」

「いいんだよ」

　浮気バレ未遂事件は存外後を引いていた。

　俺だってあんな適当な嘘うそで万事解決、なんのわだかまりもなく元通りの関係に、なんてなれるとは思っていない。

　あれはあくまでもその場しのぎ。あの場で感情的になられて派手な言い争いにならないようにするための応急処置でしかない。

　これからは少しずつ距離をとって、互いに納得できる距離感を探る必要がある。その結果として受け入れられずに離れるなら、それまでの縁だったというだけの話だ。

　そもそもの距離感が近すぎたからこそ、ああいう問題が起きる。互いにいつ切ってもいい相手なら、気に入らないことがあった時点で離れるし、わざわざ時間と労力を費やしてまで相手を変えようとはしない。

　だというのに、雲母はまだ俺に執着しようとしている。

　女の子と飲みに行くときには教えてほしいだの、できれば二人きりはやめてほしいだの。

　お前に一体どんな権利があって俺を束縛できるんだと言いたい。

　もちろん言いはしない。言えば俺と雲母の縁は切れるだろう。それ自体は構わないし、今となっては歓迎する事態でもある。だがそれをすれば大きく揉もめることになる。それは面倒だった。

「ちっ」

　思わず舌を打てば、智也が苦笑していた。

「なんだよ？」

「なんでも」

　見透かしたような笑みが神経に触る。だがそれが八つ当たりだとわかってもいた。大きく深呼吸して苛いら立だちを吐き出す。意図して笑みを作った。

「智也。お前、クリスマスはどうするんだ？」

「どうするって言われてもなぁ。一応予定はあるけど」

「どっかのクリパにでも顔を出すのか？」

「そんなとこかな。あ、一応言っておくけど、霞かすみは全然関係ないところだからね」

　先約を作って雲母きららを躱かわす。そんな俺の思惑はばればれだったらしい。思わず渋面を浮かべる羽目になった。

「霞こそどうするのさ」

「お前、他ひ人と事ごとだと思って」

「実際、他人事だし」

　智とも也やが雲母の件で首を突っ込んでくるとは思っていない。というか突っ込まれても困る。だがまさか逃げ道を塞いでくるとは思いもよらなかった。良くも悪くも我関せずだと思っていたのだ。

「面倒くせぇなぁ……」

「その面倒くさい子に手を出したのは霞だろ？」

　ちゃんと僕は忠告したからね。そんな副音声が聞こえてきそうな笑みだった。

「きっぱり振ればいいじゃないか」

「そんなことしたら暴発するだろうが」

　このまま行けばクリスマスデートに誘われるだろう。それ自体は別にいい。問題はそのままなし崩し的に元の距離感を取り戻そうとされることだ。そうなれば間違いなく束縛は今よりもさらに強くなる。そして俺はそれを受け入れることはできない。当然反発する。結果より大きく派手な形で破綻は訪れるだろう。

「さっさと幻滅するなりなんなりして離れてくれねぇかなぁ」

「うーん。最低過ぎる発言だね」

　何度かデートをドタキャンしてもまだ切り捨ててくれない。それどころか俺の適当な言い訳を信じている節がある。

　今となってはもう、その従順ささえも疎うとましかった。
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「他人の女に手ぇ出して、ただで済むと思ってんじゃねぇだろうな！」

「は？　知らねぇよ」

　クリスマスイブにも関わらず、俺は夜の路地裏で因縁をつけられていた。

　胸倉を掴つかんですごんでくる雑ざ魚こに冷めた視線を向ける。

「んだとてめぇ」

　ハッ。迫力が足りねぇよ、雑魚が。

「つーか放せよ」

「っ、ざけんな！」

　握り潰すつもりで手首を掴めば、雑魚は顔をしかめて殴りかかってきた。

　喧けん嘩か慣れしていないことが丸わかりの典型的なテレフォンパンチ。

　当たってやる義理もないので、躱かわし際に腹に一発ぶち込んだ。

「おぇ」

　汚い悲鳴が漏れる。雑魚が。腹筋の鍛え方が甘いから内臓揺らされるんだよ。

「だっせぇなー。そんなんだから女に逃げられるんだよ」

「てめぇ……うっ！」

　馬鹿が。腹を押さえてる暇があったら距離をとれよ。

　その情けない面つらを容赦なく殴りつけて横倒しにして蹴り飛ばす。

　蹲うずくまる雑魚を蹴りつける。追撃の手は緩めない。

　蹴って蹴って蹴って蹴って踏みつける。

　地面に沈んで呻うめくだけになった雑魚を前にかがんで、タバコに火をつけた。

「ふー……。で？　誰、お前？」

　マジで知らなかった。いきなり喧嘩を売られたのだ。

　まあたぶん俺と寝た女の彼氏ってとこだろうが。

「うぅ……」

「ちっ」

　やり過ぎたか……？　いや、中途半端に手を抜く方が後で面倒になりやすいというのが経験則だ。

「おい」

「ぐ」

　髪を掴つかんで無理やり顔を上げさせる。

「答えろよ」

「小こ春はるの、彼氏だ……」

「ああ？　小春？」

　あー……すっかり忘れてたが、そういや浮気バレのピンチがあったような。あの後も何度か寝たし、どこかでバレたんだろうか。

　つってもここのところ連絡とれねぇんだよな。

「そーいや、あいつ最近どうしてんの？」

「てめぇが囲ってんだろうが！」

「あ？　んなわけねぇだろ。最近はサークルにもこねぇし、彼氏でもできたんじゃねぇかって噂うわさしてたとこだぞ」

　まあ俺は元々彼氏いるの知ってたし、適当に話を合わせておいただけだが。

「つーか、なんだよ。お前、彼氏のくせに連絡もとれないのか？　ハッ、だっせ」

「てめ、ぐっ」

　持ち上げていた頭を地面に叩たたきつける。舌を噛かんで呻うめく雑ざ魚この背を踏みつけた。

「で？　なんで俺に突っかかってきたわけ？」

「だからてめぇが」

「わかれよ、面倒くせぇな。誰から俺が小こ春はるの浮気相手だって聞いたんだ？」

「それは……お前と小春と同じサークルのやつらからだ」

「あっそ」

　予想通りすぎて驚きもしない。たぶん小春と抜け出したときに気付かれたんだろ。

「まあいいか。じゃあな。もう突っかかってくんじゃねぇぞ」

　最後に一発蹴りをいれて捨ておいた。

　紫煙を深く吸込み、吐き出す。

　よくあることだ。こうして寝た女の彼氏を名乗る雑魚に喧けん嘩かを売られるのは。徒党を組まれたことだってある。それに比べれば今日のはマシな方だ。

「にしても小春か……。あいつ今何してんだろうな？」

　ここのところ遊び相手の女と連絡がつかなくなることが多い。

　小春に綾あや子こに鈴すずに、他にも何人か。

　単に彼氏でもできて俺を切ったんだと思っていたが、どうやら小春は違ったらしい。

「いや、新しい彼氏でもできたのかもしれないか」

　それであの雑魚彼氏君も俺もサークルも切り捨てたとか。

　ちょっと切り捨てすぎな気もしないでもないが、ありえない話ってほどでもない。

　それでも元カレの処分ぐらいきっちりやってほしいとこだが。

「ま、どうでもいいな」

　女なんて減ったら補充すればいいだけの話だ。

　はぁー。どうせなら雲母きららも離れればいいのにな。離れて欲しいやつほど離れない。

「ちっ。嫌なこと思い出しちまった」
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「ねぇ、霞かすみさん。なんで一昨日おとといは来てくれなかったんですか？」

　クリスマスの翌日。俺は久しぶりに雲母の家を訪れていた。というか雲母に会うこと自体が久々だった。

　本当なら適当な言い訳で煙に巻いて距離を取りたいところだったが、大事な話があると言われて赴いた。

　話の内容は予想がついている。おそらく別れ話だろう。

　ようやく、だ。

　できれば自然消滅が理想だった。

　だがもういい。そこまでは望まない。この際多少拗こじれても構わない。

　おかげで雲母の家へ向かう俺の足取りは軽かった。

「言っただろ。仕事関係でトラブったって」

　ははっ、仕事ってなんだよ。我ながら適当すぎる。

　当然、真っ赤な嘘うそだ。

　実際にはクリパという名の合コンに参加して別の女と仲良くしていた。

　信じて貰もらえるだなんて思ってもいない。むしろ信じないだろうと確信して、こんな言い訳を使った。

「嘘、ですよね？」

「さあな？　それを判断するのは俺じゃない」

　潮時なのだ。

　もし雲母きららが俺をもっと軽く扱ってくれたなら、それなりの関係を維持できていただろう。

　だがそれは雲母には無理なことだったらしい。ならもう縁を切るしかない。俺は雲母に束縛されずに済むし、雲母も俺の言動に煩わされずに済む。これが現状一番お互いにとって得になる選択だ。

「なんでそんな嘘ばっかりつくんですか？」

「嘘じゃないって言ってるだろ」

　平行線。無意味な会話だ。時間の無駄でしかない。

　俺の適当な嘘に表面上は納得して雲母が退ひくか、決裂するか。どちらかしかない。

　今までは前者だった。だが今回はどうだろうか？

　どちらになるにせよ、破綻は時間の問題だ。

「なんで？」

「何がだ？」

　雲母の瞳は涙が滲にじんで濡ぬれていた。

　だからどうした。そんなことで俺の心が揺れることはない。

「なんでなの？」

「はぁ……。何が言いたいのかわかんねぇよ。言いたいことがあるならはっきり言え」

　俺も相当苛いら立だっているらしい。思った以上に低く重たい声が出た。瞼まぶたが決壊し雲母の頬ほおに涙が一筋流れる。

　まだ早かったのだろうか。涙を流すほどの感情を動かす余地があったらしい。もし俺のことをどうでもいい相手だと切り捨てていれば、涙を流す労力さえ厭いとうはずだった。

　だがここまで来てしまった以上もう後には退けない。

　念のため俺から別れを切り出すプランを練る。涙を流し終えた後が一番落ち着いていて暴発リスクが低いだろうか？　なら面倒だがそれまでは精々無価値な言い争いをして疲弊させるべきか？

「私、悪いことした？」

「さあな。別にどっちが悪いってわけでもねぇだろ」

「なにがいけなかったのかなぁ」

「単に価値観が合わなかった。ただそれだけの話だろ」

「価値観って……」

「俺は束縛されるのは嫌だった。雲母きららは俺を縛ろうとした」

「他の女の子と二人きりになったり、私を不安にさせるようなことをしないでって言うのはそんなにダメなの？」

「世間一般がどうかは知らねぇよ。ただ俺にはそれは受け入れ難がたかったってだけの話だ」

　だが俺は自分の価値観をわざわざ話して聞かせるようなことはしなかったし、雲母もまた知ろうとはしなかった。だから当たり前にすれ違う。

　もっとも知っていれば近寄ろうともしなかっただろうが。

「そもそもセフレなんてのはもっと手軽に、都合よく、お互いに利用し合う関係だろ」

　あえて誤ご魔ま化かさずにハッキリと俺たちの関係性を口にした。

「せ、ふれ……？」

「はぁ……。ま、わかっちゃいたけどな」

　愕がく然ぜんとする雲母に溜ため息いきをつくしかない。

　そもそも俺は一言だって付き合うなんて言っちゃいないのだ。もっとも雲母が勘違いしていることも理解した上で黙っていたのだから、文句を言えた義理でもないが。

「それに俺には雲母がなんでそこまで俺に執着するのかもわかんねぇ」

「好きだからに決まってるでしょ……？」

「たかが好意程度で？」

「たかがなんて言わないで！」

「……まあ、そういう意味でも俺たちの価値観は噛かみ合あわねぇってことだ」

　俺は自分の都合がいいように見せかけて。雲母は自分の都合がいいように見て。

　だからある意味でこれは望み通りの末路なのだ。

「うぅ……ひっく……」

　静寂に包まれた部屋に、雲母の嗚お咽えつだけが響く。

　だが哀かなしいほどに俺の心は揺れない。罪悪感もなければ、同情心も湧かなかった。

　女の涙は武器だと言ったやつがいるらしいが、男の心を揺らせないなら単なる徒労でしかない、なんてくだらないことを考える余裕すらある。

　致命的なまでに俺と雲母の関係は終わっていた。

「霞かすみさん」

「……ああ」

　これが片付いたら新年会の準備をしないとな、なんて考えていたので反応が一瞬遅れた。

「別れましょうか」

「そうだな」

　あっさりとした別れの言葉だった。感慨は、やはりない。悲嘆も哀惜もなかった。

　そもそも付き合ってもいないのに別れるとはなんぞや。だがわざわざ余計な藪やぶをつついて蛇を出すつもりもない。これはあくまでも俺を恋人だと勘違いしていた雲母きららにとっての決別の言葉なのだ。そのくらいのことはわかっていた。

　席を立つ。

　意外と揉もめずに済んでよかった。これで雲母との関係も整理できたと思えば気分も軽くなる。そうだ、久しぶりに智とも也やとでも飲みに行こうか。

「じゃあな」

　きっとこれが雲母と交わす最後の言葉になるだろう。だがどうでもよかった。

「待って」

　靴を履いてドアに手をかける。振り返ることはしなかった。

　よくもまあこんな男にそこまで執着できるものだ。別の意味で感心を覚える。

　だが一瞬、ドアに伸ばした手が止まったのは事実だった。

　衝撃。

　ガツン、と後頭部に鈍い痛みが走った。視界が揺れて、意識が暗転する。

　──ちっ、しくじった。














　母の名で呼ばれた日。私は心がぽっきりと折れてしまったのを自覚した。高校一年生の時だった。

　私の家は父子家庭だ。母を交通事故で喪うしなって以来、突然の別れに耐えられなかった父は逃げるように仕事にのめり込み、私を顧みることはなくなった。一定期間でコロコロと変わるお手伝いさんが私の育ての親代わりになったけれど、どこまで行っても仕事でしかなくて、決して親ではなかった。

　勉強を頑張った。良い成績でも悪い成績でも父が何かを言うことはなかった。

　家事をできるようになった。お手伝いさんが来なくなっただけだった。

　何をしても父は私のことなんて見向きもしなかったのに。

　今さらになって反応したのが、見た目。それも母の面影にだった。

　あんまりだ。なんのために生きてきたのかわからなくて。何もかもがどうでもよくて。苦しくて。辛つらくて。痛くて。なのに涙はとっくに涸かれ果てていて。

　気づけば放課後の誰もいない高校の屋上に一人で立っている。ひとりぼっちだった。

　このまま消えてしまいたい。でも本当に消えてしまうような勇気はなくて。そんな私が惨めで、みっともなくて、嫌いで。

　私の味方は蜘く蛛もだけだった。

　どこにでもいるそれとぼんやりと意思疎通みたいなものができるようになったのはいつのことだっただろうか。母が亡くなってすぐだったような気もするし、もっと最近だった気もする。

　縋すがるようにフェンスを這はう蜘蛛に話しかける私はいよいよ末期だ。自嘲気味な笑みに口角が吊つり上あがるのを感じる。

　ガチャリ、と扉の開く音がした。

　現れたのは良くも悪くも同学年では有名な人。

　[image: ]くず城き霞かすみ。

　校則なんて知ったことじゃないと言わんばかりのド派手な金髪とピアスは一見しただけでは不良そのものなのに、それとは正反対な印象の透き通るような青い瞳を持つ男子生徒。一部ではハーフなんて噂うわさもあるけれど、本当のところがどうなのかを私は知らない。

　そんな彼は整った顔立ちに引きつった笑みを浮かべて私を見ていた。

　しばらく[image: ]城さんをぼーっと眺めていると、彼は髪を乱雑に掻かいて大きく溜ため息いきをついた。人の顔を見て溜息をつくなんて失礼な人だ、なんて感想が他ひ人と事ごとのように浮かぶ。

「なんつー顔してんだよ」

　独り言のようで、でも確かに私の方を向いて行われた呼びかけ。

　まさか声をかけられるとは思いもよらなくて、とっさに言葉が出てこなかった。喉が張り付いたように動かない。

　幸い[image: ]城さんは返事を求めていたわけではないようで、気にした素振りもなく私の横に立ってフェンスに寄りかかった。

「笑え」

「……は？」

　何をいきなり言っているんだろうか、この人は。

「笑え」

　呆あつ気けにとられる私に[image: ]くず城きさんはそう繰り返す。向けられた眼まな差ざしの鋭さになんだか気後れしてしまって、私はそっぽを向いた。

「楽しくもないのに笑えませんよ」

　我ながら可愛かわいげの欠片かけらもない答えだ。普通ならこんな返事をされたら不快感を覚えていなくなるだろう。

　だけど[image: ]城さんは意にも介さなかった。

「逆だ馬鹿。楽しいから笑うんじゃねぇ。笑うから楽しくなるんだ」

　どこかで聞いたような台詞せりふ。そんな陳腐な言葉が響くほど今の私の心に余裕はない。

「放っておいてください」

　努めて、いや、自然と冷たくなる言葉。なのに彼はちっとも動じない。

「お前が笑ったらな」

「あなたには関係ないでしょう？」

「今にも死にますって顔したやつと、笑ってるやつ。どうせ喋しやべるなら、笑ってるやつの方がいいだろ？」

「……あなたと話すことなんて何もありません」

「話題なんか気にすんな。こっちも智とも也やから連絡が来るまでの暇つぶしだ」

　どこまでも自分勝手な言い分にカチンと来た。そんなに言うならお望み通り笑ってやろうじゃないか。

「これでご満足ですか？」

　鏡がないからわからないけど、きっと可愛らしさなんてどこにもない、皮肉げで嘲るような笑みが浮かんでいることだろう。

「ハッ。なんだ。思ったより良い顔で笑えるじゃねぇか」

　だから驚いた。[image: ]城さんが楽しげに笑みをこぼしたことに。どう考えても好意的に受け取られることのない表情のはずだったのに。

「それで？　何があったんだよ？」

「だからあなたには関係ない──」

「どうせ人間関係の悩みだろ？」

「──っ」

　図星を突かれて、思わず眉がぴくりと動く。

「彼氏、先輩、友達だち、親。どれだよ？」

「なんで」

「わかるのかって話なら、簡単だ。高校生の悩みなんてのは概おおむね人間関係か進路の二つに絞られる。らしい。スマホで検索してみろ。ずらっと出てくるぞ。後は見た目で予想できる学年からして進路より人間関係の方が可能性が高いって踏んだだけだ」

「……カマをかけたんですか」

「当たり前だろ。俺はお前のことなんかなんにも知らねぇし」

　どこまでも軽い態度に苛いら立だつ。それを見透かしたように彼は真剣な目を向けてきた。

「当人にとっちゃ深刻で唯一の悩みでも世の中にはいくらでも似たような話が転がってんだよ。そんな死にそうな面つらする前に、まずは調べてみたらどうだ？　後は似たようなやつを見つけて傷を舐なめ合あうもよし、解決策を見つけて実行してみるもよし。好きにしろ」

　なんで見ず知らずの人にここまで言われなきゃいけないんだろう。

「じゃあ聞いてくれますか？」

「……ま、暇つぶしがてら、な」

　精々困らせてやろう。そんな苛立ち紛まぎれの八つ当たりじみた感情で、気づけば私はこれまでの経緯も抱えた感情さえも話してしまっていた。

「なるほどな」

　[image: ]くず城きさんは一度だけ頷うなずいて、次いで首を横に振った。

「悪いが、俺にはお前の言うことはさっぱりわかんねぇ」

「でしょうね」

　わかってもらえるなんて期待はしていない。誰だってこんなことを相談されれば困るだけだ。だから私はそんな話でこの身勝手極まる男を困らせてやりたかっただけなのだ。

「事情はわかった。感情の方も、そういうものなんだなと理解はした。だが共感は一切抱けない。うちも似たようなもんだが、俺はそんな繊細な悩みを抱えたことはないしな」

　けどまあ、と繋つないで彼は私の方を見てにぃっと笑った。

「少しは気が晴れただろ？」

「え……？」

「あいにく俺はこういうやり方しか知らなくてな」

　智とも也やならもっと上う手まくやるんだろうが、なんて呟つぶやきながら彼は背を向ける。

「待って、何を」

「なんだ。気付いてないのかよ。なら後で鏡でも見てみろ。死相が消えてっから」

「はぁ？」

　しそう……？

「じゃあな」

　屋上から出て行ってしまった。伸ばした手が空を切る。

「なんなの……」

　わけがわからなかった。

「…………帰ろ」

　彼と話す前までは帰ろうとさえ思えていなかったのだと気付いたのは、家に着いてからのことだった。




　それからというもの。あの日の出来事は幻だったのではないかと疑いたくなるほど、私と[image: ]くず城きさんの間に接点はなかった。

　クラスが違えばこんなものだということは頭ではわかっていたけれど、それでもあの日の私を気にかけてくれた彼ならばまた話しかけてくるのではないか。なんて淡い予感は彼を見かける度に泡のように浮かんでは消えた。

　本当は私の方から積極的に関わろうと思わなければ放課後にちょっと話したことがある程度の関係性なんて砂浜に描いた絵が波にさらわれるように消えてなくなると気付いていて、その通りになった。

　なのに私と彼のうっすらとした繋つながりがすぐに解ほどけてなくなっても、私の耳には彼の話題が届き続けた。

　[image: ]城霞かすみは目立ちすぎる。

　誰それがカッコイイなんて話題には必ず名前が上がるし、日々どんな風に過ごしているのかさえ筒抜けだった。

　そんなだから本命を隠したかったり特定の相手がいない子に隠かくれ蓑みののように使われてしまうのだ。なんて少しモヤモヤとしたものを感じたりもした。

　だから私が彼もまた私と似たような家庭環境にあったことを知ったのもきっと必然だったのだろう。

　実家が裕福で金銭的には恵まれている。だけど親の愛には恵まれなかった。

　誰もが表面だけを見て褒ほめ称たたえ燦さん然ぜんと輝く学年一位の成績や抜群の運動神経。だけどそれが私と同じように親に見てほしくて必死に己を磨いた結果の産物なのだとしたら、きっと彼には虚むなしさしか与えられていない。

　一方的に抱いた漠然とした親近感。気付けば私は彼の姿を目で追うようになっていた。

　でもその時にはもう、私と彼の間には大きな距離が出来ていた。

　当然と言えば当然だ。だって彼はどこの漫画の主人公だ、と言いたくなるような人。いつだって人に囲まれている。一方の私はそんな彼を遠くから眺めるだけのエキストラ。

　私と彼。何がそんなにも違ったのだろうか？　どこでこんなにも差がついたのだろうか？　わからない。

　きっと初めから私とは生きる世界が違うのだ。

　だからこれは憧れみたいなもので。告白しようだとか、付き合いたいだとかを思ったことはなかった。

　彼のことを怖いという友達だちもいたけれど、私は怖いと思ったことはない。露悪的だけど意外と優しいところもあることを知っていたし、私だけが知っていることに仄ほの暗ぐらい優越感を覚えた。

　こうやって私だけが知る彼が増えればいいと思った。できれば彼にも私を知ってほしかった。そうしてお互いをお互いで上書きするのだ。

　愚にもつかない妄想はなぜだかとても楽しかった。

　どうやら私はくじ運にも恵まれていないようで、霞かすみさんと同じクラスになれたのは高校三年生になってからだった。それも席替えのくじ引きで窓際に追いやられて引き離されたのだから、その隔たりっぷりには笑うしかない。出会ってから二年も過ぎている。きっともう霞さんは私のことなんて覚えてもいないだろう。

　今も霞さんは阿あ久く戸とさんとは何やら楽し気に話をしていた。内容が気になって耳を澄ますけど、席が遠すぎて会話の内容はわからない。つい気になってこっそりと蜘く蛛もを送り込んでみる。残念。振り払われてしまった。

　ふと、霞さんがこちらを見る。目が合った。

　やばい。無意識にじろじろと見てしまったらしい。まさか蜘蛛のことが気付かれたわけではないだろうけど。

　どうしよう。目を逸そらしたい。けど逸らしたくない。彼の視界に私が入っている。ただそれだけのことがこんなにも嬉うれしかった。

　でもそんな幸運は長続きしなくて、すぐに霞さんは阿久戸さんとの会話に戻ってしまう。それは少し残念だったけど、それ以上に安心した。これ以上は心臓がもたない。

　心臓がドキドキとうるさいぐらいに高鳴っているのが聞こえた。まるで耳に体中の神経が全部集中したみたいに霞さんの声を拾う。

「智とも也や。あいつはどうだ？」

「あいつって、百目鬼どうめきさん？」

　一際大きく心臓が跳ねる。えっ、何？　わ、私の話？

　どんな話の流れで私の名前が上がったのだろう？　教室の騒ざわめきで会話の前後がわからないことが余計に期待と不安を掻かき立てる。

　なぜだか今だけは全ての雑音が消えたように二人の会話に耳を澄ませることができた。

「彼女はやめておいた方がいいと思う」

　なんだと、このやろう。

　集中が途切れる。二人の会話は騒めきに呑のまれて聞こえなくなってしまった。

　私はますます阿久戸さんが嫌いになった。

　──なったというのに。どうにも私と阿久戸さんは縁があるらしい。

「オレと付き合ってください」

　ある日の放課後。私は顔も名前も知らない男子生徒に呼び出されて告白されていた。

「ごめんなさい。あなたとはお付き合いできません」

「どうして」

「私はあなたのことを知りませんので、交際を求められてもお応えしかねます」

「付き合ってからお互いのことを知っていくというのは」

「私にとってお付き合いとは互いの信頼関係に基づくものです。お試しで、なんていうのはお互いに失礼だと思います」

　軽い。そう思ってしまったからか、険のある言葉が出てしまった。

　告白を断ることを、申し訳ないな、とは思う。こうして想おもいを伝えるのにどれだけの勇気がいるのか。とても私には真ま似ねできない。だからこそ私もしっかりと受け止めた上で断っているつもりだ。

　でも、だからこそ、お試しで、だとか、ゲームの一環で、みたいな軽い告白には強い拒否感を覚えてしまう。

「待って！」

「きゃぁっ」

　いきなり腕を掴つかまれて思わず悲鳴を上げてしまった。

「あの……」

「ごめん。でも、そんな簡単に諦められない」

　困った。どうしよう。怖い。

　彼の表情には必死さがあった。もしかしたら軽い気持ちではなかったのかもしれない。

　だけどそれとこれとは話が別だ。だから受け入れるということにはならない。

　振りほどいて逃げないといけないのはわかっている。だけど彼の鬼気迫る様子からは追い詰められた人特有の何をしでかすかわからない怖さがあった。

「はい、そこまで～」

　動くに動けない。そんな緊迫した雰囲気を切り裂くように、パンッと手を打つ音と緊張感のない声が響いた。

　私と告白してきた彼しかいなかったはずの空間に突如として現れた闖ちん入にゆ者うしやの方を振り向けば、そこにあったのは不本意ながら見慣れてしまった阿あ久く戸とさんの姿。

「とりあえず、さ。手を離そうか」

　いつもと変わらないどこか信用できない笑みを浮かべる阿久戸さんがそう言うと、私の腕を握る力が緩んだ。すぐに振りほどいて距離を取れば、阿久戸さんがさりげなく私を庇かばうように告白してきた彼と向き合う。

「まずはごめん。立ち聞きするつもりはなかったんだけど、ちょうど通りがかったところで聞こえてしまったんだ」

「あ、いや……」

「それから、今日のところは退ひきなよ。断片的に漏れ聞こえただけだけど、ちょっと冷静じゃなかったように聞こえた。無理に言い寄って力づくでどうこうしようとしたわけじゃないんだろ？」

「わ、わかった。……百目鬼どうめきさん、ごめん」

　阿久戸さんがそう諭せば、気まずそうに目を逸そらしていた彼は頭を下げてから逃げるように立ち去った。

　なんだかズルい。あっさりと拍子抜けするぐらい簡単に解決してしまう姿にそう思ってしまった。それが八つ当たりだとはわかっている。助けられたことも、それがありがたいことだとも、表に出してはならない感情だとも、わかっている。

「すみません。助かりました」

「いやいや、なんで百目鬼どうめきさんが謝るのさ。どう考えても悪いのは彼の方でしょ？」

「……ありがとうございました」

　だけどそんな不可解な感情が邪魔をして「ありがとうございました」の一言が上う手まく出てくれなかった。

　原因は薄っすらとだけどわかっている。

　阿あ久く戸と智とも也や。霞かすみさんの友人だ。ずいぶんと古い付き合いらしいので、幼おさ馴なな染じみとか親友とか言ってもいいのかもしれない。

　私は彼が苦手だった。

　だって阿久戸さんはどう見ても普通の人で、とても霞さんの隣に立てるような人間じゃない。なのに当たり前のようにそこにいる。

　不気味だ。何を考えているのかわからない。

　だけどそれは私の一方的な苦手意識のようで、彼にそんな感情を抱いている人はあまりいない。彼の友達だちの多さを見ればそれはわかった。

　だから阿久戸さんは当たり前のように話しかけてくる。

「どういたしまして。いやー、それにしても百目鬼さんってモテるねー」

「まあ、そうですね……」

「あんまり嬉うれしくない？」

「嫌われたいわけではないですけど、こうも頻ひん繁ぱんだとちょっと……」

　正直、面倒だ。言ってはいけないその一言を隠す。

「こういうことってよくあるの？」

「まさか。普通の人は断ればあっさり退ひいてくれます」

「そっか。まあ、普通はそうだよね」

　好意を持ってもらえることはありがたいことだと思う。だけど勝手に予定を入れられるのもそれはそれで困る。掴つかまれたり逆上されたりすればもう最悪だ。そうでなくとも告白を断るのには神経を使うというのに。

　贅ぜい沢たくな悩みなのかもしれない。だけど切実な悩みでもあった。

「はぁ……。私ってそんなにちょろそうに見えるんでしょうか？」

「そんなことないと思うけど」

「でもよく知らない相手に告白されて頷うなずくような軽い女に見えているのでしょう？」

「いや、それは違うと思うよ」

　思ったよりも力強い否定に、興味を惹ひかれた。

「ではなぜ？」

「う～ん。そうだなぁ……。やっぱり、百目鬼さんが可愛かわいいからじゃない？　ほら、当たらないってわかってても宝くじ買うのと同じで」

　何かを誤ご魔ま化かされたのがわかった。ジトっと睨にらんでみるけど阿あ久く戸とさんには答えるつもりはないようで、いつもの笑みを浮かべている。興味を惹ひかれただけに肩透かしを食らった気分で、溜ため息いきまでついてしまう。

「それじゃあどうにもなりませんね」

「だねー。もう帰るだけ？」

「そうですが」

「さっきあんなことがあったばっかりだし、気をつけてね」

　一瞬、送おくり狼おおかみを警戒した。だけど阿久戸さんはあっさりと背を向けていなくなってしまった。

　また一つ阿久戸さんのことが嫌いになった。





　＊＊＊






　大学に進学した。

　霞かすみさんと同じ大学だったのは偶然じゃない。彼は頭がよかったから同じ大学に合格するのは大変だったけれど、霞さんとのキャンパスライフを想像すればいくらだって頑張れた。

　残念ながら彼は私が同じ大学にいることに気付いてもいなかったけど。

「あれ？　もしかして百目鬼どうめきさん？　同じ大学だったんだ」

　入学してすぐ、真っ先に私に気付いたのは阿久戸さんだった。私が大学でできた友達だちの葵あおいと次の講義に向かっている時のことだった。

「お久しぶりです」

「うん。久しぶり。って言っても去年までクラスメイトだったから、そんなに久しぶりって感じもしないけど」

「確かに。一ヶか月ぐらいですもんね」

　いっつも霞さんといるせいで不本意ながら見慣れてしまった阿久戸さんの笑顔に、私も余よ所そ行ゆきの笑みで対抗する。

「初めまして。経営の阿久戸智とも也やです」

「心理学科の高たか松まつ葵です」

「百目鬼さんも心理？」

「はい」

　一緒にいた私の友人にも如才なく振る舞う彼を見ても、やっぱり胡う散さん臭くさく見える。

「心理かー。うん、いいね。二人ともそんな感じがする」

「そうですか？」

「だってほら、人に興味がなければ心理学を学ぼうだなんて思わないでしょ？　あの人が何を考えてるのか知りたい。そういう思いがあるから人をよく見ているし、そういう人は細かいことにもよく気がつくから気配りも上手だ」

　これは褒められている、のだろうか？

　だとしても阿あ久く戸とさんに対する不気味だという印象が先に立って、なぜ褒めるのか、裏があるんじゃないか、と考えてしまう。……穿うがった見方をしてしまうのはきっと私の性格が悪いからだろうけど。

「実際、百目鬼どうめきさんはみんなから一歩退ひいた位置で見ていることが多かったし、そういう落ち着いていて大人っぽいところがいいなって言われてたんだよ」

　葵あおいに説明でもするように明かされた情報は私にとっても初耳だった。もっとも私が見ていたのは霞かすみさんだけなんだけど。

「高たか松まつさんも大人っぽくて綺き麗れいだし、心理にはそういう人が多いのかな？」

　冗談めかしたように笑う阿久戸さんだけど、葵が返事に困っているのがわかった。

　それはきっと急に褒められたからでもあるし、同時にいくらか気まずくもあったからだと思う。

　なんせ私たちが心理学科に進学した理由は、単に受かったのがここだったからというだけなのだ。そんな高尚な理由じゃない。講義も楽単ばかり選んでいる。

「智とも也やくんはどうして経営を選んだんですか？」

　葵が話題を変えに走った。気持ちはわかる。

「恥ずかしながら大した理由じゃないんだ。僕が経営を選んだのは無難だったから。別に経済でもよかったんだけど、友達だちも経営を選んでたからこっちにした。それだけ」

　その答えはズルい。だけどそんなことどうでもよくなるぐらいには『友達』という言葉を気にしてしまった。目め敏ざとく勘付いた阿久戸さんが補足する。

「ああ、そうそう。霞も経営にいるよ」

「……そうですか」

　知っていた。よくも悪くも目立っていた霞さんの進路希望は高校でも出回っていたし、だからこそ私はなんとかこの大学に滑り込んだのだ。

「霞っていうのは僕の……なんだろう？　友人？　付き合いだけは古いけど……」

　阿久戸さんが霞さんについて葵に説明するのに迷っていた。

　なぜそこで言い淀よどむ？　どこからどう見ても親友でしょうに。

「っといけない。そろそろ移動しないと間に合わないね」

　チラッと腕時計を確認した阿久戸さんが話を切り上げる。

「また今度お茶でもしてゆっくり話そうか。霞も誘ってね。もちろん葵さんも一緒に」

　パパっと連絡先だけ交換して、それじゃ、なんて阿久戸さんが立ち去る。いつの間にか呼び方が変わってるし。たぶん葵に合わせただけなんだろうけど。

「ねぇ、雲母きらら」

「何？」

「もしかして、元カレだったり、する？」

　……ありえない。どうしてそうなった。

「ちょっと苦手そうな感じがしたし、そういう関係なのかなーって」

「別にそういうわけでもないけど……。本当にただのクラスメイトってだけだったから、あんな風に話しかけてくるとは思わなかっただけ」

　嘘うそだ。苦手か苦手じゃないかで言ったら間違いなく苦手の部類に入る。ただそれは私の一方的な感覚であって、阿あ久く戸とさん自身に落ち度があるわけでもない。説明できるようなものでもなかったからそう誤ご魔ま化かした。

「ふーん。じゃあさ。今度紹介してよ」

「えぇ……？」

　葵あおい。男の趣味、悪くない？

「やっぱりそういう」

「違うけど。紹介できるほど阿久戸さんと仲良くないのよ」

　でも意外かと言われればそうでもない。

　霞かすみさんの陰に隠れがちではあったが、あれで阿久戸さんは意外とモテるのだ。

　ともすれば飛び抜け過ぎていて孤高になってしまってもおかしくない霞さんが、それでも遠巻きにされずに済んでいたのは、間違いなくこの男の影響だ。

　無闇矢や鱈たらと顔の広い阿久戸さんが霞さんの傍そばにいたからこそ、近寄りがたいという印象が緩和されていた。

　お陰で次から次へと女の子が霞さんに寄っていくものだから、何度やきもきさせられたことか。思い出しただけでもイライラしてきた。

　ともあれ、そんな顔の広さと人当たりの良さ故か、あるいは霞さんの隣にいられたからか、阿久戸さんも地味に人気があったのだ。特に霞さんに気後れしてしまうような大人し目の子なんかには、阿久戸さんがいいっていう子も少なくなかった。

　きっと大人しそうな顔をして次々に女の子をつまみ食いしているに違いない。

　また一つ阿久戸さんが嫌いになった。
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　大学生一年目はあっという間に過ぎ去った。

　入学してすぐに父が亡くなった。特に思うところはなかったことに驚いたけど、それだけだった。

　元々父は滅めつ多たに家に帰ってくることもなかったし、帰ってきても寝るだけで、宿泊施設としてしか家を利用していなかった。実の親であっても関わりが薄ければそんなものなのかもしれない。

　そんなことよりも新しい生活に慣れるのに精一杯だった。

　霞さんとは関わることもなかった。学部が違えばこんなものだ。時折見かけてもいつも誰かといて話しかけたりはできなかった。

「よう。久しぶりだな」

　だからいつものように遠目に見るだけでその場を離れようとした時に、霞かすみさんに声をかけられたことには驚いた。大学生活二年目。二十歳を過ぎたばかりの頃のことだった。

「覚えてないか？　ほら、高校で同級生だった」

「[image: ]くず城き霞さん」

　忘れるはずがない。一時だって忘れなかった。

「そう。なんだ、覚えてんじゃねぇか。驚いているみたいだったから、忘れられてんのかと思った」

「[image: ]城さんのことを忘れられる人って、そんなにいないと思いますよ」

　むしろ霞さんの方こそとっくに私のことなんて忘れていると思っていた。

「そうか？」

「はい。[image: ]城さんは存在感のある人でしたから」

　舞い上がりそうな内心を必死に抑えて、努めて落ち着きのある振る舞いを心掛ける。そうでもしないと変なことを口走ってしまいそうだった。

「悪いんだけど、名前が思い出せない。顔は覚えてたんだけどな」

　思ったよりショックは少なかった。まあこんなものだろう、という諦めがあった。

　だって霞さんの周りには常に多くの人がいた。私がそんな輪の外で背景に埋没していることなんてずっとわかってた。

　おまけに私と霞さんが出会ったあの日。一番印象に残りそうな時に、私は名乗っていないのだ。顔を覚えられていただけでも十分。

　…………なんて誤ご魔ま化かしてみるけど、胸の痛みは正直だった。

「雲母きららです。百目鬼どうめき雲母」

「ああ、そうだ。雲母だ。珍しい苗みよ字うじだなって思ってたんだ」

「そうだったんですか」

「そうだったんですよ。雲母。今日、時間あるか？　飲みに行こうぜ」

　……………………。

「私と？」

「他に誰がいるんだよ」

「二人で？」

「誰か誘ってもいいぞ」

　霞さんが、私を、誘、う……？

　驚きすぎて当たり前のことと、余計なことを聞いてしまった。

「いえ、…………はい、いいですよ」

　どうしよう、なんて迷ったのはほんのちょっとだけ。

　霞さんがどういうつもりであったとしても、断るつもりなんて欠片かけらもなかった。




　連れていってもらったのは静かな雰囲気が素敵なバーだった。如い何かにも大人って感じで場違い感がすごい。

　そんな場所でも霞かすみさんは霞さんだった。不安や緊張は全然感じられずに平然としている。

　椅子を引いてもらって霞さんの横に座った。

　どうしよう。ものすごい緊張する。声が掠かすれそう。

「[image: ]くず城きさんはよく来られるのですか？」

「まあ、そこそこってとこだな……。何にする？」

　メニューを見ても何もわからなかった。

　お酒なんて飲んだこともないし、ビールとかワインぐらいしか名前も知らない。

　なのに初体験が霞さんと、それもこんなお洒落しやれなバーになるなんて。もっと大学生がよく行くような居酒屋で飲むことになるのだと思ってたのに。

「……おすすめって、ありますか？」

　どうすればいいのかわからなくなって、結局霞さんに聞いてみた。

　聞いてみてから気付いたけど、なんかちょっとイイ。こういうシーン、ドラマとか映画で見たことある気がする。

「柑かん橘きつ系けいとベリー系、後はコーヒーとかもあるか。どれがいい？」

「えっと……柑橘系でお願いします」

「はいよ」

　届いたお酒は綺き麗れいな青い色をしていた。爽やかな酸っぱさの中に少しだけ苦味がある。この苦味がアルコールなんだろうか。

　緊張と興奮で頭が混乱して何度も何度も会話が途切れてしまった。

　何か話さなくちゃと焦あせるばかりで空回りして、なかなか話題も言葉も出てこない。沈黙を誤ご魔ま化かすようにお酒に口をつけた。

　違う世界の住人だと思っていた霞さんと飲んでいるというちょっとした非現実感。

　ふわふわとしてなんだか夢のよう。

　霞さんも口数の多い方ではないようで、沈黙を苦にしないタイプみたいだった。

　肩の力も抜けてくると、だんだん楽しくなってくる。

　静かにグラスを傾ける霞さんの横顔をつい眺めてしまう。特別なことなんて何もしていないはずなのに、その手つきが、眼まな差ざしが、かっこよくて、ついつい目で追ってしまった。

　バレたらイヤだな。でも気付いてほしい気もする。

　相反する感情が綯ない交まぜになって取り留とめのない思考を形作っていた。

「すみません。奢おごって貰もらってしまって」

「気にすんな。急に誘ったのは俺だしな」

　でも夢のような時間は夢だからこそ、覚めるときは来る。

　私が席を外している間に会計を済ませていたらしい。そんなスマートなところもかっこよかった。

「危ないぞ。酔ってるだろ」

「平気ですよ」

「はっ、嘘うそつけ」

　いつのまにか握られていた手から伝わる力強さに身を任せれば、霞かすみさんが真正面から私を見ていた。

「霞、さん……？」

　目が合う。狼おおかみみたいだと思った。それもひどくお腹なかを空すかせた狼。

　食べられる。そう直感が囁ささやいた。背筋がゾクゾクして、心臓がぎゅっとなる。

　頭の片隅で逃げろという警告があった。なのに足は一歩も動かなくて。私の体は未いまだに霞さんの腕の中で。冷たくて鋭いその瞳に捉えられて逃げられない。

　そっと触れるように唇が塞がれた。

　……………………。

　………………………………。

　…………………………………………。

　嗅ぎなれない匂いが鼻をくすぐったのを感じて目を開ける。見上げた先の人物を私が見間違えることはない。

「ん……霞さん？」

　筋骨隆々というわけではないけれども程よく鍛えられた、私とは全然違う硬い体。

　──待った。おかしい。なんでそんなものが見えてるの？

「え……？　えぇっ！」

　跳ね起きる。完全に覚醒した。けど頭は絶賛混乱中。

「えっ！　なんでっ!?」

　なんでなんでなんでなんでなんでなんでなの!?　えっ！　待って！　嘘でしょ!?

「はぁ？　なんにも覚えてねーのかよ？」

　霞さんが困惑したような、呆あきれたような、なんとも言えない表情で尋ねてくる。

「え？　……………………あ」

　そんな彼の表情に頭の芯に氷を突っ込まれたみたいに血の気が引いて、思い出した。

　ど、どうしようどうしようどうしようどうしようどうしよう！　やってしまった……。

「思い出したか？」

「あ、その……っ！」

　って裸！　慌ててシーツで体を隠す。

　私が一人であわあわと慌てていると、クツクツと霞さんが機嫌よさそうに笑っていた。

　なんでこの人はこんなに平然としているんだろう？

　なんだか私一人が騒いでいるのが馬鹿らしくなってきて、実は大したことではないんじゃないかなんて気がしてくる。

　……いや、そんなわけないんだけど。

　というかこれってそういうことでいいんだよね？　なんだかなし崩しみたいで、私が思い描いていたものとはだいぶ違うから戸惑う。

　本当はデートして、告白されて、と順序を踏みたかったけど、霞かすみさんと付き合えるなら、まあよし。それにこれはこれで大人っぽくて悪くない。

「おはようございます。霞さん」

「ああ、おはよう」

　なんて霞さんが笑いかけてくる。

　精一杯平静を取り繕って挨拶してみたけど、もう限界で。

　私はバスルームに逃げ込んだ。
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「えっ？　今からですか？」

　夜。日付が変わるほどでもないが、それでも遅くと言える頃。

　今から私の家に来たいと霞さんから電話があった。

『あー……まあこんな時間だしな。ダメなら断ってくれていいぞ』

「いえ、その、ダメってわけじゃないんですけど……」

　本当はダメだ。もうお風呂も入ってしまって、メイクも落としてしまっている。できれば霞さんにはいつだってバッチリ決まった可愛かわいい私を見て欲しい。

『いや、普通に考えたら迷惑だよな。大丈夫だ。ちょっと雲母きららの顔が見たいと思っただけだしな』

　えっ？　顔が見たいって──

『雲母に迷惑をかけたくないし、今日のところは鈴すずのとこに泊まれないか聞いてみることにする』

　待って。鈴？　鈴って誰？　まさか女の子？　どう考えても女の子の名前！

「いいですよ。お待ちしております」

『本当にいいのか？』

「はい。もちろん。霞さんだったらいつでも大歓迎ですよ」

『悪いな。じゃあ三十分ぐらいで着くから』

「お待ちしてますね」

　通話が切れると同時に動き出す。

　制限時間は三十分。

　急いで霞さんを出迎えられるように準備しなくてはいけない。

　ドタバタと慌てて片づける。霞さんに一度料理を振る舞ってからはいつでも招けるように片づけてはあったけど、急にとなると普段は気にしないような部分まで気になってくるから不思議だ。

「悪いな。こんな時間に」

「いえ。どうぞ」

　霞かすみさんが肩にかけていた鞄かばんを受け取って、ふと気付いた。

　お酒の匂いがする。

「ん？　どうかしたか？」

「いいえ、なんでも。鈴すずって子と飲んできたんでしょう？」

「ん？　ああ。そうだけど」

　問い詰めるつもりはなかったけど、つい拗すねたような口調になってしまった。なのに霞さんはなんでもないように答える。その温度差がなんだか気に入らない。

　ジトっと睨にらんでみると、霞さんは何かに気付いたように手を打った。

「って、ああ。雲母きらら、勘違いしてるだろ？　鈴の本名、鈴すず木き一いち郎ろうだぞ」

「え……？　あ」

　その瞬間。私は自分の思い込みに気付いた。

「あいつ名前で呼ばれるのが嫌らしくてな。まあわからんでもない。ちょっと偉大すぎる。ただそうは言っても鈴木も結構いる苗みよ字うじだから渾あだ名なで呼んでるんだよ」

　霞さんのからかうような笑みが羞恥心を刺激する。いたたまれない。もにょもにょと口を動かすけど、結局言葉にならなかった。

「ふーっ」

　霞さんがソファに深く腰をかける。

　…………？　なんだか少し覇気がない。もしかして疲れている……？　飲み過ぎてしまったのだろうか。

「ん？　どうかしたか？」

　霞さんが怪け訝げんな顔を浮かべた。飲み物を渡す際にじっと見つめていたのがバレてしまったみたいだ。ちょっと恥ずかしい。

「あ、いえ、その……。なんだかお疲れみたいに見えて」

「ああ……。よく見てんなぁ……」

　そりゃあ四年越しの恋してますから。なんてしみじみと呟つぶやく霞さんには決して言えないことを内心で呟く。

「ま、ちょっと帰りづらくてな」

「え？」

　想定と違う理由に思わず声を上げてしまった。

「なんだと思ったんだよ」

「いえ、その、飲み過ぎてしまったのかと」

「はっ。あのくらいなら余裕だっての」

　最近わかったけど、どうやら霞さんはお酒に強い人のようだ。ずいぶんと飲みなれているみたいでもあるし、もしかして大学生になってすぐの頃から飲んでいたのではないかと疑っている。

「まああれだ。明日あしたは朝早いからな。寝坊しないように誰かのとこに泊まろうと思っただけだ。起こしてくれるだろ？」

「ええ、いいですよ」

　誤ご魔ま化かされたような気がした。だけど深く聞くのも躊躇ためらわれて話を合わせてしまってから、ふと気付いた。

　霞かすみさんの家庭環境は私と似ている。

　私にも帰りたくないという気持ちには覚えがあった。だから帰りたくないという気持ちはわかる。

　霞さんも同じ気持ちなのでは？

　だとしたら私にできることはなんだろう。

　あの頃の私は気兼ねなく帰れる場所がほしかった。

　皮肉にもそれは父が亡くなったことで手に入ったけれど、それでも誰もいない家に帰ることに一抹の寂しさを覚えることはある。

　霞さんにもそういう場所はあるのだろうか。ないのなら与えてあげたい。

　ふと私の心の昏くらい部分で欲が蠢うごめくのを感じた。

　もし霞さんの帰る場所が私のところになったら。それはきっと私にとてつもない多幸感を与えるだろう。

　想像してしまった時点でダメだった。私は欲に抗あらがえず、屈した。

「あの……。これを」

「ん？　なんだこれ。鍵？」

「この部屋の合鍵です」

　純粋だったはずの善意に、ほんの一ひと匙さじの欲を混ぜて、私は合鍵を手渡す。

「おいおい流石さすがにこれは」

「帰りづらいんですよね？　私にもわかります。だから持っていてください。私はいつでも歓迎しますから」

　渡してしまってから、これはちょっと重いんじゃないかと不安になった。しげしげと鍵を眺める霞さんの反応が怖い。

「あー……。まあ、いいか。なら預かっとく」

　思ったよりも軽い態度に拍子抜けしたけど、それ以上にホッとした。ドン引きされたらどうしようかと思っていたのだ。

「それより霞さん。デートに行きませんか？」

　今さらになって気恥ずかしさがこみあげてきて、無理やりな話題転換を試みる。

　でもデートに行きたいというのは本当だ。勢いで切り出してしまったけど、なかなか言い出せなかったのだし、結果オーライということで。

「また急だな。別にいいけど」

「よかった。今週末なんてどうでしょう？」

「ああ、悪い。今週末は無理だ。予定が入ってる」

「そうですか……」

　ちょっと、いや、普通に、ううん、すごく残念だ。

　でも霞かすみさんにだって都合はあるのだから仕方がない。露骨に顔に出さないように必死にこらえる。

「ちょっと待てよ……。えーっと、ああ、来週は比較的空いてるな。行きたいところにもよるが来週でもいいか？」

「はい。もちろんです」

　スマホ片手にわざわざ予定を確認してくれたみたいだ。私の答えはもちろんオーケー。霞さんとのデートのためなら多少無理してでも予定を空けてみせる。今回は特に予定はなかったけど。

「ああ。なら来週で。で？　どこに行きたいんだ？」

「えっとですねー……あ、ここです」

　何度も検討したからすぐにスマホで表示できた。

「ああ、ここか。聞いたことはあるが……。ちょっとスマホ借りるぞ。…………ああ、やっぱりアクセスが微妙だな。となると車出した方がいいか」

「え？　そんな。いいですよ。私は運転できないので任せきりになってしまいますし。一人で運転するの大変でしょう？」

「この程度の距離大したことねぇよ」

　こつんと優しく小突かれる。こんなやりとりでも嬉うれしくなってしまう私は重症だった。

「じゃ、来週な」

「はい」
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　今日は珍しく映画サークルの飲み会があった。霞さんもいないから万が一もないように飲み過ぎないように注意したけど、それでもちょっと気分がふわふわする。

　あれから霞さんとは何度かデートをした。誘っても断られることもあったけど、霞さんは交友関係が広くて忙しいから仕方がない。それにデートの間はちゃんと付き合ってくれるし、私の家には頻ひん繁ぱんに来てくれている。面倒見がいいところがあることも私は知っていた。釣った魚には餌をやらないなんて最低なタイプとは違うのだ。

「あれ？　もしかして霞さん？」

　帰り道。駅に向かう途中で。見知った背中を見た気がした。サークルのメンバーに断って一人で集団から離れる。

　後を追って声をかけようとして、気付いた。

「…………へぇ」

　霞かすみさんは知らない女の子と歩いていた。ほろ酔い気分から醒さめて、すぅっと頭が冷えるのを感じる。

　モテるのは知っていた。女の子を連れているところを見るのだって珍しくもなんともない。私は四年も片思いを続けていたのだ。その間ずっと霞さんを見てきた。

　それに私と付き合うようになった今だって、大学内で女の子に囲まれているところを見かけることなんてしょっちゅうだ。本当はイヤだったけど、サークルのメンバーとか講義が同じだけのお友達だちを遠ざけるのも重い女みたいで我慢した。なにより霞さんに煙たがられるのだけは絶対に受け入れられなかった。

　だけど夜の繁華街なら話は別だ。それはいくら私でも認められない。

　霞さんに限ってそれはないと思うが、もし二人きりで飲むつもりなら文句を言ってやるつもりだ。人によっては浮気認定してもおかしくないと自覚してもらう。私は…………今回だけは未遂ってことにして許してあげよう。

　蜘く蛛もに頼んで霞さんを監視してもらいつつ、私もバレないようにこっそりと後をつける。

　思えばこうして蜘蛛に頼るのも久しぶりだった。霞さんと付き合ってからは一度も使ってないんじゃなかろうか。まるで忘れていたかのように蜘蛛と話さなくなっていた。それぐらい霞さんに夢中になっていたことに気付いてちょっとだけ恥ずかしくなる。

　そういえば、このことも霞さんに話すべきだろうか。

　それは少しだけ怖い。まさか霞さんがそんなことで私を嫌うとは思わないけれど、もし拒絶されたらと思うと極寒の地に立たされたように身体からだが震える。

　だったら黙っていた方がいい。普通の人間のように振る舞って霞さんを騙だましてでも、私は愛されたい。たとえそれが万が一の可能性だったとしても、私は霞さんに拒絶されることに耐えられない。

　浮かんでしまった嫌な想像を振り払うように頭を振って、蜘蛛に先導されて霞さんの後を追うことに専念する。

　向かった先はホテルだった。

　──世界が割れる音が聞こえた気がした。




　次の日も霞さんは普通だった。普通だったのだ。そのことが逆に恐ろしい。

　問い詰めたい。あの子は一体誰？　どういう関係？　私を裏切ったの？

　だけど聞いてしまったらこの関係が終わってしまうようで。手放したくなくて踏ん切りがつかない。

「どうかしたか？」

　霞さんに声をかけられて顔を上げた。また俯うつむいてしまっていたらしい。気付かなかった。

　なんとかいつも通りの笑みを作ろうとして、上う手まくいかずに視線を逸そらす。

「具合でも悪いのか？　それとも何か気にかかることでもあったか？」

　無いと思ってるの!?

　そう問い詰めたい。でもできない。だけど何か答えなくちゃいけなくて。

「…………その、霞かすみさんは、昨日って……何、してましたか？」

　結局私は聞いてしまった。もう後戻りはできない。崖から飛び降りた気分だった。ただただ怖いのになんだか現実感が薄い。

「あん？　俺？　昨日は飲み会に行ったな。それがどうした？」

　ああ、やっぱりだ。

　あれは見間違いなんかじゃなかった。

　絶望感が私の全身を支配して倒れ込みそうになる。なのに一方で私の背を急せき立たてる何かがここでやめることを許さない。

　訝いぶかしげな顔をする霞さんから目を逸そらしたまま、どうにかこうにか言葉を練った。

「昨日は、私もサークルで飲み会があったんです」

「ああ。それで？」

「それで、その帰りに…………」

　決定的な一言が口に出せなくて詰まる。

　本当は思い出すことさえイヤだった。だけど嫌でも思い出してしまう。

「見ちゃったんです」

「見た？」

「霞さんが、知らない子と、ホテルに行くところを」

　ああ……。言ってしまった。

　もうお終しまいだ。お終い？　何が？

　そもそも私はどうしたいのだろう？

　霞さんが浮気を認めて。それで？

　許すの？　許さないの？　別れるの？　別れないの？　別れてどうするの？　諦められるの？　四年も片かた想おもいを続けたのに？　浮気されたからそれでお終いって？　本当に？

　ああ、もう何もわからない。

　ただ今はもう真実を知るしかなくて。

　だから今日初めて霞さんの目を見た。目が合う。霞さんの青い瞳が揺れた気がした。

「霞さん？」

　それがなんだか霞さんらしくないように思えて声をかけてしまった。

　それを合図にしたかのように霞さんがゆっくりと瞬まばたきして口を開く。

「ああ、昨日な。ホテルになら行ったぞ」

　ぴくりと眉が痙けい攣れんする。

　霞さんが認めた。認めてしまった。

　ああ、なんてことだろう。今になってわかった。わかってしまった。

　本当は私は霞かすみさんに否定してほしかったのだ。

　そんなものは見間違いだと笑い飛ばしてほしかったんだ。

　それでまた二人でデートの計画でも立てて。私の手料理を食べてもらって。

　そうすればきっと信じられた。自分を騙だませた。

　だけどもうそんな私の願いは叶かなわない。

「こほんっ。見ていたんならわかると思うが……」

　怪け訝げんな表情で言い訳すらしてくれない霞さんに、涙をこらえて決定的な一言を。

「浮」

「あいつベロベロだっただろ？」

　……………………え？

「もし腕を絡めているように見えたのなら、そりゃあいつが泥酔していたからだ。滅め茶ちや苦く茶ちや重たかったぞ」

　霞さんは疲れたように首を振るけど、それどころじゃない。

　ダメだ。思い出せない。

　腕を絡めて寄り添って歩いていたのは見た。間違いない。

　だけどあの子が酔っていたかどうかまでは覚えていなかった。

　つくづく思う。私は霞さんしか見ていないんだって。

「部屋に着く前に吐かれたから、あいつの彼氏が迎えに来ても洗濯が終わるまで帰れなかったし」

　散々な目にあった、と溜ため息いきをつく霞さんが、私にジトりとした目を向けた。

「それとも何か？　俺は泥酔した女を襲うほど女に飢えているように見えんのか？」

「それは！　違いますけど……」

「なら、そういうことだよ。……まあ、女連れでホテルに行ったのは事実だし、ベタベタくっついていたように見えたのかもしれないけど、あれはほとんど歩けなくて寄りかかってただけだ。誤解させて悪かったな」

　どうしよう。信じてもいいのだろうか？　わからない。

　だけど今ここで私が信じれば、また霞さんとの日々が返ってくる。

　私はその甘美な誘惑に抗あらがえない。例えそれが猛毒だったとしても。

「……私こそ、疑ってすみませんでした」

「気にすんな。確かにパッと見じゃそう見えてもおかしくなかっただろうからな」

　霞さんは話は終わりだと手をひらひらと振るけど、どこか納得しきれない私がいて。

　気付けば待ったをかけていた。

「あの、でも」

「ん？」

「できれば、その、女の子とホテルに行くのは、やめてほしいです」

「って言われてもなぁ。タクシーすら拒否されるようだと、他に介抱する場所もねぇだろ。店に迷惑かけるわけにもいかないしな」

　霞かすみさんの言っていることは正しい。理屈では否定することはできない。

　だけど感情では酔い潰れた子なんて放っておいてでもホテルに行ってほしくなかった。

　でもそんなことは言えないから。

「そう、ですよね……」

　私は納得するしかなかった。

　酔った女の子をホテルに連れ込む。

　それが自分の時と同じだ、という疑念には気付かないフリをして。
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『悪いな。明日あしたのデートは中止だ』

「え？」

『どうしても外せない用事が入っちまったんだ』

「……そう、ですか」

　突然の電話と一方的な通告。

　そういうこともある。残念だけど仕方がない。とは思えなかった。以前ならできたことができない。

「霞さんは今日も飲み会ですか？」

『ああ』

　電話口の向こうから遠く聞こえるざわめき。

　大事な用事があるなら遅くまで飲んでいるべきじゃない。だけどきっと霞さんはそんなことわかっている。だからつまり用事っていうのはそういうことで。

「その、えっと、今度はいつ来てくれるのかなって」

『そのうちな』

　素っ気ない返事に胸が痛む。

「あの、霞さん」

『どうした？』

「私たち、その、付き合っているん、ですよね？」

『はぁ……？　急に何言ってんだ？　不安になったのか？』

「えっと、その……」

『大丈夫だ。それとも、信じられないか？』

「いえ……。信じたいです」

『ならいいだろ。雲母きららのこともちゃんと考えてるから』

「…………」

『なんだよ？　まだ何かあんのか？』

「っ。なんでもないです」

　いつもと変わらない口調。いつもと変わらない調子。頭の中の冷静な私が、霞かすみさんはぶっきらぼうなところがあるだろうと囁ささやく。だけどわかっているはずなのに私はそこに不機嫌さを幻聴してしまって、結局なにも言えなかった。

『そうか。じゃあな』

　通話が終了した旨を示す画面を眺める。こみ上げそうになるものを必死にこらえた。

　本当は気が気じゃなかった。また私じゃない子と飲みに行くのか聞いてしまいたかった。

　だけどきっとそう尋ねても、霞さんはいつもの調子で「違う」と答えるだろう。それが真実であっても嘘うそであっても。

　女の子と飲みに行くときには教えてほしい。できれば二人きりはやめてほしい。

　そう勇気を振り絞って伝えた。霞さんは拍子抜けするぐらいあっさり「わかった」と答えた。

　でも霞さんは全然約束を守ってくれない。

　口ばっかりだ。もう信じられない。信じたいのに信じさせてくれない。

　苦しい。苦しくて苦しくて辛つらい。

　なんでこんな思いをしなきゃいけないの？

　私は普通の恋を望んだだけなのに。

　だから今日も私はこぼれた涙の分だけ蜘く蛛もを送り込む。

　このところ一度に扱える蜘蛛の数が、送り込める範囲が、距離が、日に日に増していた。今では霞さんに常時張り付けておくことさえ可能だった。

「……嘘つき」

　今までよりもずっと鮮明に伝わるようになった蜘蛛からの映像と音声が私を苛さいなむ。

　見なければいい。聞かなければいい。なのに目を閉じることも耳を塞ぐこともできない。

　まるで自傷行為だ。

　ふと大学の講義で習った自傷行為のメカニズムを思い出した。

　リスカとマラソンは似ているらしい。どちらも初めは苦しいし痛いし辛いものだ。だけど脳が過度な負荷に耐えるために脳内物質を分泌することで、だんだんと苦痛が和らいでいって最後には高揚感に包まれる。いわゆるランナーズハイというやつだ。

　ならいつかこの苦しみも消えてなくなってくれるのだろうか。

　私にはとてもそうは思えなかった。




『最近、付き合いよくなったよね』

『ああ？　そうか？』

『よくなったっていうか、前みたいに戻った？』

『そんなことねぇだろ』

『もしかして彼女でもいたの？』

『違ぇよ』

『えー。絶対彼女いたってー！　わたし、そういうのピンときちゃうんだよね』

『そんなメンドくせえもん作るわけねぇだろ』

『うわっ、霞かすみ、最低ー』

『はいはい最低ですよっと。つか彼氏がいるのに俺とこんなところ来てるお前こそどうなんだよ』

『うーん、なんか飽きちゃったっていうかー。やっぱ真ま面じ目めくんはダメだねー』

『じゃあなんで付き合ったんだよ』

『顔がよかったから。あとなんでも言うこと聞いてくれそうだったし』

『お前、人のこととやかく言えたクチかよ……』

『そうだ！　ねぇねぇ、霞。わたしと付き合わない？』

『ハッ、冗談だろ』

『霞、ひどくなーい？』

『つーか、俺とお前とか絶対無理だろ。もって一週間』

『そうかなー。意外と上う手まくいくんじゃないかなぁ』

『なんでだ？』

『だってわたしなら霞が他の子と遊んでてもなんにも言わないしー。霞だってわたしが誰と遊んでてもなんにも言わないでしょー？』

『あー……ま、そうだな』

『あ！　やっぱり。霞、束縛系に手を出したんだ』

『てめぇ……』

『こんな簡単に引っかかる方が悪いんですよー』

『よーし、いい度胸だ。覚悟はできてるんだろうな？』

『きゃあー』

　わざとらしい悲鳴とともに二人がベッドに倒れ込むのを蜘く蛛もは見ていた。
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　ふらふらふらふらあっちこっち。

　ふらふらふらふらあっちこっち。

　もやもやしたおにんぎょうがとおくなる。

「■か！　誰■い■■の！」

　いち、に、さん、し、ご、ろく、なな、はち。

　いち、に、さん、し、ご、ろく、なな、はち。

　いっしょうけんめい、おいかける。

「はっ、はっ！　そ、■■だ、け、■察」

　きゅっきゅっきゅっきゅっ。

　きゅっきゅっきゅっきゅっ。

　うるさいおにんぎょう。

「なん■！　な■で繋つな■■ない■よ！」

　しかくいいたがとんできた。

　おててをのばしてきゃっちする。

　しっぱい。こわれちゃった。

「ひっ」

　ぐるぐるぐるぐるまわるまわる。

　ぐるぐるぐるぐるまわるまわる。

　まだまだまだまだはしれるよ。

「バ■■ノ！　■ケモノバケ■ノバケ■■！　こ■ち■くる■ぁ！」

　たのしいたのしいおいかけっこ。

　たのしいたのしいおいかけっこ。

　きらい。

「■■て！　誰■！　助■■よぉ！　霞かすみぃ！」

　つかまえた。

　しっかりしっかりつかまえる。

　しっかりしっかりつかまえる。

「■■ぁ■■ああ■■■■あ■あ■■■■あ■あ■■■■■■■■！」

　にがさないにがさないにがさない。

　にがさないにがさないにがさない。

　ぜったいに。

「いた、■■い！　ご■■なさ■ごめ■なさい■■んな■い！　いやぁああ■■■！」

　ゆるさないゆるさないゆるさない。

　ゆるさないゆるさないゆるさない。

　ぜったいに。

「ご■。■。ぎゃ■。■ぁ。■。■。■。■。…………■■■■■■うぁ」

　ふふふふふふふふふふふふふふふ。

　ははははははははははははははは。

　うごかなくなっちゃった。
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　クリスマスイブ。

　待ち合わせは一時間以上も前。だけど私はここに一人で立っている。

　それが全てだった。

　だんだんと周りの人から哂わらわれているように思えてくる。錯覚だ。わかってる。そもそもクリスマスイブに約束をすっぽかされた女なんて誰も気にするはずがない。みんな自分のパートナーと幸せな時間を過ごすのに忙しいのだ。

　たった一言だけの断りと行けたら連絡するという曖昧で頼りない文面をジッと見つめる。

　すっぽかされた自分が惨めで、まだ期待している自分がもっと惨めだった。

　わかってる。認めなくちゃいけない。だけどそれは簡単そうに見えてとても困難で。信じられないのに信じたくて。

　嗚あ呼あ、私はいったい霞かすみさんにとってなんなのだろう？

　答えなんてとっくに知っていて。だけど認めるのが怖かった。

　縮まらない距離に諦めて眺めるだけの日々に霞さんが歩み寄ってくれた。

　手が届く気がした。

　気のせいだとわかっていたけど、都合のいい夢だと認められなかった。

　だから今度は私が走った。

　走って走って走って走って。

　だけど結局霞さんにはたどり着けないままで。

　ついに息が切れてしまった。

　これが私の末路。初恋の結末。

　初恋は実らないというけれど。こんなことを望んだわけじゃなかったのに。

　でも、もう疲れた。

「や、こんにちは。こんばんはかな？　…………ってあれ？　百目鬼どうめきさん？　おーい」

　スマホの画面を遮るように手を振られて仕方なく俯うつむいていた顔を上げる。

「おおう……。大丈夫、なわけないか……」

「……阿あ久く戸とさん？」

「あ、よかった。意識が帰ってきたみたいだね」

　なにを言っているのかよくわからない。正直今は人と話す気分じゃなかった。それも苦手な相手なら尚なお更さら。

「クリスマスイブにナンパですか。お元気なことですね」

　手っ取り早く追い返そうとしてとげとげしい言葉を吐く。

「いやいやナンパじゃないから」

「あいにく彼と待ち合わせしているのでお断りします」

「知ってるよ」

　阿久戸さんが苦笑を浮かべた。

「霞、来ないんでしょ？」

「少し遅れてるだけで」

「ちょっと前から見てた。……そんな睨にらまないでよ」

「惨めな女を嘲あざ笑わらうのはそんなに楽しかったですか？」

　八つ当たりだ。わかってる。だけど私は自分を止められない。

　嫌われて当然の態度。なのに阿あ久く戸とさんは悲しげに眉をひそめる。

「ごめんね」

　そして次には神妙な態度で申し訳なさそうに謝った。

「って僕が謝っても意味ないかもしれないけど」

　心底弱りはてたような力のない笑み。

「じゃあなんで謝るんですか？」

　わかってる。阿久戸さんにこんな態度をとらせているのは私だ。だけど今は霞かすみさんの代わりに謝るような姿すら癇かんに障さわった。

「うーん、まあ、腐れ縁的ななにかだからかなぁ」

　頬ほおを掻かいて困ったように言った。

　この人に悪気がないことはわかっていた。だけど今はそんな私にはない霞さんとの絆きずなを感じさせることが、無自覚に私の心を傷つける。

「…………謝罪は結構です。だからどうか放っておいてください」

　なんとかそれだけを絞り出してそっぽを向いたのに、阿久戸さんは私を放っておいてくれなかった。

「いやぁ、流石さすがにそれはちょっと」

　阿久戸さんの指が私の頬に触れる。振り払って反射的に距離を取った。

　なにするんですか、と叫ぼうとして、見たことのない彼の真剣な表情に声が詰まった。

「こんなに冷たくなってるのに放ってはおけないよ」

「そんなの阿久戸さんには関係──あ、ちょっと！」

　手を引かれる。細身のくせに意外と力強くて振ふり解ほどけなかった。

　とにかく暖まれるところに、と連れていかれたのはホテルに入っているダイニングバー。クリスマスイブに飛び込みで入れるような場所じゃない。

　どういうつもりかと思えば、阿久戸さんは予約していたらしい。……どういうこと？　最初からこのつもりで？　だとしたらずいぶん気合の入ったナンパだ。

「そんなに警戒しないでほしいな」

　苦笑気味の阿久戸さんが潔白を示すように掌てのひらを見せて両手を上げる。

「僕も百目鬼どうめきさんと似たようなものってことだよ」

「……どういうことですか？」

「恋人にドタキャンされたってこと。は、ははは……」

　力なく笑う彼からはどうにも哀愁を誘う雰囲気が漂っていた。店内を彩るジャズミュージックが物悲しい。

「それにほら、せっかく予約したのにキャンセルするのはもったいないでしょ？」

　阿久戸さんがおどけたように言った。笑い事にしたかったみたいだけど、ちょっと無理をしているのが大した付き合いのない私にもわかるのがいたたまれない。

「負け犬同士、傷の舐なめ合あいをしましょうってことですか」

「言い方ぁ」

　阿あ久く戸とさんが私の顔を見てホッとしたように笑った。

「……ま、いいか」

「？」

　なにがいいのかわからず首を傾かしげると、彼はまた笑う。

　え？　なぜ？

　少し気になったけど、よく考えたら阿久戸さんがなんで笑ってるのかなんてどうでもよかったので、気にするのをやめた。

　阿久戸さんは意外と店選びのセンスがいいようで、提供される料理はどれも美お味いしかった。酔い潰してどうこうするという気もないようで無理にお酒を勧められることもない。

　自然とこんな警戒をするようになってしまったことを笑えばいいのか悲しめばいいのか。

「無理に飲まなくてもいいよ」

「え？」

「あれ？　違ったかな。ごめんね」

　つい自嘲気味な笑みを浮かべたことに気付かれてしまった。誤ご魔ま化かすように意味深な笑みに変えて尋ねる。

「色々あって迷っちゃって。どれがおすすめですか？」

「柑かん橘きつ系けいとベリー系、コーヒーとかもあるけど、どういうのがいい？」

「っ」

　不意を打たれた。初めて霞かすみさんにバー連れていってもらった時と同じ台詞せりふ。

　もしかしたらそれはなんてことのない、一般的な好みの聞き方なのかもしれない。

　だけどそれは私にとってはちょっとだけ特別な台詞で。

「え？　……ああ、もしかして。……ごめん」

　胸の痛みを顔に出してしまった私に阿久戸さんがそう謝ってくれた。

　本当は彼が謝る必要なんてない。悪いのは私だ。でも喉が張り付いたように声が出なくて首を横に振るのが精一杯だった。

　阿久戸さんはそれ以上なにも言わずにカクテルを一杯だけ注文する。

　そうして勧めるようにテーブルに置かれたのは、足の長いグラスに盛られた白いシャーベット。

「……これは？」

「フローズンマルガリータ。面白いでしょ。これでもれっきとしたカクテルなんだよ」

　そっと口に含めば溶けるように消える。見た目にも舌触りにも楽しい。

「おいしいけど、これって夏に飲むようなカクテルじゃないですか？」

「そんなことないよ。ほら暖房効かせた部屋で食べるアイスみたいな。……まあ夏場に人気なのも否定しないけど」

「ふふっ」

　あんまりにもあんまりな言い訳に思わず笑ってしまった。笑ってしまってから笑えたことに気付いた。

　もしかしてこれが狙いだったのだろうか？

　というか阿あ久く戸とさんって意外なほど目め敏ざとい。

　自分でも気づいていないようなちょっとした反応もいちいち丁寧に拾ってくれるし、それに合わせて会話も誘導してくれる。親友のくせにこういうところは霞かすみさんとは全然違う。

　霞さんのことを思い出して胸がまたじくじくと痛み出した。…………大丈夫。ゆっくりと呼吸して視線を上げれば阿久戸さんは少し心配するような、それでも自分にはお手上げだと言うような、そんな曖昧な苦笑いをしていた。

　また気づかれてしまったらしい。

　今の私が表情を曇らせる原因なんて一つしかないから仕方ないのかもしれないけど、なんでもかんでも見透かされているみたいでちょっと気に入らない。

　そんな心の動きさえバレバレなのか、今度はおかしそうに笑っていた。いくらなんでも敏さとすぎない？

「ははっ。いや、ごめんごめん」

「私ってそんなにわかりやすいですか？」

「どうだろう？　別にそんなことないと思うけど、これでも元クラスメイトだし知らない人よりはわかってもおかしくないんじゃないかな」

「元クラスメイトなんて言ったって大した関わりなかったじゃないですか」

「そう？　元クラスメイトってだけで十分だと思うけど」

　心底不思議そうにする阿久戸さん。これだから誰とでも仲良くなれる人は手に負えない。

　溜ため息いきを隠すようにお酒に口をつける。

「んー、僕も最後になんか飲もうかな」

　阿久戸さんが注文したのはＸＹＺというカクテル。なんだか聞き覚えのある名前だけど、はっきりと思い出せたのはカクテルが届いてからだった。

「これ以上の物はない、でしたっけ」

　霞さんと行ったバーで二人で飲んだ思い出のカクテルに、性懲りもなく苦味が走る。思わず苦笑いが浮かんだ。

「詳しいね……ってちょっと待った。そういうつもりじゃないから」

「え？」

「うん？」

　突然慌てるようになにかを否定したけどよくわからない。そんな私を見て阿久戸さんも怪け訝げんな顔をする。

　先に気付いたのは阿久戸さんの方だった。

「あ、あー……いや、気にしないで」

「そんなこと言われると余計に気になるんですけど」

「まあそうだよね。いやちょっとした勘違い。百目鬼どうめきさんはカクテル言葉ってわかる？」

「花言葉みたいなものですか？」

「うん。まあそういうのがあるんだけど……。ＸＹＺのカクテル言葉ってプロポーズみたいなものなんだよね」

「へー……。ちなみに意味は？」

「永遠にあなたのもの」

　なるほどそれは確かにプロポーズだ。ということはあの日、私と霞かすみさんはプロポーズを交わしたことになるのか。ほんの一瞬で破局を目前とした今となっては皮肉が効きすぎていて、逆に笑えてくる。

「勘違いさせたのかと思ったけど、たぶんそうじゃなくて」

　阿あ久く戸とさんがそこで言葉を切ったのは霞さんが好むカクテルだって気付いたからか。別に責めたいわけじゃないし、そんなことで飲み物まで遠慮されても困るから、そこには触れないように話を合わせる。

「じゃあこれは？」

「フローズンマルガリータは『元気を出して』だけど……」

「ああ、それで」

　納得。と一人で頷うなずいていると、阿久戸さんが珍しく渋面を作っているのに気付いた。

「どうかしたんですか？」

「……これ、バレたら恥ずかしいやつじゃない？」

「くふっ、あははっ」

　そんなことを気にしているのがなんだか無性におかしくて、声を上げて笑ってしまった。




「ごちそうさまでした。……お金、本当にいいんですか？」

「うん。どうせキャンセルしても当日だから満額支払いだったし。百目鬼さんのおかげで無駄にならなくてよかったぐらい。むしろこっちこそありがとう、付き合ってくれて。おかげでクリぼっちだけはどうにか回避できたよ」

「…………雲母きららでいいですよ」

「え？」

「本当は嫌いなんです、苗みよ字うじ」

　阿久戸さんは少しだけ驚いたように目を開いてすぐに笑みを浮かべた。

「雲母」

「はい」

「僕も智とも也やでいいよ」

「えぇ、それはちょっと」

「なんでだよっ!?」

「ふふっ、冗談ですよ、冗談」

　からかうような他た愛あいないやりとり。霞かすみさん相手では嫌われるのが怖くてできなかった。

　智とも也やさんの手を取る。霞さんよりも少し薄い気がした。

「雲母きらら……？」

「行こ」

「あ、うん」

　手を引いて、すぐに気づいた。

「どっち？」

「え？　なにが？」

　やたらと敏さとい彼らしくない困惑した表情が愉快で、ちょっとだけ嗜しぎ虐やく心が顔を出す。

「ホテル。予約してあるんでしょ？」

「それは、まあ、そうだけど……」

　煮え切らない。霞さんだったら迷わないのに。

「素敵なホテル、予約したんでしょう？　キャンセルしちゃうのもったいないですよ。ね？」

「…………いいの？」

「ふふっ。変なの。私が誘ってるのに」

　まだ迷ってる。草食系ってやつだろうか。

「傷の舐なめ合あい、するんでしょう？」

　そう囁ささやいてやれば、智也さんはちょっと考えて頷うなずいた。




「智也さん……？」

　ごそごそと人の動く気配で目を覚ます。

「ああ、ごめんね。起こしちゃった？」

　智也さんはいそいそと衣服を身に着けていた。

「うん。別にいいですけど……。なにを？」

「ちょっと呼び出されちゃってね。支払いは済ませてあるから、チェックアウトまでゆっくり寝てていいよ」

「行っちゃうんですか？」

「ごめんね」

　引き留とめるように伸ばした手は空を切った。

「……ははっ、ははは」

　笑うしかない。

　誰もいない豪華な部屋で私は一人で泣きながら笑う。

「どうせ本命に呼ばれたんでしょ……？」

　結局私はひとりぼっち。誰も一緒にいてくれない。

　寂しくて。苦しくて。痛くて。辛つらくて。

　目は涙を流すのに、口は勝手に笑う。

「ねぇ、霞かすみさん。私わからないんです」

　自分が自や棄けになっているのは自覚していた。

「浮気ってそんなに楽しいですか？　……辛いだけじゃないですか」

　触れ方が霞さんと違って気持ち悪かった。

　伝わる熱と匂いが霞さんと違って気持ち悪かった。

　ひどく汚れた気がする。なのに今はその体にまとわりついた汚泥に安心してもいた。

「あはっ。わけわかんない。私、壊れちゃいましたよ、霞さん」





　＊＊＊






「ねぇ、霞さん。なんで一昨日おとといは来てくれなかったんですか？」

　霞さんに会うのは久しぶりだった。前は頻ひん繁ぱんに会いに来てくれていたのに、私が浮気を疑った日から徐々に避けられるようになったからだ。

　大事な話がある。

　そう伝えてようやく霞さんは会ってくれる。

「言っただろ。仕事関係でトラブったって」

　霞さんはまた嘘うそをついた。もう嘘ですら適当だ。

　私とのデートをドタキャンしてクリパで別の子とシていたことを私は知っている。

　なんで？　なんで？　なんで？　なんで？　なんで？

　なんでなの？　どういうつもり？

　──もう、なにもわからない。

「嘘、ですよね？」

「さあな？　それを判断するのは俺じゃない」

「なんでそんな嘘ばっかりつくんですか？」

「嘘じゃないって言ってるだろ」

　ほらね。もう嘘を隠そうともしていない。こんなので誤ご魔ま化かせるわけないって霞さんだってわかってる。あれはそういう目だ。ただただ冷たい視線に凍えそうになる。

「なんで？」

　寒い。暖房を効かせた部屋のはずなのに、どうしようもなく寒い。

　涙が滲にじんで視界がぼやける。大好きな霞さんの顔がよく見えない。

「何がだ？」

「なんでなの？」

　抱えきれない感情が、取り留とめのない思考が、上う手まく言葉にできないまま漏れる。

「はぁ……。何が言いたいのかわかんねぇよ。言いたいことがあるならはっきり言え」

　冷たくて硬い不機嫌そうな声音に涙が溢あふれた。

　かつては確かにあったはずの暖かさがない声。大好きだった声がもう聞けないことがどうしようもなく悲しくて悲しくて悲しくて。

「私、悪いことした？」

「さあな。別にどっちが悪いってわけでもねぇだろ」

「なにがいけなかったのかなぁ」

「単に価値観が合わなかった。ただそれだけの話だろ」

　価値、観……？

　知らず呟つぶやきが漏れる。

「俺は束縛されるのは嫌だった。雲母きららは俺を縛ろうとした」

「他の女の子と二人きりになったり、私を不安にさせるようなことをしないでって言うのはそんなにダメなの？」

　だってそんなの普通のことでしょう？

　それが付き合うってことじゃないの？

　なのに。

「世間一般がどうかは知らねぇよ。ただ俺にはそれは受け入れ難がたかったってだけの話だ」

　ああ、そうだった。

　わかってた。わかってたはずなのに。

　霞かすみさんは特別だ。特別っていうのは普通じゃないってこと。

　そんな当たり前のことさえ、私は忘れていた。

「そもそもセフレなんてのはもっと手軽に、都合よく、お互いに利用し合う関係だろ」

　せ、ふれ……？

「はぁ……。ま、わかっちゃいたけどな」

　呆あきれたような。疲れたような。そんな溜ため息いきをつく霞さんが、今だけは遠く見えた。

　なに、それ……。

　そんな話、ある？　だって私たちは付き合っているはずで。恋人同士のはずで。

　そこから違っていたのだとしたら。今までの時間はいったいなんだっていうの？

　ああ、だけど。

　そうだ。そうだった。私は一度だって、霞さんから「付き合っている」という言葉を聞いたことがない。

　だとしたら、それはそういう事で。

　だけど認められない。全部私の独りよがりな勘違いだったなんて。そんなの絶対に認められなくて。

「それに俺には雲母がなんでそこまで俺に執着するのかもわかんねぇ」

「好きだからに決まってるでしょ……？」

　なんでそんなこともわからないの？

「たかが好意程度で？」

「たかがなんて言わないで！」

「……まあ、そういう意味でも俺たちの価値観は噛かみ合あわねぇってことだ」

　私と霞かすみさんの間にあまりにも大きすぎる隔たりを感じる。

　手が届くかもしれないなんて勘違いでしかなかった。崖の向こうから手を伸ばすようなものだ。夢はしょせん夢でしかなく。そして夢とはいつか覚めるものだ。

　なぁんだ。そんなもんか。

　目は勝手に涙を溢あふれさせて、喉は勝手に嗚お咽えつを漏らす。

　だけど今はそんなことさえどうでもいい。

　うん、でもまあ。少し目が覚めた。

「霞さん」

「……ああ」

「別れましょうか」

「そうだな」

　あっさりとした別れの言葉だった。自分でも意外なほど落ち着いた声だった。

　まあそういうものなのだ。すれ違いや勘違いなんて世にいくらでも溢れている。

　きっとそうに違いない。絶対にそうだ。そうじゃなきゃいけない。そうじゃなきゃ認めない。

　なのに。

「じゃあな」

「待って」

　未来なんてないってわかってるのに。それでもまだ私は霞さんが好きで。だからダメだとわかっていて引き留とめようとしてしまった。

　ああ、そうだ。気づいてしまった。

　本当は別れたくなんてないのに。またいつものように自分を都合よく騙だまそうとしていた。

　霞さんは振り返ってはくれない。

　わかっていた。

　だけどドアにかけた手は止まった。

　霞さんが躊躇ためらった。

　ちょっとだけだけど。でも確かに躊躇った。

　なんだかなぁ。こういうことではないのだ。そんなことを望んだわけじゃない。

　未練なんて見せないでほしい。まだ望みはあるんじゃないかって縋すがりたくなる。どうせなら希望なんて欠片かけらも残さないでほしいのに。騙すなら最期まで完璧に騙してほしい。ほしかった。

　でもあなたにそれができないっていうなら。

　本当はこんなことしたくないのに。

　両手に重みを感じて振り上げる。

　──できないなら黙って私に従って。

　振り下ろした手にはいつの間にかハンマーが握られていた。

　塞がっている両手の代わりに無数の触腕を伸ばして、崩れ落ちる霞かすみさんを絡めとり、抱き寄せる。

　ふふ。ふふふふふ。

　これでもう霞さんは私のモノだ。誰にも渡さない。
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「彼女はやめておいた方がいいと思う」

　僕には彼女がいるんだけどなぁ。

　なんて思いながら聞いていたせいで、霞かすみが雲母きららの名前を挙げたとき、思わず素で意見してしまった。霞が驚いているのが手に取るようにわかる。

「ああ、いや、ほら。百目鬼どうめきさん、人気あるみたいだし。僕なんかじゃとても、ね。他の百目鬼さん狙いの男子に嫉妬とかされても面倒だから」

　言った僕自身、驚いているんだ。

　そんな態度が隠しきれずに透けて見えるような演技をする。こうして下手な言い訳を並べて取り繕えば、霞もまた深く詮索してこないことはわかっていた。伊だ達てに何年も付き合ってはいない。

「はっ、そんなこと気にしてんのかよ。そんなんじゃ一生彼女できねぇぞ」

　ほらね。こういうとき霞は笑い飛ばす。

「そうかな～」

「そうだよ」

　これでこの話はお終しまい。

　ああ、しかし焦あせった。霞が変な気を回して、雲母を僕に押し付けようとでもしたらせっかくの仕込みが台無しになるところだ。妙なところでお節介なのだ、霞は。

　百目鬼雲母。

　綺き麗れいな子だな、とは思う。同時にお近づきにはなりたくない、とも。

　あえて言い表すなら蜘く蛛も。用意周到に罠わなを巡らせ、捉えた獲物は決して逃がさない。初めて彼女を一目見たときにそんな気質を感じた。

　とはいえ決して嫌いだというわけではない。適度な距離を持って接する分には特に害があるとも思っていなかった。

　だから雲母きららに水面下で思いを寄せる男子が多くとも、馬鹿だなぁと思うだけ。僕には関係のない話だと他ひ人と事ごとでいられる。

　なぜなら雲母は霞かすみに片かた想おもいをしているから。

　雲母が霞に向ける感情の熱量と比べれば、彼女に向けるその他大勢の男子の淡い想いなんて届くはずがない。マグマにマッチを投げたって燃え尽きるだけだ。

　僕が彼女について知っていることはそれほど多くないけれど、それでもわかることが全くないわけじゃない。

　雲母は友達だちが少ない。基本的に誰にでも丁寧な対応を心がけるタイプで、同時に明確に一線を引くタイプでもある。僕が見ている範囲では心を許せる相手なんていなさそうだ。ある意味で僕に似ていて親近感が持てる。

　だから見せる態度は常にフラットだ。そのはずだ。なのに霞に向ける視線だけが明確に違っている。

　ほら、今だって本を読んでいるフリをしているけれど、その意識は霞に向いている。時折紙面から視線を上げてはこちらを盗み見るのがその証拠だ。

　一瞬、目が合ってすぐに逸そらされた。

　瞬まばたきの間に込められた敵意さえ感じる視線。それがなんだか心地いい。いや決して僕がドＭだっていうわけではなく。

　雲母はそれが嫉妬と呼ばれるものだと自覚していないだろう。それがどうにも微笑ほほえましい。なによりそれは彼女がその独占欲に似た執着心を霞に向けている証拠だ。それは僕の仕込みが未いまだに機能している証拠でもある。

　仕込み。そう、仕込みだ。

　彼女を初めて見てその性質を感じ取ったとき。ふと、思った。

　雲母を霞にぶつけたら面白いことになるんじゃないかって。

　霞と雲母の恋愛観は決して噛かみ合あわない。恋愛を暇つぶしのゲームとしてしか捉えていない霞と、一人の相手に強烈なまでに執着する雲母だ。噛み合うはずがない。すれ違う互いの認識は必ずや面白い演目になる。そう僕は確信した。

　それはなんて喜劇なんだろうか。霞のエゴが勝っても、雲母の執着が勝っても、どう転んでも面白い。

　観みてみたい。

　そう思ってしまったが最後、僕は僕を止められない。自分の性さがに逆らえず、魂の欲求に屈する。

　僕は昔からこうだ。火種を見つけてはそれを元に騒動を引き起こし、それを特等席で観劇したい。

　きっとこの性は生涯変えられないだろう。なにせ僕自身、こんな僕が嫌いじゃないから。

　雲母きららについて興味を持って観察してみればすぐにわかった。

　持っている力こそ違えども、雲母は僕の彼女と同じで人ならざる者だ。

　僕は雲母が人目を気にしながらこっそり蜘く蛛もに話しかけているのを何度も目撃している。それだけなら花に話しかけるようなものだ。ちょっと変わった子という評価で終わり。

　だけど話しかけられた蜘蛛が雲母の指示に従うなら話は別。

　ちょうど僕も僕の彼女という例を知っていたから、持っている力こそ違えども雲母が人ならざる者だと確信できた。

　これは期待ができる。僕だって人と人外の恋愛なんて観みたことがなかった。ああもちろん僕と彼女の関係は例外だ。これだけは僕も観客ではいられないからね。

　だからこれならもっと面白くなるかもしれないと期待した。

　だっていうのに、霞かすみはとことん脚本を裏切ってくる。だからこそ僕が選ぶ主人公に相応ふさわしいのだけど。

　屋上で一人悲嘆にくれる少女と出会い相談に乗る。なんていかにも物語が始まりそうな出会いを演出したのに、まさかあっさり忘れるとは。イベント慣れし過ぎだ。おまけに残ったのが陰気な印象だっていうんだから始末に終えない。

　日々雲母に気づかれないように観察して、様子がおかしいことに気がつき、行き先を先読みして、霞と屋上で待ち合わせるフリをして呼び出す。

　かかった手間を考えると溜ため息いきの一つもつきたくなる。まあこれもより面白い演劇を愉たのしむための投資の一環と割り切るしかない。

　それになにも悪いことばかりじゃなかった。

　霞に雲母に興味を持たせることはできなかったけど、目もく論ろみ通り雲母は霞に興味を持った。それもより自然な形で。

　弱った心につけ込ませて恋に落とした方が短期的には愉しめただろうけど、今となっては雲母みたいなタイプには時間というコストを支払わせた方がより効果的なことは明白。

　元々僕は気が長い方だし、なにより愉しめそうな火種はいつだって平行していくつも用意してあるのだ。そちらを愉しみつつ、機会が訪れるのを待てばいい。雲母についてじっくり調べる時間的猶予もできた。結果的にはこうなってよかったぐらいだ。

　一般的に人は役割に依存する傾向がある。監獄実験なんかが良い例だ。

　片親の家庭に育った者は、抜けた穴を埋めるように自身に役割を課しやすい。もちろん例外はいるだろうけど、雲母の場合は当てはまらない。

　だからきっと雲母は本来父親が母親に求めていた役割を担おうとしたはずだ。

　霞のような良くも悪くもぶっとんだ人間が近くにいると忘れがちだけど、一般的に人は自分を見て欲しいという欲求から逃れ難がたい傾向にある。それが家族なら尚なお更さら。グレてみせたりするのは叱られるという形であっても見てほしいからだ。

　それでも雲母きららはその道を選ばなかった。自身の評価を上げる道を選んだ。根は善良なのだろう。

　だけどそれでも顧みられることはなかった。家庭環境に恵まれているとは到底言い難がたい。

　だからこその絶望。父親に執着し、愛情を求めて、しかし与えられず、解消されない欲求はより大きなものとなる。

　そこへやり方はどうあれ蜘く蛛もの糸を垂らしたのが霞かすみだ。それが霞にとっては気まぐれに過ぎなかったとしても、そこになにを感じ取るかは常に受け手に依存する。

　案の定、雲母は失った執着の矛先を霞へと向けた。

　馬鹿な女だ。まんまとかかった。

　後は簡単。雲母の耳に自然に入るように霞の噂うわさを途切れさせなければいい。

　一般的に人は直接当人から聞いた情報よりも、人ひと伝づてに得た間接的な情報を鵜う呑のみにする傾向がある。本当は第三者が介入した情報ほど真偽の定かでないものはないのだけど、誰だって自分が苦労して得た、労力を支払って得た情報ほど本当だと信じたいだろうから仕方がない。徒労が嫌いなのはみんな同じだ。

　こうして雲母の恋心という名の執着心は、より深く、より濃いものへとなっていった。

　もうきっかけ一つあれば物語の幕は上がるだろう。

　ただどうにもタイミングが悪い。

　あの出会いの演出以外にも色々と手を打ってみたけれど、概おおむね空振りしてしまった。だいたい霞のせいだ。おかげでもう二年も焦じらされている。

　この程度の年月で雲母の執着が失われることはない。それは彼女自身の性質でもあるし、そうなるように僕が手を回す。

　だけど別の理由でタイムアップが近かった。

　残念ながら僕には霞のような超絶ハイスペックはない。

　僕の彼女は僕のことを「人間のくせに化物よりバケモノ」なんて評したけど、本物の怪物っていうのは霞みたいなやつのことだと思う。

　だから僕は当たり前に受験勉強をしなければ大学進学はできない。

　そしてそれは僕以外の同級生たちにも言えることだ。

　神の視点なんて便利なものを持たないただの人間である僕は、人伝に愚痴や惚のろ気けを聞くことでしか観劇できない。当人から直接聞くだけでなく、当事者の友人から噂話のようにして流れてくることも多い。

　だけど今はみんなにそんな余裕がない。恋バナで盛り上がるような空気感は薄れて自重気味だ。もちろん恋愛関係にある人だっているのだろうけど、彼らも露骨な惚気は避けてコソコソと隠している。

　だから今面白い劇を演じられても十分に楽しめる可能性が低かった。

　そんなもったいないことはできない。もう二年も投資したのだ。だから今だけは霞が雲母きららに興味を持ってしまうことを邪魔する。

　それにこの状況はこの状況で面白い副産物もある。

　──雲母がアホみたいにモテるのだ。




「オレと付き合ってください」

　ある日の放課後。呼び出されて告白されている雲母をバレないように観察する。

　さて、どうなるか。

　僕はこれで役者のアドリブを歓迎する方だ。僕の操り糸を引き千切るならそれはそれでいいと思っている。

　だから雲母が受け入れるなら受け入れるで構わない。

　きっと霞かすみにぶつけた方が面白くなるだろうから少しだけ残念ではあるけれど、彼女の意思は尊重するつもりだ。それにそれならそれで別の楽しみようもある。

「ごめんなさい。あなたとはお付き合いできません」

「どうして」

「私はあなたのことを知りませんので、交際を求められてもお応えしかねます」

「付き合ってからお互いのことを知っていくというのは」

「私にとってお付き合いとは互いの信頼関係に基づくものです。お試しで、なんていうのはお互いに失礼だと思います」

　バッサリだ。

　うん、まあ、わかっていたことだけど、受け入れる気なんてサラサラないらしい。申し訳なさそうに表情を歪ゆがめているけど、たぶんポーズだ。その方が丸く収まる、ぐらいにしか考えてなさそう。いっそ告白した彼が憐あわれで惨めでちょっと笑える。

　それにしても、なんというか、こう、夢見がちというか。世の中両想おもいから始まる恋愛なんて割合で言ったら少数派だろうに。

　単なる断り文句として使ったのならいいのだけど、本気でそう思ってそうなのが後々すれ違いの原因になりそうで愉たのしみだ。

「待って！」

「きゃぁっ」

　お。急展開。背を向けて立ち去ろうとした雲母の腕を失恋男子が掴つかんだ。

「あの……」

「ごめん。でも、そんな簡単に諦められない」

　眉尻を下げて露骨に困った様子の雲母。食い下がる失恋男子。

　雲母も迷惑そうではあっても乱暴に振りほどかないものだから、男子の行動がエスカレートしそう。よく見れば雲母は怯おびえているようにも見える。

　ここらが潮時かな。

「はい、そこまで～」

　一拍。手を打ち鳴らして注意を集めながら僕登場。二人が勢い良く振り返る。

「とりあえず、さ。手を離そうか」

　さて、非常に不本意ながら、僕は霞かすみと行動を共にすることが多いせいで良くも悪くも校内に顔と名前が知れ渡っている。彼も僕のことは知っていたらしく、顔が引きつっていた。

　いやいや霞じゃないんだからいきなり喧けん嘩か腰で殴りかかったりしないって。

　握った手が緩んだ。その隙に雲母きららが距離を取る。僕からも。

　う～ん。一応クラスメイトなんだし、もうちょい警戒しないでもらえると助かるんだけど。しょうがないので、あまり露骨にならないよう、さりげなく雲母を庇かばえる立ち位置を確保する。

「まずはごめん。立ち聞きするつもりはなかったんだけど、ちょうど通りがかったところで聞こえてしまったんだ」

「あ、いや……」

　気まずそうに目を逸そらす失恋男子。

　彼の内心を表現するなら「やっちまった……」ってとこだろうか。なら逃げる口実さえ与えてやればそれに飛びつくはず。

「それから、今日のところは退ひきなよ。断片的に漏れ聞こえただけだけど、ちょっと冷静じゃなかったように聞こえた。無理に言い寄って力づくでどうこうしようとしたわけじゃないんだろ？」

「わ、わかった。……百目鬼どうめきさん、ごめん」

　これ以上続けるつもりならそのつもりで対処する。そう言外に滲にじませれば失恋男子は頭を下げてから逃げ出した。

　ごめんね。いくら役者のアドリブを歓迎するとはいっても、エキストラの暴走は流石さすがにＮＧ。これだけやらかしてもまだ雲母にアタックする元気があったら脇役に格上げもあり得るけど……まあ、ないだろうね。

「すみません。助かりました」

「いやいや、なんで百目鬼さんが謝るのさ。どう考えても悪いのは彼の方でしょ？」

「……ありがとうございました」

　嫌われてるなぁ。口先だけのお礼を言うのすらちょっと葛藤してんじゃん。

「どういたしまして。いやー、それにしても百目鬼さんってモテるねー」

「まあ、そうですね……」

「あんまり嬉うれしくない？」

「嫌われたいわけではないですけど、こうも頻ひん繁ぱんだとちょっと……」

　雲母が疲れたように言葉尻を濁す。

　どうせ受け入れるつもりなんてないのだから無視すればいいのに。後で陰口を叩たたかれるかもしれないけど、力づくで危害を加えられるリスクと天てん秤びんにかけたら、どっちがマシなんだろう？　どうせフラれた反動でアンチ化する人もいるだろうし。

「こういうことってよくあるの？」

「まさか。普通の人は断ればあっさり退ひいてくれます」

「そっか。まあ、普通はそうだよね」

　逐一律儀に告白を受け止めて断るのは、雲母きららが本質的に善良だからか。

　霞かすみも呼び出されたらちゃんと行くし。

　僕だったら……ああ、うん。行くね。これ善良とか関係なさそう。

「はぁ……。私ってそんなにちょろそうに見えるんでしょうか？」

　雲母が溜ため息いき交じりに呟つぶやく。僕相手に弱音を吐くあたり、だいぶ参っているみたいだ。

「そんなことないと思うけど」

「でもよく知らない相手に告白されて頷うなずくような軽い女に見えているのでしょう？」

「いや、それは違うと思うよ」

「ではなぜ？」

　ちょっと考える。

　さて、どうしよう？

　雲母の疑問に答えるのはさして難しくない。いくつかのパターンが思いつくし、さっきの彼がそのうちのどれに当たるのかまで説明できる。

　問題は答えたところでなんの解決にもならないことだ。

　相談事っていうのは必ずしも解決しないといけないわけでもないし、吐き出した悩みを聞いてあげるだけで十分だったりするどころかそちらの方が正解なんてことがほとんどだけれど、どちらにせよ僕が好感度を稼ぎすぎるのもよろしくない。まかり間違って雲母の執着が僕に向けられでもしたらたまったものじゃなかった。

　まずそんなことは起こりえないと踏んではいる。だけど図らずも舞台に上がってしまった以上、可及的速やかに舞台袖に消えたかった。

　僕は役者になりたいわけじゃない。観劇がしたいのだ。

「う～ん。そうだなぁ……。やっぱり、百目鬼どうめきさんが可愛かわいいからじゃない？　ほら、当たらないってわかってても宝くじ買うのと同じで」

　よし、狙い通りのバッドコミュニケーション。ジトっと睨にらまれて溜息までつかれた。もうちょっと雲母からの好感度が高ければこれがパーフェクトコミュニケーションになるっていうんだからつくづく人間ってのは面白い。

「それじゃあどうにもなりませんね」

「だねー。もう帰るだけ？」

「そうですが」

「さっきあんなことがあったばっかりだし、気をつけてね」

　露骨に警戒する雲母に手を振りながら背を向けて歩き出す。

　いやしかし笑える。

　きっとこれからも雲母に無謀な告白をする男子は絶えない。

　おそらくはその孤独感と無意味だった足あ掻がきが彼女の精神性を歪いびつに成長させ、表情や立ち居振る舞いに年齢に対して不自然なほどの陰りをもたらしたのだろう。同級生のたわいもない猥わい談だんが聞こえたときは、無視するわけでも、嫌悪感を示すのでもなく、ただ妖艶に微笑ほほえんで黙らせる。そんな姿が見る者の情欲をかきたてるのだ。

　それだけでもきっとモテるには十分だっただろうに、そこに片かた想おもいという要素が加わったものだからもう、ね。

　女性は恋をすると綺き麗れいになるというけれど、この二年間ずっと雲母きららを見続けてきた僕がそれは一つの真理だと断言しよう。

　雲母はとっても綺麗になった。

　一種の近寄りがたさもあるため雲母に想いを寄せている男子の総数の割には告白された回数は少ないようだけど、それでも相当数の男子が涙で枕を濡ぬらしたはず。

　それが滑稽で滑稽で笑いが止まらない。

　コロッと落としてはバッサリ振る。安物の三流喜劇だけど、副産物としては悪くない。

　まあ比較対象はあの霞かすみだ。しょうがないさ。次に行こう、敗残兵諸君。なぁに、どうせ君らじゃ雲母は手に負えないさ。もっと相応ふさわしい相手がいるとも。いや本当に。

　そして。ごめんね。百目鬼どうめきさん。今しばらくは不毛な片想いをしていてもらうよ。あは。あはは。あはははははははは──。





　＊＊＊






「あれ？　もしかして百目鬼さん？　同じ大学だったんだ」

　あくまでも偶然。そう装って雲母に声をかけた。

　雲母が同じ大学に進学したことにもすぐに気付いた。むしろ探した。当たり前だ。雲母の執着心を煽あおりに煽ったのは僕だ。是が非でも霞と同じ大学を選ぶと確信していた。

　もっとも入試に受かるかどうかまではわからなかったけど。

　まあ落ちていたら落ちていたでインカレなり、霞の放ほう蕩とうぶりを流すなりして楽しめただろうしどちらでもよかった。

「お久しぶりです」

「うん。久しぶり。って言っても去年までクラスメイトだったから、そんなに久しぶりって感じもしないけど」

「確かに。一ヶか月ぐらいですもんね」

　当たり障さわりのない上っ面つらだけの会話に愛想笑い。全く知らない仲でもないし、見かけた以上流石さすがに無視するのもどうなんだ、ぐらいのテンションを意識する。間違っても探していたなんて気付かれてはいけない。

「初めまして。経営の阿あ久く戸と智とも也やです」

「心理学科の高たか松まつ葵あおいです」

　雲母きららの隣にいたお友達だちらしき女性を観察する。

　さて、どの程度の関係なのかな。

　まずないとは思っているけど、もし万が一にでも雲母の依存対象になれるような人物だと不ま味ずい。依存先が分散されると個々への深度はどうしても浅くなる。

「百目鬼どうめきさんも心理？」

「はい」

「心理かー。うん、いいね。二人ともそんな感じがする」

「そうですか？」

「だってほら、人に興味がなければ心理学を学ぼうだなんて思わないでしょ？　あの人が何を考えてるのか知りたい。そういう思いがあるから人をよく見ているし、そういう人は細かいことにもよく気がつくから気配りも上手だ」

　うーん。我ながら歯の浮くような台詞せりふ。まあ見たいのは反応なので、内容自体はどうでもいいんだけど。

「実際、百目鬼さんはみんなから一歩退ひいた位置で見ていることが多かったし、そういう落ち着いていて少し大人っぽいところがいいなって言われてたんだよ」

　これは本当のこと。雲母に気があった男子はこんな感じのことを言う人が多かった。実際の彼女はまるで違うところが笑えるポイントだ。誰もが自分の理想を投影するだけで本人なんて見ちゃいない。

「高たか松まつさんも大人っぽくて綺き麗れいだし、心理にはそういう人が多いのかな？」

　ちなみにこっちはジョーク兼リップサービス。大人っぽいというにはまだ背伸びしてる感じが抜けていないし、どう考えても僕の彼女の方が綺麗だ。

　さて肝心の反応は……っと。うん、困ってるね。気まずそう。

　これは褒められなれているタイプじゃないな。たぶん大学デビュー。ついでに志が高いタイプでもない。受かったのがたまたまここだったパターン。わりとよくあるやつだ。

「智とも也やくんはどうして経営を選んだんですか？」

「恥ずかしながら大した理由じゃないんだ。僕が経営を選んだのは無難だったから。別に経済でもよかったんだけど、友達も経営を選んでたからこっちにした。それだけ」

　今までの反応からして、たぶんこの回答が正解。まあ嘘うそじゃないしね。

　それにしても智也くん、か。

　まあいいや。そんなことより雲母が「友達」って単語に反応した方が重要だ。彼女の視点で僕の友達として気にかける相手なんて一人しかいない。

「ああ、そうそう。霞かすみも経営にいるよ」

「……そうですか」

　ははっ。ああ、よかった。まだ雲母が霞に向ける執着は失われていなかった。九割九分九厘大丈夫だとわかっていても、最後の一厘が読み切れないのが人ってやつだから、実は少しばかり不安だったんだ。

「霞かすみっていうのは僕の……なんだろう？　友人？　付き合いだけは古いけど……」

　親友、というのは少し憚はばかられた。実際のところどうなんだろうね。

「っといけない。そろそろ移動しないと間に合わないね」

　チラッと腕時計を確認して話を切り上げる。もう知りたいことは全部わかった。ひとまず今はこれ以上の用はない。

「また今度お茶でもしてゆっくり話そうか。霞も誘ってね。もちろん葵あおいさんも一緒に」

　パパっと連絡先だけ交換して、それじゃ、なんて立ち去る。

　とりあえず葵さんは雲母きららの依存対象にはならなさそうで安心した。脈もありそうだしキープしておこうか。大学に上がったことでネットワークも構築しなおさなきゃいけないし、よりよい観劇のためにも雲母の話を流してくれる人も必要だしね。

　ああ、千里眼とかあったらいいのになぁ。下手にそういうものが実在するって知っている分、余計に欲しくなるよ。




「智とも也や、百目鬼どうめき雲母って覚えてるか？　同じ高校の」

　大学に進学してから一年以上が過ぎた頃。霞が唐突に雲母を話題に上げた。

「もちろん。覚えてるよ。三年の時、同じクラスだったよね」

「あいつ、うちの大学に進学してたんだな。知ってたか？」

「うん。というか霞はやっぱり気付いてなかったのか」

「興味のない相手なんてそんなもんだろ。むしろ智也がいちいち気にしすぎなんだよ」

「そうかもしれないけど、霞は霞で気にしなさすぎだよ。でもなんで急に？」

「昨日見かけて思い出して、ちょっと飲みに行ってな」

「えっ？」

　驚いた。まさか僕の手引きもなしに霞が雲母と関係を持つなんて思いもよらなかった。いや億分の一くらいの確率で手を出してない可能性もあるけど、そうだったとしても大きな進展だ。

　なにせもう僕が仕込み出してから四年にもなる。正直、失敗だったと諦めてさえいたところだ。他の火種にばかり目を向けていて、こちらは最低限の確認しかしていない。

　それがまさか今さらになって実るだなんて。思いもよらなかった展開だ。

　つまりこれは操り糸なんてない、霞と雲母自身の純然たる意思による演目。

　ははっ。いいねいいね！　こうでなくっちゃ！

　これが喜劇になるのか悲劇になるのかは僕にもまだわからないけど、やっぱり劇はどうなるかわからないからこそ面白い。

「あ、あー……うん」

　でもそうか。そうなると僕はオープニングを見逃したことになるのか。それは少し、いや、とっても残念だ。

　とはいえ僕だっていつも霞と雲母で遊んでいられるわけじゃない。目を離した隙に進行してしまうことだってある。こればっかりはしょうがない。

　こういうときには僕の彼女みたいな便利な力があったらよかったのだけど、残念ながら僕はどうしようもないほどただの人間だった。

　いやー、それにしても霞かすみはよくもまああんなリスクの高そうな子にまで手を出すものだ。

　どうせ霞のことだから上う手まくやるに違いないけど、できれば僕を巻き込まないでほしい。幕が上がった以上、今までよりもさらに舞台に干渉したくない。僕の立ち位置は観客でいたかった。

「お、噂うわさをすれば」

　完璧なタイミングで雲母きらら登場。

　おめでとう！　と囃はやし立たてたい気分だったけど、流石さすがにそれは自重する。

「こんにちは。ご一緒してもいいですか？」

「もちろん」

「ああ」

　霞、素っ気なくない？　うん、まあ、そんなもんだって知ってるけど。……ちょっとよくない傾向だ。もう少し落ち着かないとボロを出しそう。

「いつもは自分で用意しているんですけど、今朝は、その……」

　恥ずかしそうにチラチラと視線を霞に向ける雲母。

　いやー、初うい々ういしいねぇ。本当に大学生？　それとも僕の心が汚れているだけなのかな？

　これからが愉たのしみなような、感慨深いような。未来への期待と過去への達成感が入り混じる愉快な気分だ。たぶん志望校に受かったときの入学式みたいな感じ。

　今の僕の役は二人の共通の知人友人。せっせと霞の情報を雲母に流していく。たぶんこれがこの劇で僕が担う最初で最後のシーンだ。これ以降はなるべく干渉せずに観客でいたいから、今のうちに必要そうな情報は全部開示しておこう。

「っと、そろそろ時間か」

　一服しに行くのだろう。講義に向かうにはほんの少し早く霞が席を立てば、雲母が小さくその袖を引いた。

「あの……。えっと、今日って……」

「あー、悪いけど、予定があるから」

「そうですか」

　名残惜しそうに霞の服の袖を握っていた指が解ほどかれた。もうちょっと構ってあげればいいのに。

　ああ、うん。でもこれで確信できた。

　霞にとって雲母は一山いくらの都合がいい女だ。

　ほくそ笑む。いいね。こうでなくっちゃ。これでこそ雲母の執着の果てが観みられる。

　雲母の重すぎる感情に霞が応えるような砂糖を通り越してサッカリンの塊みたいなゲロ甘恋愛劇もそれはそれできっと悪くないんだろうけど、今回どちらを観たいかと問われれば断然こっちだ。

　ああ、これからが愉たのしみだよ。
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　霞かすみが浮気しているかもしれない。

　舞台の幕が上がってしばらく経たった十二月の上旬頃。そんな相談を雲母きららから持ち掛けられたときも、ああ、やっぱり巻き込まれたとしか思わなかった。

　神の視点が得られない以上、ある程度の距離で観察していないと愉しむこともできない。

　だから無関係でいられないのは仕方がないことだ。人ひと伝づてばかりでは面白くないからね。そういう意味では恋愛相談は大好物だ。

　問題なのは異性に恋愛相談をする人は、乗り換え先を探していることが大半ってこと。

　昔から霞に憧れじみた恋心を抱く女子なんて両手の指で数えきれないほどいたので、高校、いや中学時代も含めて今に至るまで、僕はこの手の相談を散々され慣れていた。

　客観的に見て僕は霞の親友に映るだろうし、知らない仲でもないとなれば、霞本人に聞けないなら最終的に僕のところにまで回ってくるのも無理はない。

　おかげで僕の心は冷めきっている。

　冗談じゃない。まだまだこれから面白くなっていくところだろうに、こんな中途半端なところで終わりだなんて認められるものか。せめてもう一波乱あって欲しい。いや、起こしてみせる。

「霞が浮気ねぇ……」

　とはいえそんなことを僕に言われても、だろうね、としか言いようがない。

　霞の女癖の悪さは筋金入りだ。少しでも霞のことを知っているのなら、誠実なお付き合いなんて望めないことぐらいすぐにわかるだろうに、恋は盲目というべきか、なんというか。その盲目さにつけ込んだ僕が言うのもなんだけど。

「信じてるんですけど……」

　俯うつむきがちに呟つぶやく雲母を眺めながら飲み物に手をのばす。

　聞かれてもいないのに「信じてる」ってわざわざ口にする時点で「信じられていない」ってことに気付いているのかな？　たぶん気付いてないんだろうね。

　本当に信じているのなら、それは無意識の前提になるから頭に浮かんでこないし、わざわざ言語化しないんだよ、百目鬼どうめきさん。はははっ。

「ちょっと状況を整理してみようか。まず最初に疑ったのは、夜の繁華街で霞が百目鬼さんの知らない女性とホテルに入っていったとき、だったよね？」

　どう考えてもアウト。レッドカード。一発退場レベル。なにやってんの霞。下手を打つにしてもほどがあるでしょ。一周回って笑えてくる。

「でも霞さんは酔った人を介抱しただけだって」

　間髪を入れずに否定してくる雲母きららの必死さが、申し訳ないけど、面白い。自分を騙だましてまで庇かばう姿はあまりにも滑稽だった。

「そうだね。仮にそうだったとしても百目鬼どうめきさんがいるのに別の女性とホテルに入るのは霞かすみが軽率だったと思うけど」

「でもタクシーに乗車を拒否されるほど酔っていたらホテルぐらいしかないでしょう？」

　これはたぶん霞の言い訳だろう。

　うーん、面倒くさい。

　雲母が霞を庇っているのがどういう心理から来ているのかはなんとなくわかるけど、雲母の感情と霞の言い訳がごっちゃになっちゃってると、聞き手である僕が主観を一々切り分けてあげないと言いたいことがわからなくなる。おまけに下手に否定すると暴発しかねないから、その辺も考慮してあげないといけない。

「だとしても、だよ。二人きりで飲んでいたわけでもないんでしょ？　だったら百目鬼さんがいる霞は、ホテルに入って介抱するのは他の人に任せるべきだった」

　霞が知らない女性とホテルに行った。これは雲母にとって許せないことだ。だから同意してほしい部分でもある。

「その、実は、飲み会ってだけで、二人きりで飲んでいたのか、大勢だったのかもわからなくて……」

「霞が飲み会って言ったなら、たぶん二人きりってことはないと思うよ」

　だけど霞が浮気しているという点については否定してほしいのだ。正確には霞は浮気していないと信じ込みたい。だから「霞は浮気している！」なんて言ってはいけないし、証拠を突きつけるなんてのは以もつての外ほか。

「ところで霞がどれくらいの間ホテルにいたのかってわかる？」

「すみません。頭が真っ白になって、気づいたら家に帰っていたので……」

「そっか。ショックだったもんね。しょうがないよ」

　うヴぁー。霞を擁護できそうな取っ掛かりがなんにもない。

　こんなんでどうしろってんだよー。でもやらないともう一波乱なさそうだし、頑張るしかないのがツラいとこ。

「でも霞さんは洗濯が終わるまで帰れなかったって言っていたので、そこそこの時間いたんだと思います」

　霞ぃ。なんで自ら墓穴掘るんだよぉ。

　まあ霞の視点では雲母がいつからいつまで監視していたかもわからないし、仮に雲母が頭真っ白になって帰ったからいつ霞がホテルから出たか知らないと正直に言っても、嘘うその可能性を考えてリスク回避のために信じないだろうからしょうがないか。

　でも余計なこと言わないのは鉄則じゃない？　おかげで僕がとんでもなく苦労してるんだけど。

「なるほどねー。それでそのときは霞を信じることにしたの？」

「…………はい」

　頭お花畑かな？

　でもまあしょうがない。これが百目鬼どうめき雲母きららなのだ。

　愛を乞い、執着し、盲信して、依存する。

　とんでもなく不健全な精神構造。だからこそ観みていて面白いのだけど。

「でもやっぱり信じられなくなった？」

「いえ、信じてます。信じてますけど……」

「けど？」

「霞かすみさんが全然約束を守ってくれなくて」

　信じている、と口にする雲母の表情は不信と不満で歪ゆがんでいた。

「どんな約束をしたの？」

「女の子と飲みに行くときには教えてほしいとか、できれば二人きりはやめてほしいとかぐらいです。これってそんなにダメなことですか？」

「いや、僕はそうは思わないけど。要は不安にさせないでってことでしょ？　約束っていうか当たり前の範囲内じゃないかな」

　もっとも僕がいう当たり前っていうのは道徳的な意味じゃないけど。

　女性は男性と違ってパートナーに対して不安を抱くと浮気しやすくなる傾向にある。よく浮気の言い訳で聞く「寂しかったから」なんてのはまさにそれだ。だから浮気されたくなければ不安にさせるべきじゃない。

　逆に男性はパートナーの女性に対して安心すると浮気しやすくなる傾向にある。要するに「どうせこいつは他に男いないし自分から離れられないだろ」と舐なめたときに男は浮気するのだ。

　つまり雲母は霞にどうせ離れないと舐められているうえ、離れたら離れたで構わないと思われているというわけ。救いがなさすぎて笑える。

「そういえばさ。霞とデートとかってしてるの？」

「え？　はい。もちろん」

「例えばどんな？」

「えっと、飲みに行ったり私の家に来てくれたりが多いですけど、展望台とかみたいなデートスポットにも連れていってくれました」

　雲母がちょっとはにかんで語る。なんとも幸せそう。時折苦味が走っているとはいえ、よくもまあこんな状況でそこまで思い出に浸れるものだ。

「写真とかってある？」

「ありますけど。見たいんですか？」

「嫌ならいいよ」

「いえ、どうぞ」

　スマホを借りて二人で覗のぞき込こむようにして確認する。雲母が一枚一枚解説してくれるけど、そこはどうでもいい。

　大事なのは霞かすみの顔が写っているかどうかだ。

　写真が苦手な男性は少なくない。だから撮影を避けるってだけではやましい気持ちがあるのかどうか判別しきれない。

　だけど、見切れる、顔を隠す、サングラスをかける、あたりは要注意だ。あと彼女のスマホでは絶対に撮らせないあたりもヤバイ。

　さて霞はというと、普通に写っている。しかもがっつり証拠が残る雲母きららのスマホでだ。

　となると霞は少なくとも雲母という相手がいることを周りに隠すつもりはなかったのだろう。

　まあ大学で愛妻弁当を受け取る爆笑イベントがあったから隠せないと踏んで本命っぽく扱うことにしただけかもしれないけど。

　いやー、あれは笑ったなぁ。霞の引きつった顔がめちゃくちゃ面白かった。

「うーん……」

　僕の勘は、霞は浮気をしていない、と告げている。

　だってそもそも雲母は霞の彼女じゃないから。

　あくまでもお友達だちなら別の女性と関係を持ったって浮気だと責められる筋合いはない。

　そう推測していたのだけど、霞の雲母に対する扱いは恋人のそれだ。

「どうかしましたか？」

「ああ、いや。これって全部付き合ってからの写真なんでしょ？　どんな馴なれ初そめだったのかなってちょっと気になっただけだよ。どっちが告白したの？」

「それはその……、飲みに誘われて、そのままなし崩し的に？」

　ほんのり顔を赤らめてぼかしたような答え方をする雲母を見て、だいたいの事情は把握できた。そして確信する。

　霞は雲母を彼女にしたつもりはない。

　断言してもいい。霞は付き合うとは決して口にしていない。

　ほぼ彼女だけど彼女扱いしなくてもいい都合のいい女。

　それが雲母の立ち位置だ。付き合っているというのは雲母の一方的な思い込み。

　いやぁ、いいね。一番泥沼にはまりやすい関係性だ。

　恋人っぽいこともできて扱いも彼女っぽいから嬉うれしかったり満足したりしやすいけど、その実男性側からは決して譲歩せず真摯に付き合うこともない。

　なぜなら束縛を嫌うタイプの男性にとってこれ以上都合のいい関係性もないから。

　だってそうだろう？　彼女としたいことは全部できるのに、彼女がいてはできないこともできるのだ。

　おまけに支払う労力も軽くて済む。彼女には頻ひん繁ぱんな連絡もプレゼントも必要だけど、この場合はどちらも不要。

　わざわざ正式に付き合うメリットがないのだ。

　この関係を改善するには女性の方から付き合っているのか確認し、どうにかはぐらかそうとする男性に対して、明確にしてくれないなら別れると言い切る必要がある。

　だけどたいていは嫌われたらどうしようと及び腰になって決定的な一言が言えないままズルズルと不毛な関係を続けることになるのだ。

　そして蓄積された不満とストレスが限界を迎えて爆発する。その瞬間が今からとても愉たのしみだ。

　しかし困ったな。「霞かすみは浮気しているのか？」という相談に対しての答えは用意できた。

　だけどこれをそのまま伝えるわけにもいかない。

　間違いなく反発するし、霞とも余計なことを言ったと揉もめる原因になるだろう。

　それでは僕の目的と合致しない。僕のところで爆発されても全然面白くないのだ。

　だから僕は雲母きららの意識を今の破綻が約束された関係をもうしばらく維持する方向に誘導しなくてはならないんだけど、これは結構な難題だ。

　ふふっ。まあいいさ。なぁに、僕ならできるできる。

　だけどこうしてみると意外だったな。雲母にはまだ霞しか見えていないらしい。てっきり乗り換え先を探しているんだと思ったのに。きっとなにかの間違いだ。そんな風に自分を騙だましてまで思い込もうとしている。

　いや本当に珍しい。なにが珍しいって霞が僕の手引きもなしにこの手の面倒が後を引きそうな子に手を出したことが。

　危うい。そしてまだまだ楽しめそうだ。それが僕の端的な感想だった。
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「霞は最近どう？　百目鬼どうめきさんとは上う手まくいってるの？」

　飄ひよう々ひようとなにも知らない顔で世間話のように話題を振ってみた。

　先に結論から言ってしまうと、なんだかんだで霞は上手いこと浮気の件を誤ご魔ま化かしてみせたらしい。方々探ってはみたけれど二人が決定的な破綻を迎えて別れた様子はなかった。

　だからこの話題には僕が愉しむ以上の意味はないけど、それこそが最も重要なことだ。

「……まあ、ぼちぼちってとこだ」

　霞が面倒くさそうに答える。その時点で上手くいっていないことは明白だった。

　そもそもわざわざ学内の食堂を避けて学外にある近くの蕎そ麦ば屋やに来ている時点で雲母がいそうな場所を避けていることぐらい察しがつく。

　仮にここに居たのが僕でなくとも気づけるほど下手な誤魔化し。そんなものが通用するとは霞だって思ってはいないだろうに。よっぽど参っているみたいだ。いやぁ、面白いね。

「あんまり細かいところまで聞くつもりはないけどさぁ。なるべく周りを巻き込まないようにしなよ？」

　嘘うそだ。周囲を盛大に巻き込んで大爆死してくれたなら、それはそれでとっても面白そうだから、むしろ僕としては推奨したい。

　でも僕のキャラ的にも立ち位置的にもそんなこと言えないので無難な忠告に留とどめておく。

　少しでもいろんな演目を観劇しやすいように作った立ち位置だけど、こういうときには不便だ。

　もっとも仮にどんなキャラであったとしても僕みたいなやつの本音を伝えたらドン引きされること間違いなしだけど。

　だけどみんな思っているはずだ。

　誰だって正義の棒で一方的に殴りつける勧善懲悪は大好きだろう？　クズが破滅するなんて最高の見世物じゃないか。シャーデンフロイデってやつさ。他人の不幸は蜜の味なんだよ。

　……え？　僕？　僕はいいんだよ。人から見られない内心はともかく、人の目に映る言動は典型的ないいやつだから。疑うなら思い返してみるといいさ。それにそもそも、いいやつが破滅したって面白くもなんともないだろう？

「そんなヘマしねぇよ」

「……どうだか」

　っと、いけないいけない。余計なことを考えていたせいでワンテンポ遅れてしまった。空いてしまった時間を使って不信を演じる。

「ちっ。最近は巻き込んでねぇだろ？」

　はい、ヒット。霞かすみは僕をトラブルに巻き込んできた過去があるからね。僕が疑うのも自然ってわけ。

「つい最近も恋愛相談されたばっかりなんだけど」

　ここで燃料投下。クライマックスに向けて加速させていく。

「はぁっ!?　ちっ、あいつ」

　霞が苛いら立だっているのが手に取るようにわかる。

　うんうん、いいね。これでさらに雲母きららへの対応は雑になっていくはずだ。そしてそれを感じる雲母はさらにストレスをためる、と。

「……なんて言ってたんだよ？」

「霞が浮気してるかもって」

「そもそも付き合ってないんだから浮気もクソもねぇだろ……」

　霞が疲れたように溜ため息いきをついて髪を掻かいた。

「百目鬼どうめきさんが勘違いするってわかってて放っておいたんだろ？」

「そのうち気づくと思ってたんだよ」

　甘い甘い。

　霞が普段関係を持つような相手ならそもそも勘違いしないだろうし、そうでなくとも浮気を疑った時点で気づくだろう。それは間違いじゃない。

　だけど相手はあの雲母だ。自分を騙だましてでも思い込むに決まっている。

「んで？　智とも也やはなんて言ったんだよ」

「適当に誤ご魔ま化かしたに決まってるじゃないか。詳しいことなんてなんにも知らないんだから他に答えようがないよ」

「それでいい。はぁ……」

　とここで霞かすみのスマホが鳴った。チラッと見えた画面には雲母きららの名前。ある意味ベストタイミングだ。たぶん雲母は構内に霞の姿を見つけられなくて電話してきたのだろう。

「霞、スマホ鳴ってるよ」

「わーってるよ」

　霞はただただ億おつ劫くうそうに座布団の上にスマホを放った。

「いいの？」

「いいんだよ」

　霞が舌打ちする。これだけ距離を取ろうとしてるんだから、いっそのことさっさと離れてくれないかな、とか考えてそう。雲母の執着心の強さを知る僕としてはそんな上う手まくいくはずがないとわかりきっているので、そんな霞の見通しの甘さが笑える。

「なんだよ？」

「なんでも」

　おっと。気づかないうちに笑ってしまっていたみたいだ。低い声で窘たしなめられる。

　だけど霞もそれが八つ当たりだと気付いたようで、大きく深呼吸して切り替えるように笑みを浮かべた。

「智也。お前、クリスマスはどうするんだ？」

「どうするって言われてもなぁ。一応予定はあるけど」

「どっかのクリパにでも顔を出すのか？」

「そんなとこかな。あ、一応言っておくけど、霞は全然関係ないところだからね」

　どうせ先約があるからとか言って雲母を遠ざけるつもりだったんだろ？　させないよ。

「霞こそどうするのさ」

　渋面を浮かべる霞に追撃する。

「お前、他ひ人と事ごとだと思って」

「実際、他人事だし」

　霞は切り替えるのが上手いけど、そうはさせない。間違ってもなあなあの関係に終わられては困るのだ。そんな劇はつまらなすぎる。

「面倒くせぇなぁ……」

「その面倒くさい子に手を出したのは霞だろ？」

　そしてそれは霞の意思だ。僕が操り糸を引いたわけじゃない。だからこそ霞自身の意思と行動でもって幕を引くまで舞台を降りることは許さない。

「きっぱり振ればいいじゃないか」

「そんなことしたら暴発するだろうが」

　だろうね。でも僕はそれが観みたいんだ。

「さっさと幻滅するなりなんなりして、離れてくれねぇかなぁ」

「うーん。最低過ぎる発言だね」

　ことここに至っても雲母きららが動かない理由はわかっている。

　ふふっ。嫌われたくなくてしょうがないんだろうなぁ。でもその臆病さが余計に霞かすみから雲母に対する興味を失わせていることには気づいていないみたいだ。

　そうして霞は他の女性に手を出す。雲母は疑念を募らせては見ないフリで誤ご魔ま化かすことを繰り返す。

　なんという悪循環。

　だけどそれも限界は近い。雲母自身にも見ないふりをされた疑念は確かに心の隅に積もっている。その証拠に明らかに束縛が強くなっていた。

　破局は近い。クライマックスはもうすぐ。愉たのしみだ。
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「確かに愉しみだとは思ったけどさぁ」

　こういうことではないんだよなぁ。

　夜間。十二月も半ばを過ぎてクリスマスを目前とした頃。異質な空間があった。

　そうと知らなければ本能的に忌避して、意識から外してしまう。そんな空間だ。

　僕はそこに足を踏み入れている。背中を伝う冷や汗が気持ち悪い。

　──化物がいた。

「アラクネ、だっけ？」

　正確には違うのだろうけど細かいところはどうでもいい。要は人間と蜘く蛛もを足して二で割ってキノコを背負わせたような化物だ。あまりにも見た目にわかりやすい化物すぎていっそ現実味がない。

「やあ。こんばんは。──百目鬼どうめきさん」

　なんて普段通りの挨拶をしてみる。

　そう、この化物は雲母だった。見覚えのない姿だが、顔だけは僕のよく知るそれ。

「それ、美み佳かちゃん？　もうなんの関係もない元カノまでとは見境ないねー」

　足、というかドレスの下から生える無数の根のような触手が、女性らしき影を縛り上げていた。女性の意識はない。そもそも生きているのかさえ不明だ。

「最近、霞の女が次から次へと音信不通になっているんだけど、それも百目鬼さんの仕業かな？」

　焦点の合わない瞳がどこを見ているのかはいまいちわかりづらい。

　そもそも目の数が多すぎる。

　ザクロやガラナの実のようなものをキノコの傘のようにたくさん背負っており、そのいくつかをふわふわと浮かせているが、あれはたぶん目玉だ。

「…………」

　さて霞かすみの女なんて言葉に反応しないはずがないんだけど──予想通り、反応はない。

「あー……やっぱり意識がないのか」

　わかっていたことだったけど、改めて突きつけられて固かた唾ずを呑のむ。

　いくら雲母きららが自分の男を直接責めるよりも先に男の周りにいる女を排除しようとするタイプだとはいえ、正気でここまでの凶行に及べるかというと微妙なところだ。

　普通はまず自分自身の変化に怯おびえ、戸惑う。

　でも彼女たちはそうはならない。

　変化の過程を正確に認識できないからだ。

　自覚が生まれるまで、彼女たちは自分がなにをしているのかわかっていないらしい。

　まるで壊れないようにするための自己防衛のよう。

　だから今も夢遊病みたいな状態で雑な犯行に及んでいる。

「なぜかその雑な犯行が成立する上に発覚もしないっていうんだから世の中不思議でいっぱいだ」

　仮に発覚したとしても罰されないだろうけど。刑法第三十九条によれば、心神喪失者の行為は罰しないそうだから。もっともそれ以前の問題として今の雲母は人間扱いされるかさえ怪しい。人は法の下で平等らしいけど、雲母は人ならざる者だからね。

　もしかしたらその辺のことを上う手まく処理するような秘密組織とかがあるのかもしれないけど、僕は伝奇世界の住人ではないので知らない。

　そもそも僕自身はただの人間だ。たまたま恋人がちょっと人とは違っていただけ。化物についても伝聞と推測がほとんどで、真実なんてわかっていない。

「──ッ」

　突然。雲母の目が僕を見た。顔にある人間の目じゃない。そちらは今なお茫ぼう洋ようとしていてどこを見ているのかもわからないままだ。一斉に大量の視線を降り注いできたのは無数にある赤い目玉。

　どこか現実感に欠ける状況にふわふわと冷静と混乱の間を行ったり来たりしていた僕の頭が、急激に現実に引き戻されて緊張を帯びる。バクバクとなる心臓がうるさい。それでも平静を保つべく舌を回す。今、恐怖や緊張で動けなくなるのは不ま味ずい。そうなったら僕はお終しまいだ。そのためになら僕はいくらだって喋しやべる。

「あー……そりゃ、まあ、次に狙われるのは僕だよねぇ」

　雲母の心理状態と行動原理を読み解けば簡単にわかる。

　彼女はとにかく霞の周りから自分以外の一切を排除したいのだ。

　執着、独占、支配。それが雲母の行動原理。

　とんでもない嫉妬深さだ。

「けど男の僕にまで嫉妬されてもなー。理解はできるけどさぁ」

　霞かすみに見てほしい。

　雲母きららの願いはそんな一言で表せる単純なものなのだ。

　だけどそれが叶かなわないから実力行使に出ている。

　霞の周りにいる人を全部排除すれば自分だけを見てくれるはず。

　と、まあそんなところだろう。そこに男女の区別はない。

「さて、と！」

　雲母が動き出すのに合わせて一気に駆け出す。雲母が動いた以上、刺激しないように突っ立っている意味はないし、そんなことをしていたら死ぬ。

　逃げる。それしかない。

　雲母の心情は理解した。だけどだからって素直に殺されてあげるわけにはいかない。まだこの劇を観みていたいし、僕が死んだら僕の彼女も悲しむ。

「……悲しんでくれるよね？」

　ちょっと不安になりつつ、伸ばされた触手を大きく避よけた。

　戸惑っている。混乱している。冷静じゃない。自覚はある。僕は軍人でもなんでもないのだ。命のやり取りなんて慣れているはずもない。

　だけど足は動くし、口も開く。頭だって多少は回っているはずだ。

「だからってどうにかできるわけではないんだけど！」

　何度でも言うけれど僕はいたって普通のどこにでもいる人間だ。少なくとも肉体的にはそうだ。霞に付き合ってそれなりに修羅場はくぐっているなんて言ったってしょせんは人間相手の話。化物を相手にして対抗できるような力はない。

「っ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　耳元を通り過ぎた触手に心臓が縮み上がりそうになる。掴つかまれたら終わりだ。それは美み佳かちゃんの尊い犠牲でわかっている。幸い雲母の本体は大した速さはないようで、ひとまずこの命がけの鬼ごっこは成立していた。

「とは言っても僕の体力は無限じゃないしっ」

　とにかく時間を稼ぐしかない。そのためにも一度どこかに身を隠して息を整える必要がある。

「はぁっ、はぁっ、はっ！」

　僕がその他大勢の被害者と違うのは、襲われる以前から人外の存在を知っていたこと。その頼りない知識が僕の命綱。

　警察に助けを求めるなんてそんな無駄なことはしない。だってどうせ繋つながらないから。

　彼女たちがその化物としての本性を露あらわにする時、その周辺一帯の物理法則は捻ねじ曲まがる。そうでもなければあんな理外の現象が起きるわけがない。そのうちの一つがこの無関係な人間に対する人払いだ。

　じゃあなんで僕がそんな空間に足を踏み入れられているのかというと、僕もまた雲母のターゲットだったのと、良くも悪くも人外の存在と関わっているからだろう。

　電波を遮断しているわけではないらしいので、たぶん僕の彼女になら繋つながるけど……。

「助けを求めてもいいけどっ」

　どう考えても僕の彼女は間に合わないし、僕自身、彼女をこんな危険なことに巻き込みたくない。

　何度も曲がり角を曲がりながら逃げ続ける。蜘く蛛も足だの触手だのを持っているくせに道なりにしか追ってこないのは助かる。力を使いこなせていない証拠だ。

「まっ、まあ、使いこなせていたら話が通じるだろうから、どっちがマシとも言い難がたいけどねっ」

　口先で丸め込める分、そっちの方がマシなのでは？　なんてノイズが脳裏を過よぎった。

「しまっ──ガッ！」

　余計な思考を走らせたせいか。触腕を避よけ損なって薙なぎ払はらわれる。

「っ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　アスファルトを転がったせいであちこち痛いけど、骨が折れたりはしていなさそう。ならよし。ただ転んだことによるタイムロスは致命的だった。

「…………」

　無言のまま這はい寄ってくる雲母きらら。蠢うごめく触腕。たぶん射程圏内だ。

「はっ、はっ、はっ……」

　疲労か恐怖か緊張か。あるいはそれら全てか。息が上がる。

「落ち着け……。触手の動き自体はたいして速くないし複雑でもない」

　避よけるだけならできる。……はず。たぶん。きっと。おそらく。

「ん……？」

　まだ距離があるにも関わらず雲母がハンマーを持った両手を振り上げた。ハンマーどこから持ってきたんだろ？

「って、ちょっと、まっ！」

　なりふり構わず横っ飛び。僕のいた場所を音を立てて通過するハンマー。アスファルトが砕ける。

「あ、危なっ……それは反則じゃない？」

　なぜか雲母の手元に戻るハンマー。嘘うそでしょ。ハンマーと触手の両方から逃げ回らないといけないわけ？　……まあまだ死ねないし、頑張るけど。

「あ」

　僕が覚悟を決めた瞬間。雲母が崩れ落ちた。化物の姿が消えて人間のそれに戻る。

「やっとか……」

　肩の力を抜いて大きく息を吐く。

　タイムアップだ。自覚のない化物は長時間その姿と力を維持できない。美み佳かちゃんを襲っていたなら猶なお更さら残り時間は短かったはず。

　それが僕の持っていた知識の一つで、見み出いだした唯一の活路だった。

「はー……疲れた。まったく化物に襲われるとか勘弁してよ。僕はバトル漫画の登場人物じゃないんだよ？」

　潮時だった。

　僕まで狙われてしまった以上、早急に舞台の幕を引く必要がある。流石さすがに何度も狙われるのは御免だ。

「しばらくは霞かすみと距離をとって……。いや、無駄かな。そもそもそんな正常な判断ができるならこんなことにはなってないだろうし。本当にどうしようかな……」

　とはいえ考えるのは後。

　とりあえず今は気を失った雲母きららを運ぶ方が先だった。
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　クリスマスイブ当日。

　僕はボケっと駅前に突っ立っていた。

　理由？　彼女にドタキャンされたからですけど？

　もういっそクリぼっちより悲惨だよね、これ。

　当然今日予定していたデートもなし。予約していた店には迷惑をかけることになるわ、デートプランにかけた労力はパーだわ。プレゼントとかどうすればいいのさ。

　普通なら別れるきっかけになってもおかしくないよ、これ？　僕はしょうがないなぁ、で許しちゃうけど！

　まあ実際、残念なことは否定しないけど、それ自体は別にいいのだ。強がりが全く入っていないと言ったら嘘うそになるけど、そこまで気にしているわけでもない。

　だって愛が失われたわけではないのだから。

　僕と本当の意味で話が合う人は滅めつ多たにいない。ましてや彼女は人ですらない。だから僕は、僕には彼女しかいないし、彼女には僕しかいないと確信している。

　だけど、だからこそ僕らは、自分の趣味を優先しがちだ。

　きっと彼女は今、僕とのデートよりも面白くなるかもしれない物語に夢中なんだろう。今度会った時にでも話を聞かせてくれるはずだ。その時には僕もとびきりの物語を用意してあげたい。

　だからまあいつまでもこんなところにいないで、さっさと帰るなりどこかのクリパに混ざるなりする方が建設的だ。それはわかっている。

　わかっているけれど、それでも動けないのは雲母を見つけてしまったからだ。

　かれこれ何時間になるだろうか。僕が電話でドタキャンされる前からだから一時間じゃきかないのは間違いない。

　雲母の気合の入り様はそのめかしこんだ恰かつ好こうから簡単に読み取れた。待ち合わせの相手は間違いなく霞だろう。寒そうにしながら何度も何度もスマホを確認している健けな気げな姿は、デートの始まりを待ち遠しく思っているようにしか見えない。

　ただ一つ問題があるとすれば、霞かすみは今日、クリパという名の合コンに繰り出しているはずだということ。僕も誘われたから間違いない。

　つまりあちらはあちらでドタキャンらしい。しかも連絡なし。中々に最低な男だ。知ってたけど。

　そういった裏事情込みで見るといっそ滑稽だった。待ち人来ず。それを雲母きらら自身察しているのか顔色も悪い。

　このまま破局だろうか。それは少し、つまらない。

　一いち途ずな一人の女の子がクズに振り回されて傷つく物語、なんてのは吐いて捨てるほど観みてきた。それにこの結末ではわざわざ雲母を選んだ意味がない。あの常軌を逸した執着心の行きつく果てを観たくて投資し続けてきたのだ。

　本当なら僕が直接介入するのは最小限にしたかった。だけどそうも言っていられないみたいだ。化物化の問題もある。あまり猶予はない。

「や、こんにちは。こんばんはかな？」

「…………」

　反応なし。いくらなんでも無視されるほど嫌われてはいなかったと思うんだけど。

「ってあれ？　百目鬼どうめきさん？　おーい」

　スマホの画面を遮ったらようやく俯うつむいていた顔を上げてくれた。

　おおう……。これはダメみたいですね。絶望という絶望を煮詰めたような表情をしていらっしゃる。これ一歩間違えたら自殺しちゃったりしない？　大丈夫？

「大丈夫、なわけないか……」

　そうなるように仕向けたのは僕だけど、まさかここまで行くとは。そりゃ化物にもなる。

「……阿あ久く戸とさん？」

「あ、よかった。意識が帰ってきたみたいだね」

「クリスマスイブにナンパですか。お元気なことですね」

「いやいやナンパじゃないから」

「あいにく彼と待ち合わせしているのでお断りします」

「知ってるよ。……霞、来ないんでしょ？」

「少し遅れてるだけで」

　まだ霞を庇かばうんだ。ははっ。本当に雲母は僕の期待を裏切らないなぁ。

「ちょっと前から見てた。……そんな睨にらまないでよ」

「惨めな女を嘲あざ笑わらうのはそんなに楽しかったですか？」

　うん！　めっちゃ愉たのしかった！

　とは流石さすがの僕も言えない。

　正直なところ、雲母がきつい視線とともにトゲのある言葉を投げかけてきたことに少し安心した。いや僕がドＭってわけじゃないよ？　それがたとえ八つ当たりじみたものだったとしてもコミュニケーションがとれる程度には心が回復したからだ。

「ごめんね。って僕が謝っても意味ないかもしれないけど」

　だってある意味元凶は僕だし。霞かすみと雲母きららを出会わせるようなことをしなければ、こうして雲母が一方的に傷つくことはなかったかもしれない。おまけにまだ楽にさせるつもりもないからね。なんて本音の感情を乗せれば仕草も自然とそれらしくなる。

「じゃあなんで謝るんですか？」

「うーん、まあ、腐れ縁的ななにかだからかなぁ」

　もちろん本当のことなんて言えるわけもないのでそれっぽく。

「…………謝罪は結構です。だからどうか放っておいてください」

「いやぁ、流石にそれはちょっと」

　ごめんね。放っておいてほしいのはわかるけど、ここではいそうですかと放り出せるなら、そもそも声をかけたりなんてしないんだ。

　そっと雲母の頬ほおに触れる。すぐに振り払われたけど、その死を連想させるような冷たさは指先に残った。強引に雲母の手をとる。

「こんなに冷たくなってるのに放ってはおけないよ」

「そんなの阿あ久く戸とさんには関係──あ、ちょっと！」




　失敗だったかもしれない。

　とにかく暖まれるところに、と考えて僕が雲母を連れて来たのは、彼女とのクリスマスデートに備えて予約していたダイニングバー。日付が日付だけに他に空いている店がなく選択肢なんてなかった。

　とはいえクリスマスムードの中でどんよりとした失恋ムードの女性連れというのはとても浮く。おまけにその女性は警戒心を隠そうともしていないとくればもう最悪だ。幸い個室だったからそこまで目立ちはしないけど、店員さんには不自然に思われたかもしれない。

「そんなに警戒しないでほしいな。僕も百目鬼どうめきさんと似たようなものってことだよ」

「……どういうことですか？」

「恋人にドタキャンされたってこと。は、ははは……」

　あ、どうしよう。自分で言っていて哀かなしくなってきた。おまけにこの状況だ。なにやってるんだろうね、僕。しかも原因の一端が霞にあると思えば溜ため息いきも出る。

「それにほら、せっかく予約したのにキャンセルするのはもったいないでしょ？」

「負け犬同士、傷の舐なめ合あいをしましょうってことですか」

「言い方ぁ。……ま、いいか」

　自嘲でも笑えるだけ、さっきの死相すら浮かんでいそうな顔色よりはずっとマシだ。

　小首を傾かしげる雲母は気付いていないだろうけどそれでいい。とりあえず今だけはメンタルケアが優先だ。

　それにしてもなんとも辛気臭いクリスマスだ。溜息をつきたくなる。とはいえやるべきことはきっちりやらなければ。

　後一押し。ほんの一押しできっとこの劇はクライマックスに向かう。

　ただその一押しに雲母きららは耐えきれない。

　だからまずはその心を少しだけ回復させよう。それからそのギリギリのところで保っているひび割れた心を揺らすのだ。

　本当なら霞かすみと一緒にいるはずだった。直接言葉にせずにそう意識させれば雲母の執着心が勝手に視野を狭きよ窄うさくさせてくれる。

　きっと歪ゆがむ雲母の表情は見物だろうけど、より大きな愉たのしみのためにも今だけは粛々とことを運ばなくては。

　ちょっとした嗜しぎ虐やく心は決して表には出さずに蓋をした。

　……したはずだったんだけど。

　ああ、やってしまった……。

　僕はホテルの一室で頭を抱えていた。

　ベッドには眠る雲母の姿がある。

　ここまでするつもりはなかった。ホテルには行かず食事だけで解散。

　そのつもりだったのに。

　まさか雲母の方から誘ってくるとは。

　酔っていたというのは間違いなく一因として存在する。だけどそれ以上に、なぜだかその時の雲母からはゾッとするような色気を感じてしまったのだ。それで結局、流されるまま一夜を共にしてしまった。

　僕の悪いクセだ。こっちの方が面白い気がしてしまったのだ。

　うん、言い訳だね。わかってる。

　とりあえず彼女には隠しておきたいところだけど、見抜かれる前提で言葉を用意しておいた方がいいかな。

　あ、そういえば雲母は人外でも人間の姿の時は人間と変わらないみたいだ。これは貴重なデータになる。僕の彼女でわかっていたことではあるけど、他の化物がどうなのかっていうのはあんまりデータがないからね。この貴重なデータを提出したら許してくれるかな？　くれるわけないね。それこそ人外の力を向けられそう。……まあ、それはそれで特殊なプレイみたいでいっか。

　それにしてもヤケになってワンナイトとはまた。雲母には似合わないのによくやるよ。

　僕だってなにも他人の思考や心理を百パーセント見抜けるなんて思ってはいない。いくつかのパターンが考えられるけどそのうちのどれかだろう、ぐらいが関の山だ。だから読み違えることだって当たり前にあると思っている。確実に完璧に嵌はめようなんて土台無理な話なのだ。

　ただそれでも、酔いが醒さめた今の僕は雲母の心理状況を概おおむね把握できていると思う。

　雲母は別に僕に好意があるわけじゃない。乗り換えるつもりもない。

　誰でもよかったのだろう。好奇心、というよりは当てつけ。

　でも本心ではこんなことをしても霞かすみが振り返ることはないってわかってる。試せてすらいないことも。

　だからその本質はきっと自傷行為だ。

　寂しさや、人肌恋しさがなかったとは言わない。ひとりぼっちの孤独感も嫌だっただろう。でも僕ではそれは埋められないと雲母きららもわかっていたはずだ。

　だって僕は霞に近すぎる。否いやが応おうでも思い出してしまう。

　だから雲母が僕を選ぶことはないけれど、霞に近い僕だからこそ八つ当たりの相手としては最適だ。嫌われても構わないというのもきっと背を押した。

　だからここからどうこうなることもない。霞と雲母が破局を迎えても、僕ごと切り落とすだろう。なにより僕自身にそのつもりがない。

　だから僕は僕でこの状況を最大限利用する。

　雲母が起きたら本命の彼女から連絡が来たように見せかけて逃げるようにホテルを後にしよう。そうやって雲母の心を傷つければ雲母はますます霞に執着する。

　だって雲母には他に縋すがれる先がないから。

　そして霞が最後の一押しで打ち砕くだろう。

　ふふふ。ははは。──ああ、今から愉たのしみでしかたがないよ。





　＊＊＊






　大おお晦日みそかを目前にして霞が音信不通になった。ああ、ついにしくじったらしい。

　ニヤつく頬ほおが抑えきれない。待ちに待ったクライマックスの時間だ。

　早速雲母に電話をしてみると意外にも連絡はついた。

　霞がどうしているのか知っているかと尋ねてみたけど回答は知らないの一言。

　ははは！　ははははははははは！

　知らない？　ははっ。そんなわけがない。

　確信した。犯人は雲母だ。

　雲母の霞に対する執着は明らかに度を越していた。なのに霞が音信不通で取り乱すこともなく冷静に「知らない」と答える？

　そんなことあるわけがない！

　正直なところ、僕は柄にもなく心が躍るのを感じていた。これだ。この非日常感。これを求めて僕は霞の近くにいるのだ。

　最近は霞も上う手まく立ち回ってトラブルを起こさなくなってきていたし、僕を巻き込むことも少なくなっていた。それに似たような揉もめ事ごとばかりで飽き飽きしていたところでもあった。

　でも今回は違う。こんなことは今まで一度もなかった。久しぶりに生きている気がする。




　さあ、いよいよクライマックスを迎える物語。

　主人公とヒロイン。どちらがエゴを押し通すのか。手段は問わない。説得、洗脳、脅迫、拷問、なんでもござれ。愛の奇跡もどうぞご自由に。

　おっと、劇の途中はお静かに。拍手は舞台の幕が下りてから。

　あは。あはは。あはははははははは──。














【霞かすみ】

　しくじった。記憶がはっきりしない。後頭部が鈍く痛む。

　暗い視界の隅でハンマーらしきものを見つけた。あれで殴られたらしい。

　いくらなんでも気を抜きすぎたか。相手が女だから舐なめていたのか。寝取られたと怒鳴り込んでくるような男が相手なら背後からの奇襲に対する警戒を忘れたことはない。

　だが雲母きららがここまでするとは想像もしなかった。

　つーかあんなもんどこに隠し持ってたんだよ。

「ちっ」

　負け犬じみた舌打ちに思わず自嘲するような情けない笑みが浮かぶ。

　雲母の部屋で拘束されて数日。俺は妙に粘ねば着つく糸で体の自由を奪われていた。

　糸はある程度伸縮するらしくまったく身動きがとれないわけでもないが、耐刃性に優れているようで切断は不可能。逃げ出すことは叶かなわない。首輪をかけられた犬の気分だ。

　おまけにそんなものが部屋中に張り巡らされているもんだから、動けば動くほど身動きが取れなくなる仕組みだった。

　まるで蜘く蛛もの巣だ。

　強あながちそれは間違ってもいないのだろう。

　時計の類たぐいはなく、気を失っていた時間があるから、正確な日時は不明。とはいえそう長い期間じゃないだろう。

　スマホは取り上げられたらしく助けを求めることは不可能。

　監禁。

　現実味のない二文字が脳裏に躍る。だが紛まぎれもない現実だった。

　まさか雲母がここまでヤバイ女だとは思わなかった。

　ようやく今になって智とも也やの言っていたことの意味を正しく理解した。「彼女はやめておいた方がいいと思う」だったか。俺も今なら全力で同意できる。

　つーか気づいていたなら言えよ。

　だがまあ智也なら言わないだろうな。あいつが積極的に動くのは状況が最悪になってからだ。それまではのほほんと見守るだけ。どうせ動くならもっと早く動いた方が簡単に収まるような状況でも、智也は最悪の状況になるまで決して動かない。今までもずっとそうだった。そういうやつなのだ、智也は。

　だが、だからこそ今は智也が動いているという信頼にも似た確信がある。音信不通になって数日だ。待っていれば、耐えていれば、いずれ状況が好転する可能性は高い。

　もっとも智也だって本当の意味で雲母のヤバさに気付いていたわけではないだろう。こんな非現実的な状況を想定できるはずがない。

　そういう意味では智也を頼りきるわけにもいかないし、なによりそれは少し、いや、かなり気に入らない。誰かに助け出されるのを待つだけなんてまっぴらごめんだ。まだ俺は万策尽きちゃいない。

　幸い体は不自由でも舌は回る。ならまだ切り抜けられる目は残っているはずだ。

「ごめんなさい、霞かすみさん。帰ってくるのが遅くなってしまって」

　玄関の扉が開く音が聞こえた。しばらくして俺の閉じ込められている部屋に入ってくる。

　雲母きららだ。だがその様子はあまりにもおかしい。これを見て何も感じないやつはどっか壊れている。

「おかえり。その恰かつ好こうで外に出たのか？」

「ふふっ、まさか。ちゃんと着替えましたよ？」

　ちっ。そのまま外に出ていれば、手っ取り早く解決したかもしれないのに。それは流石さすがに都合よく望みすぎか。

　──化物。

　そうとしか表現できない雲母の姿。

　まず、足がない。いや足自体はあるのだろうが、人間のそれではない。蜘く蛛ものような足が八本。それで自重を支えている。胴体も蜘蛛のそれに似ており、人間の頃の原型は留とどめていなかった。

　それでも雲母だと判別できるのは、上半身に人間だった頃の面影を残しているからだ。

　クリノリンが入ったドレスらしきものを着ているが、両腕は繋つながっており、ろくに動かせないようだ。だが大して不自由はしていないらしく、スカートの下から無数に伸びる触手が動かせない腕の代わりになっている。触手を使って器用に料理をする姿も見ていた。

　だがなにより不気味なのはその背に背負った無数の赤い眼球。傘のように密集するそれは浮遊するようで常にいくつかが俺の周囲を飛んでいた。監視カメラの役割を果たしているらしく、雲母はこの目を通して俺を常に見張っているらしい。

　これがここ数日で俺が観察できた今の雲母だ。

　初めは頭を殴られたことで脳がダメージを負ったか、あるいは監禁されていることに対するストレスが原因の幻覚を疑った。

　だが今となってはもう、その考え自体が現実逃避に過ぎないことにも気付いていた。

　この化物は現実に存在するのだ。

　いやはや世の中捨てたもんじゃないな。こんなにも興味深いものが存在したなんて。どうせならもっと早くに教えてほしかったものだ。

　だがまあこの一方的に主導権を握られている惨状は歓迎できない。

　切り抜けるために舌を回す。

「遅かったじゃないか。何かあったのか？」

　努めて普段通りを意識する。

「ちょっと智とも也やさんから電話があっただけですよ」

　異形の雲母がかつてと変わらない声音でそう言った。この異常すぎる空間では逆に浮いている。

「智也から？　あいつ、なんか言ってたか？」

「霞かすみさんと連絡がつかないんだそうです」

　雲母きららの態度はまるで他ひ人と事ごとのそれだった。わかっていたことだが、外見だけでなく内面までおかしくなっているらしい。

「ふぅん。それで？　なんて答えたんだ？」

「そんなに智とも也やさんが気になるんですか？」

　いつの間にか、雲母の手に例のハンマーが戻っていた。ああ、なるほど。ようやく絡から繰くりがわかった。糸で繋つながっていて引き寄せられるのか、あれ。便利なもんだな。

「霞さん？」

　さて。ここは思案のしどころだ。次の返答を間違えればまたハンマーで殴られるだろう。そしてまた俺は意識を飛ばす。ここ数日その繰り返しだった。

「まさか。それより今日の晩飯は？　作ってくれるんだろ？」

　とはいえこれは低難易度。気にした素振りを見せずに話を変えれば済む。

「ふふっ。はい、もちろん。楽しみにしていてくださいね」

　雲母が床にハンマーを捨てた。とりあえずセーフ。つーか智也にまで嫉妬するとか、どんだけ嫉妬深いんだよ。

　しかし参ったな。今日までに説得も脅迫も洗脳も全て失敗してきた。このまま挑んでもまた同じことの繰り返しだ。拒否も反論も認められず、黙って従う以外の選択は許されない。そして一方的に抱かれる。

　正直、お手上げだ。今の俺の手札ではどうにもならない。

　きっと俺は雲母のことを知らなければいけないのだろう。

　そもそも俺は雲母がどうして俺を好きになったのかさえ知らないのだ。

　たまに遊んで抱き合うだけの関係ならそんなこと知らなくてもどうにでもなった。だがもうそこに触れないわけにはいかないらしい。

　昔から他人に踏み込むのは苦手だった。だって俺には共わ感からなかったから。

　どいつもこいつも取るに足らない悩みを抱えて。不合理で非効率的な感情に振り回されては一喜一憂して。

　たぶん、また雲母は暴走するだろう。だがそれを恐れていては前には進めない。

　幸い雲母はあのハンマーで俺をボコボコにすれば、きれいさっぱり感情がリセットされるらしいことはわかっている。それにおそらくあのハンマーで俺が死ぬことはない。でなければとっくに俺は頭をかち割られて死んでいる。つまりリトライは可能だ。死に覚えゲーはあまり好きではないが、覚悟を決めよう。深呼吸をひとつ。──さあ、行くぜ。

「なぁ、雲母」

「なんですか、霞さん？」

「俺のこと、好きか？」

　小っ恥ずかしい台詞せりふ。必要ならいくらでも吐けたはずのそれ。なのに唇が異様に乾く。

「ふふっ。どうしたんですか、急に？」

「まあいいじゃねぇか」

「好きって言われたいってことであってます？」

「ああ」

「好きですよ。とっても」

　雲母きららが俺に見せる顔には薄い笑みが浮かんでいた。

　唇を舐なめる。読めない。それでももう一歩踏み込む。

「たとえば、どんなところが？」

「たとえば……？」

　雲母の表情が消えた。目玉が一斉に俺を見る。触手が蠢うごめいた。

「なんで？　なんで霞かすみさんが知らないの？　先に声をかけたのはあなたの方でしょう!?」

「ああ、そうだ。あの日、大学で見かけて──」

　支離滅裂だ。話が飛ぶ。だが逆らわずに上う手まく誘導して──

「違う！」

　触手が顔の横を打ちつけた。衝撃が頬ほおを撫なでる。それでも雲母から目を離さない。

「違う！　違う！　違う！　違う！　違う！」

　髪を振り乱して叫ぶ雲母の手にはまたしてもあのハンマー。

「あなたが！　最初に私を見たのは！　見てくれたのは！　大学なんかじゃないでしょう!?　なんで！　なんでわからないのっ!?」

　急いで記憶を浚さらう。が、わからない。雲母の言っていることがわからない。そんな記憶は存在しなかった。つまりそれは雲母の妄想ということで。だが今ここに至っては関係ない。たとえ妄想だったとしても、俺はそれを知らなければならない。きっとそこに逆転の目が存在するはずだから。

「ははっ……。本当に覚えてないんだ……」

　雲母が脱力したように暴れるのをやめた。その頬には涙が流れている。

「悩んでいる人に手を差し伸べられる優しいところが好きです。本当は優しいのにわざわざ露悪的なフリをしているところが可愛かわいいと思います。他人の目を気にしないで自分を貫ける強いところが好きです。本当は私と同じぐらい辛つらい環境だったはずなのに折れずに真まっ直すぐ進める霞さんがいたから私も頑張れました。どんなときでも冷静なところが好きです。私だけ慌ててるみたいでちょっとだけモヤモヤしたけど、そんな霞さんを見ていると頼もしくて安心できました。私の手料理を美お味いしいって食べてくれるところが好きです。頑張ってきてよかったと報われました。表情が好きです。ちょっと意地悪そうな笑顔も、真剣に前だけを見ている横顔も、全部全部かっこよくて。そんな霞さんの顔がよく見たくて少し後ろを歩いているのに、歩幅を合わせて横に並んでくれる、ちょっと気が利かないけど気にかけてくれているんだってわかるところも好きです。お酒を持って傾ける手が、たばこを吸う姿がかっこよくて。もう霞さんの全部が大好きで──」

　今の今までただの一つだって知らなかった知ろうともしなかった雲母の心。

「愛しています。愛しているんです。この世の誰よりも霞かすみさんを。だから──」

　それに俺は何ひとつ答えることができない。

「本当はずっとこの瞳に霞さんを映していたいんです。瞬まばたきだって怖いくらい。一瞬だって私の視界から外れてほしくない。消えてほしくない。ずっと触れていたいんです。肌と肌が触れているときだけ安心できます。霞さんにもらった熱が冷めてしまう度に不安になる。不安で不安で一歩も離れてほしくない。もっと、もっと、目に、耳に、脳に、肌に、霞さんを焼き付けてしまいたい。ずっとずっと覚えていたいんです。だって全然足りない。足りない。足りない。足りない。もっともっとたくさん。もっとずっとたくさんの思い出がほしいんです。だってまだたった数ヶか月じゃないですか。デートなんてほんの数回しかしてない。一緒に行ってみたいところも、一緒にやってみたいことも、本当はいっぱいいっぱいあって。楽しみにしていたんです。別に特別なことじゃなくたってよかった。綺き麗れいな景色を見て一緒に綺麗だねって笑ったり。美お味いしいものを食べに行って美味しいねって笑ったり。だって好きな人とならなんだって楽しいから。中身なんてなんにもないくだらない話だって大切な思い出になるから。そうやって一緒に二人で時間を重ねていって。いつか結婚したいな、なんて夢もあって。毎朝霞さんを起こしてあげるの。少し眠そうな霞さんがそれでも私の作った朝ごはんを美味しいって食べてくれて。それから仕事に向かう霞さんを見送るんです。本当は片時だって離れたくないけど、仕事はしないと生きていけないからしょうがない。あ、でもしばらくはお父さんの遺産があるから大丈夫かもしれませんね。でもきっと霞さんは仕事をしている姿勢も素敵だから。だからそこは霞さんの好きにしてくれればいいです。その後は子供の世話をして。あ、子供は一人でもいいんです。私たちは家庭というものを知らないから。でもその分だけ目一杯の愛情を注いであげたい。そんな普通の幸せがほしい。私はそんな普通の幸せがほしかった。そう、普通でよかったんです。普通の、当たり前の、恋愛。それで十分だったのに。一緒にいてほしいんです。一緒に生きてほしい。ずっと。ずっと。ずっと。私が死ぬまでずっと。私が死んでもずっと。──それが私の恋」

　なぜなら何ひとつ共感できないから。

　物理的な重圧さえ伴っていそうな感情の奔流。それを叩たたきつけられてなお、わからない。

　俺と雲母きららでは恋愛観があまりにも違う。違いすぎる。

　俺にとっての恋愛はゲームであり、退屈しのぎの暇つぶし。

　雲母にとっての恋愛は人生であり、生きる意味そのもの。

「……………………」

　初めて雲母が理解できない怪物に見えた。

　それは化物としか表現できない姿を見た時でさえ思わなかったこと。

　だがだからこそ、雲母を有う象ぞう無む象ぞうではない確かな人格を持つ個人と認められた。

　そしてそんな今だからこそ、俺には伝えなければならないことがある。

　大きく息を吸って。その言葉を口にした。




【雲母きらら】

「別れよう」

　霞かすみさんがそう切り出してきたとき、ひゅっと喉が音を立てるのを聞いた。

　黙ってハンマーを振り下ろす。

「づっ」

　いつもならこれで終わり。だけど今日は違った。霞さんは歯を食いしばって耐えている。

　もう一度振り下ろしても結果は同じ。霞さんは真まっ直すぐ私を見たままだった。

　関係ない。振り下ろす。

　霞さんはただ黙って私に従っていればいい。振り下ろす。

　だってそうだ。今まで好き放題してきたのは霞さんだ。振り下ろす。

　だから私も好きにする。それだけ。霞さんには一切の拒否権はない。振り下ろす。

「雲母」

　なのに霞さんの目が見たこともないくらい真剣だったから。思わずハンマーを振り下ろす手を止めて、その言葉を聞いてしまった。

　そんなことをすれば、また言い包くるめられてしまうとわかっていたのに。

「俺にはお前が理解できない」

　別にいい。もうそんな期待はしていない。

「俺にとって恋愛とはゲームだ。退屈で退屈でしかたがないこの世界で、少しでも暇をつぶすためのゲーム」

　黙って。

「だからお前の価値観には共感できない。きっと、できる日は来ないだろう」

　黙って！

「ぐっ！　……お前は俺の優しいところが好きだと言った。だが俺に手を差し伸べた自覚はない。たぶん、ただ単に目め障ざわりだったんだろう。当たり前にできることができない姿か、あるいはどうでもいいくだらないことで悩んでいる姿か。いずれにせよそれが目についたから動いただけだ。それも俺にとっては大した労力を必要とせずに解決できたから、目障りなそれをそのままにする不快感と天てん秤びんにかけただけ。たいして頑張る必要もなく、簡単にできるからやった。ただそれだけだ。露悪的に見えたのは、そんな内心が透けて見えたんだろう」

　……黙って。

「お前は俺の強いところが好きだと言った。俺はよく知らないが、もしかしたら俺と雲母の境遇は似ていたのかもしれない。だが同じぐらい辛つらいというのは間違いだ。俺はこの境遇を苦にしたことは一度もない。他人の目を気にしないなんてのも、言い換えれば身勝手なだけだ。他人が傷つこうがどうしようがどうでもよかったから有う象ぞう無む象ぞうを当たり前になぎ倒せただけに過ぎない。そんな人間は人としてどこか破綻している。それに、俺だって他人の目が気になることはある。弁当の時とかな」

　…………黙ってよ。

「お前は俺の冷静なところが好きだと言った。だがそれは慣れの問題だ。似たようなことを繰り返せば誰だって慌てることはなくなる。お前がどんな時にそれを感じたのかは知らないが、それは雲母きららにとっては初めてのことでも、俺にとっては繰り返された日常でしかなかったに過ぎないんだ」

　もう、やめて。

「お前の料理を褒めたのは味が好みだったから。お前が作ったからじゃない。歩幅を合わせたのもお前を気遣ったんじゃない。そうするのが無難な対応だと過去に学んでいたからだ」

　霞かすみさんが、丁寧に、一つずつ、私の大切な思い出を壊していく。

「そして、俺にはお前にお前と同じだけの愛を返すことはできない」

　そんなことわかってた。

「俺の愛は軽い。軽すぎる。いや、そもそも存在さえしていないのかもしれない。なにせ雲母のように語ることすらできないぐらいだ」

　赤く汚れた顔で、霞さんが苦笑する。

「いつも見ていたいとは思わないし、常に一緒にいたいとも思えない。むしろ俺には独りの時間が絶対に必要だ。その間に雲母がどこで何をしていようと気にならない。過去よりも現在と未来こそ大事だと思う。行きたいところややりたいことがあれば俺は独りでも行くしやる。そこにお前は必要ない。居てもいなくてもいい。なんでもないことなんて退屈なだけだ。結婚に至っては将来切ることができる手札の一枚としか認識していない。子供も、別に欲しいとは思わない。どう考えても俺は家庭を大事にできるタイプじゃないしな。いつだって俺は俺自身を優先する。普通の幸せなんていらない。ただ退屈しなければそれでいい。退屈しない人生が欲しい」

　お願い。お願いだから。もう、やめてよ。

「もう、わかっただろ？　雲母が悪いわけじゃない。俺の方がお前に相応ふさわしくないんだ」

　そんなことないはずなのに。

「だから、別れよう」

　きっと今、初めて霞さんが私を見ている。女Ａじゃなくて、私を。百目鬼どうめき雲母を見てくれている。ただそれだけのことで、こんなにも多幸感に包まれる。

　だからこの時、私はもう、この話の結末がわかってしまっていた。だけど少しでも先延ばしにしたくて、──わからないフリをした。




【霞】

　気付けば俺を拘束していた蜘く蛛もの巣が消えていた。元々そんなものは存在していなかったと言わんばかりに跡形もなく消えていた。

　実に不可解で、とても興味を惹ひかれる心躍る現象。退屈なだけの人生に加わった新たな刺激。待ち望んだそれを前に、だが今は、今だけは鎌首をもたげようとする好奇心に蓋をする。

　自由になった手で目に入りそうになった血を拭った。手足の動きに問題はない。吐き気、眩暈めまい、痙けい攣れん、全てなし。意識も正常。場所が場所だけに出血がちょっと派手に見えるだけ。つまり軽傷だ。治療は後回しでいい。経験則だった。

「雲母きらら」

　名前を呼ぶ。返事はない。

「雲母」

　俯うつむいたまま顔を上げない彼女の下へと歩み寄る。

「別れよう」

　首を横に振る彼女に再び別れを告げた。ハンマーを握った両手は今なお下がったまま。

「俺じゃあ、お前の理想は叶かなえられない」

　お互いに手を伸ばせば届く距離。今だけはそれがとても遠く感じる。この隔たりこそが本来あるべき俺と雲母の距離感なのだろう。俺たちは本質的に交わらないのだ。一歩踏み込む。

「俺を見ろ」

　無む理り矢や理りに雲母の顔を上げさせる。すでに蜘く蛛もの足は失われ、姿は人のそれに戻っていた。今なお握られたハンマーと宙を舞う赤く不気味な目玉だけが異常性の名残。

「こんなわけわからないものじゃなく、お前の、お前自身の目で俺を見ろ」

　俺と雲母の間を遮るように横切った目玉を振り払うように弾はじき飛とばす。茫ぼう洋ようとしていた雲母の目が俺に焦点を結んだ。

「それでいい。そうだ。現実の俺はこんなもんだ」

　雲母の頬ほおを伝う涙。心は痛まない。

　きっとこれは洗脳みたいなものなのだ。

　俺のどんな行動がそれを引き起こしたのかは未いまだにわからない。だがそれが雲母の性質と噛かみ合あった結果、ここまで盲目的にさせてしまったのだけはわかる。

　だから打ち砕く。雲母の見た理想が粉々に砕け散って残骸になるまで。

　二度とこんな男に引っかからないように。

　きっとそれだけが、雲母の理想にはなれない、なってやるつもりもない俺がしてやれる唯一だから。

「だから、さよならだ」

　最後の一言と同時にまた一歩踏み出して、雲母の横を通り過ぎる。

　制止する声や力はなかった。玄関を出る。

　ここが俺と雲母の終着点だった。





　＊＊＊






【智とも也や】

「なんだかなぁ……」

　思わず溜ため息いきをついてしまう。

　こんな結末になるとは思いもしなかった。

　霞かすみと雲母きららの性質を考えれば絶対に盛大な破滅と悲劇を生んでくれるはずだったのに。

　それがまさか穏便に円満に別れるなんて。こんな綺き麗れいな終わり方なんて僕は望んでいなかった。

　観客の予想を裏切る、予想外の結末、という意味では成功だろう。

　だけどなんだか盛り上がりに欠けるのも事実。数年かけた割にはこんなものか、というのが正直な感想。

　今だから言うけれど、僕は不幸なすれ違いで人がボロボロになって堕おちていく展開が大好きだ。ただただ理不尽なのは品がなくてあまり好きじゃない。双方有責ぐらいがちょうどいいと思ってる。そうしてボロボロになった人に偽りの希望の光をチラつかせるのもアリだ。一粒で二度おいしい。

　だからそうなるよう投資してきたことは否定できない。

　それに実際のところそういう喜劇になる可能性は高かったのだ。それを見越して偽りの希望を差し伸べる準備もしてあった。

　なのに結末はこれ。

「はぁー……」

「なんだよ。溜息なんかついて」

　怪け訝げんそうな霞を見て諦めた。

　まあ、しょうがないか。

　だって霞だし。霞が僕の脚本を裏切るのなんていつものことだ。

　だからこそ何年も僕の主人公をやっていられるんだろう。そうじゃなきゃとっくに飽きるか破滅するかしているはず。

　今回だって霞が破滅する展開は十分にありえたんだ。その中には文字通り命を落とすような可能性だってあった。

　でも実際にはちょっと怪け我がしたぐらいで済んでいる。痕すら残らなかった程度の軽傷。本当にどうなってるんだか。

　ははっ、興味が尽きないよ。

「ああ？」

　声が低いよ、霞。これで別に苛いら立だっているわけでもなく、単に話を促しているだけだっていうんだから、そりゃ誤解を招く。慣れない人だと怯おびえるのかもしれないけど、今さら僕が勘違いすることはない。

「百目鬼どうめきさん」

「あん？　雲母きららがどうかしたか？」

「いいの、これで？」

「良いも悪いもねぇよ。いつものことだろ」

　こりゃダメだ。本当にここがエンディングらしい。

　あれから霞かすみと雲母が出くわすこともなかった。広い大学だ。学部も違うとなれば滅めつ多たに会うこともない。以前までちょくちょく見かけていたのは、雲母が霞に執着していたから。それがなくなってしまえばこんなものなのだろう。おまけに霞は雲母を避けているとなれば猶なお更さらだ。

　一応僕も二人の様子をそれとなく窺うかがってはいたけれど、これといった物語の予兆はなし。

　冬休みが明けてから春休みが始まるまでの二、三週間、雲母はあの狂乱ぶりが嘘うそのように平然と大学生活を送っていたし、霞もまた表面上は普段通り。

　やれやれ。これじゃあまるで僕がピエロみたいだ。

「おい、スマホ鳴ってんぞ」

「わかってるよー」

　いつぞやとは逆の立場だ。このガッカリ感でどうにもかったるいけど、僕のキャラ的に無視は極力避けなければいけない。

　飲み物と一緒に倦けん怠たい感かんを飲み込みながら、スマホを開く。

「ぶ、ぐっ！」

「おい、どうした？」

　吹き出しそうになって必死に堪こらえた。霞が珍しく慌てていたけどそれどころじゃない。

　寝耳に水もいいところのビッグニュースもビッグニュースだ。

「百目鬼さんが休学届を出したって！」

「…………は、はぁ!?」

　──面白くなってきた。まだエピローグがあるみたいだ。




【霞】

　雲母が、休学……？

　思わず目の前で目を白黒させる智とも也やと顔を見合わせてしまう。

　わ、わけわかんねぇ……。

　無言で先を促すが、どうやら智也も混乱しているようで、普段の察しの良さが完全に死んでいる。

「おい。智也。それで？　なんで雲母が休学するんだ？」

「い、いや、僕にも理由まではわかんないよ。ちょっと聞いてみるから待ってて」

　智也が高速フリックを開始した。たぶん心当たりに手あたり次第で声をかけているんだろう。こいつの交友関係の広さはどっかおかしいんじゃないかってぐらい広い。

　少し迷って、雲母きららに電話をかけた。

　…………繋つながらない。ま、出るわけないか。

「智とも也や。直接雲母に聞いてみたらどうだ？」

「それが百目鬼どうめきさんスマホ見てないみたいで」

「ちっ」

　仕方ねぇ。俺も情報収集するか。……いや、よく考えたら雲母のことを知ってるやつなんて、ほとんどいねぇな。それも俺を通して顔だけ知ってるレベルばっかりじゃねぇか。ダメだなこりゃ。智也の報告待ちだ。

　……………………ちっ。焦あせる。苛いら立だつ。

　手持ち無沙汰を慰めるようにタバコに火をつける。煙を一気に肺まで吸い込んで大きく吐き出した。

　混乱しかけていた頭が冷静さを取り戻す。

　落ち着け。そもそも俺と雲母の間にはもう何の関係もない。全てはとっくに終わったことだ。だから雲母が休学したところでどうでもいい。気にする必要なんてどこにもない。

「ちっ」

　気にしないようにした。気にしないようにしている、という時点で気にしてしまっていることぐらいわかっていた。

　らしくないことぐらいわかっている。

　雲母とのことはもう終わったことだ。いつも通り適当に言い包くるめて上う手まいこと収めた。そう割り切ればいい。

　わかっているはずなのに、そうできない。

「くそっ」

「霞かすみ？」

　席を立った俺を智也が怪け訝げんそうに見上げている。

「悪い。行くわ」

「えぇっ！　ちょっ──」

　駆け出す。

　智也は驚き、戸惑いながらも笑っていた。ならきっとこれでいい。

　割り切れないものは割り切れないんだ。しょうがない。うだうだ悩むのも時間の無駄だ。

　だから違う方向に割り切ることにした。

　悩むぐらいなら訪ねてみればいい。その方がよっぽど気分がいい。

　それに嫌な予感がするのだ。

「また監禁されたりしてな」

　くだらない冗談を口ずさむ。二の足を踏むことはない。こんな時ばかりは自分が普通じゃない神経をしていてよかった。

　それにしても、いったい何が起こったんだ？

　空転する思考。足が遅い。これでも学年トップクラスの速さだったはずなのに。

　息も切れる。くそっ！　タバコのせいか？　怠け過ぎたか？

　タクシーを捕まえて飛び乗る。

　幸い住所は知っていた。




「ちっ」

　インターホンを鳴らしても応答はなかった。外観を確認する。雲母きららの部屋の窓はカーテンがかかっていた。

「不在か……？」

　少し迷って、決断した。

　合鍵を使う。

　今は一秒を争う時だ。そんな直感に従った。

　合鍵を返しそびれていたのは良かったのか悪かったのか。一歩間違えれば住居侵入罪が成立しかねない状況だ。喉からクツクツと笑い声が漏れる。

　まったく。俺は何をやっているんだろうな？

　ドアを開けて玄関へ。靴はある。だがそもそも一足しかないわけがないし、雲母の持っている靴を全て把握しているわけじゃない。

「雲母」

　呼びかけに答える声はない。物音もしない。やはり不在か。

　人の気配がしない部屋を進む。

　あの日とはまるで違う。糸もなければ蜘く蛛ももいない。赤い目玉が宙に浮いていることもなかった。

　まるであの日のことは質たちの悪い夢だったとでも錯覚しそうになるほどに、かつてと同じ空間。

「はっ」

　呼気ひとつでくだらない妄想を吹き飛ばす。

　あれは紛まぎれもない現実だった。目を逸そらすことだけはしない。

「これは……？」

　すぐにそれを見つけた。

　テーブルの上に置かれた一通の封筒。宛名は『霞かすみさんへ』。俺宛だ。

　俺が合鍵を使うとわかっていたのだろうか。

「どうでもいいな、そんなこと」

　封を切る。ろくでもない内容だということは開ける前からわかっていた。




『ごめんなさい。

　このままだと霞さんに迷惑をかけてしまいそうです。

　でも私はあれだけのことがあってもまだ霞かすみさんに嫌われたくないみたいです。

　自分でも馬鹿みたいだなって思いますけど。

　だから、さようなら。霞さん。

　ずっとずっと愛しています。

　たった数ヶか月しかなかったけど。それでもこの思い出は大切な宝物です。

　私のことは忘れてください。

　霞さんが退屈しない人生を歩めることを遠くから祈っています。

　百目鬼どうめき雲母きらら』




「意味わかんねぇぞ、おい……」

　手紙は予想よりも遥はるかに短かった。事情が全て書かれているとさえ思っていたのに取っ掛かりにすらならないとは。これでは何もわからない。

「落ち着け。落ち着いて精査しろ」

　この文面から読み取れることはなんだ？

　額面通りに受け取れば、雲母は俺の迷惑になるから休学届を出したということになる。

　この時点で意味がわからない。なんで俺の迷惑になると休学することになるんだ。他人に迷惑をかけたところで自分が多大な不利益を被こうむる必要がどこにある？

　だがそれはどうでもいいことだ。俺には理解できない理由でも雲母はそう行動するというだけの話。今、互いの齟そ齬ごに目を向ける意味はないし時間もない。

　必要なのは『迷惑』の詳細だ。だがこれが書かれていない。だから推測するしかない。

　キーワードは『嫌われたくない』だ。

　迷惑とはつまり不利益だ。このまま雲母が大学に通い続ければ俺が不利益を被るらしい。少なくとも雲母はそう信じた。そしてそれは雲母が休学し俺から距離を取れば解決する内容なのだろう。だから俺に『嫌われたくない』雲母は休学という選択をした。

　…………なんだそれは？　何も思いつかないんだが。

　そもそもちょっとやそっとの迷惑なんて俺は気にもしないはずだ。俺が明確に迷惑だと感じたのなんて公衆の面前で手作り弁当を渡された時ぐらいじゃねぇか？　あれだけは無視して受け流すこともできなかったからな。

　いや違う。そうじゃない。視点を変えろ。これはあくまでも雲母ならそう考えるという話だ。雲母なら……なんか大したことじゃなくても嫌われるって考えそうだな。今度は逆に可能性が多すぎてわからない。

「くそっ」

　後はひたすら愛が綴つづってあるだけだ。ヒントにはなりそうもなかった。

　手詰まりか？　…………いや、まだだ。

「『退屈しない人生』」

　こんな言葉は雲母からは出てこない。間違いなくあの日俺が伝えたことの引用だ。

　ならば『迷惑』とはあの日の俺が『嫌った』ものか？

「……『普通の幸せ』」

　そうか。つまり雲母きららは──

　俺は答えに辿たどり着いたという確信を得た。
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【雲母】

　気にしないようにしていた。気付かないフリをしてきた。だけどもう限界だ。誤ご魔ま化かしがきかないところまできている。

　匂いの好みが変わった。

　眠気もある。

　体調が不安定なのはいつものこと。

　食欲がないのなんてしょっちゅうだ。

　生理不順も慣れている。

　──だけど、こんなに遅れたことはない。

　今日はとうとう戻してしまった。

　心当たりは、ある。

　霞かすみさんはいつもちゃんと避妊をしてくれていた。それが私を気遣ってくれたわけじゃなくて、ただ単に余計なリスクを嫌っただけなのだと、今の私は理解している。

　だけど、あの霞さんを監禁していた日々。嬲なぶるように彼を犯した私は、ちゃんと避妊をしていただろうか。

　……きっとしていない。記憶が曖昧だった。

　くっきりと浮かび上がった二本の線を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　霞さんのことは今でも愛している。嘘うそじゃない。だけど。

　そういう問題じゃない。

　私が親になる？　まともな親を知らないのに？

　無理だ。想像もできない。

　霞さんに私の夢を語った時、子供について何ひとつ具体的な話ができなかったのがその証拠だ。

　もしかしたら私も子供の存在を無視する親になってしまうかもしれない。

　怖かった。そう考えただけで気が遠くなる。

　そもそも私は子供を生めるの？　人間ですらないくせに？　生まれてくる子は人間？

　気づけば震える手のひらをお腹なかに当てていた。完全に無意識だった。

　私はどういうつもりでこうしたんだろう？

　後悔？　恐怖？　謝罪？　懺ざん悔げ？　それとも？

　お腹なかに手を当てたまま座り込む。

「ごめんね」

　産めない。私は親にはなれない。その自信がない。

　それに私が霞かすみさんの子供を妊娠したことを周りに知られたら、霞さんはどうなる？

　間違いなく周囲の見る目は変わる。もしかしたら大学を辞めざるを得なくなるかもしれない。そんなことになったら霞さんの人生を壊してしまう。

　そうしたらきっと霞さんは私と出会ったことを後悔する。そうでなくともあれだけのことをやらかしてしまったのだ。今度こそ完全に嫌われて、憎まれてしまうかもしれない。

　それだけは耐えられない。

　ああ。傷つくのが私だけならよかったのに。

「ごめんね……」

　霞さんに相談する勇気はなかった。
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【霞】

　雲母きららは妊娠している。そう理解した時点で俺の焦あせりはピークに達していた。

　疑問はある。雲母は普通の人間じゃない。にも関わらず俺との間に子供が作れるのか。だが今だけはその疑問に目を瞑つぶる。詳しいことは後でいい。

　時間がない。今すぐ動かないといけないこともわかっている。

　だがそもそも俺はどうすればいいんだ？　どうしたいんだ？

　わからない。こんな状況は想定していない。

　頭が真っ白になる寸前、スマホが着信を告げた。

『あ、もしもし、霞？　やっと出たよ……。今どこにいるの？　鞄かばんもコートも置きっぱなしだし、これどうすればいいのさ？　預かっとく感じ？』

「悪い、智とも也や。緊急事態だ。力を貸せ」

『は？』

「今から住所を教える。そこに来てくれ」

『えっ!?　なに、急に？　どういう展開？』

「頼む」

『えぇー……。まあいいけど。急いで行くから、場所を送っといてよ』

　呆あきれつつも了承してくれた智也に住所を添付したメッセージを送信する。

　一度意識が切り替わったことでやるべきことも多少見えてきた。

　雲母は相変わらず電話に出ない。ならもう直接捕まえるしかないだろう。

　だがそうするにしても居場所がわからなかった。

　何か手がかりはないかと家探しするも、今の居場所に繋つながりそうなものは何もない。

　無為に時間が過ぎていく感覚に、再び焦あせりが鎌首をもたげる。

　と、そこでインターホンが鳴った。

「来たか」

「来たよ。それでなに？　こんな急に呼び出すなんて」

　相当慌てて来たのか、少し疲労感を滲にじませる智とも也やに、まずは雲母きららの手紙を読ませる。

　正直なところ、俺は今、冷静さを失っている自覚がある。だからもしかしたら俺の勘違いかもしれな──

「うわぁー……」

　こいつ、秒で理解しやがった。

　いくらこういうことは智也の方が得意とはいえ、俺の苦労はなんだったんだ……。

　馬鹿じゃないの？　と視線で責めてくる智也に向き直る。

「悪いが、そういう細かい話は後だ。時間がない」

「うーん……。そもそも霞かすみはどうしたいのさ？」

「雲母の居場所が知りたい」

「いやそういう直近の話じゃなくて」

「わかんねぇよ」

「えぇー……」

「だってそうだろ？　俺がこの話を知ったのはつい今さっきだぞ？　こんなことで悩むのなんてもっとずっと後の話だと思ってたから、事前の想定だって足りてない。だが、このまま放っておいたら全てが手遅れになるのだけは確かだ」

「結果は変わらないかもしれないよ？」

　智也は事ここに至っても冷静だった。

　自分で稼ぐことも覚おぼ束つかないガキが二人。子供を産み育てるのは難しい。なら慌てて探し出す必要なんてないんじゃないか？　智也はそう言いたいのだろう。

　智也の意見はとても合理的で、ともすれば冷徹でさえあった。

　こういう時、冷静な第三者の意見というのは助かるものだ。俺自身、智也の判断は正しいと思っている。だがそれでも俺の意見は変わらなかった。

「だとしてもこれは俺と雲母で決めるべきことだ。流されるままってのは御免なんだよ」

「ま、それもそうか。いいよ。それで僕はなにをすればいいんだ？」

　智也は意外にもあっさりと頷うなずいた。

「家は一通り探したが、手がかりは何も見つからなかった。後はこれだけだ」

「パソコンかー。パスワードは？」

「わからん。思いついたのを適当に打ち込んでみたがダメだった」

「んー……」

　智也が紙とペンを取り出してアルファベットと数字の羅列を書き込んでいく。それから記号をいくつか並べて、矢印を引いたり丸で囲ったり斜線で消したり。と思ったらスマホを確認。

「何やってんだ？」

「パスワードの推測。はいこれ。とりあえず打ち込んでみて」

「はぁ？」

「いいから早く。急いでるんでしょ。ダメなら他の方法を考えよう」

　促されてパソコンに向かい、半信半疑で上から順に打ち込む。

「っておい！　マジで開いたぞ！」

「あ、よかった」

　反応薄くねぇか？

「どうやったんだよ……」

「んー、まあ勘？　みたいな」

「勘って、お前……」

「アカウントのＩＤとか、アドレスとか、そういうのからパスワードの傾向を予想して、百目鬼どうめきさんが使いそうな元ネタを推測しただけだよ。百目鬼さんが単純で助かった」

　あっけらかんと言ってるが、それがどれだけのことなのかわかっているのだろうか。

　相変わらず明後日あさつての方向にぶっ飛んだ能力の持ち主だ。

「いやー、それにしても霞かすみ、愛されてるねー」

「あ？」

「だってこれ、霞の名前と誕生日をもじっただけだよ」

　………………。本当だ。

「どうせ霞のことだから1qaz2wsxとかから試したんでしょ？」

　図星だった。比較的使用頻度の高いものから順にいくつか試してすぐに後回しにした。

「まあダメでもルーター側の履歴を確認するとか手は色々あるしね。合鍵持ってるぐらい入り浸ってるんだからＷｉＦｉ借りてるんだろ？　ならそっちのパスワードは知ってるんじゃない？」

「あ」

　そうだ。その手があった。

「霞。もうちょっと冷静になった方がいいと思うよ？」

　肩に置かれた手がうざい。智とも也やがどんな顔をしているのか、確認しなくてもわかる。

　これ以上からかわれないように深呼吸して冷静に努め、履歴を遡ることに集中する。

「産婦人科ばっかりだな」

「そりゃそうだろうね。どの産婦人科？」

「わかんねぇ。調べてる数が多すぎるし、特に予約とかはしてないみたいだ」

「となると総当たりかな」

「いや待て。なんでか知らんがあっちこっちで物件を探してるな。なんでだ？」

「休学して『さよなら』『遠くから祈ってます』って言うんだから、霞から完全に離れるつもりなんじゃない？　ここの合鍵は霞かすみも持ってるわけだし」

「なんでそうなるんだよ……」

　おかげで確かめるところが膨大な数になった。

「リストアップしてマッピングからか」

「そうだね。でもこれ、二人で回りきれるかな」

「確率の高いところで山を張る。優先順位は」

「調べている物件と産婦人科が近いところでかつ調べた回数が複数回のところ。密集しているところ。それでいて霞の行動範囲から遠いところかな」

「俺から離れるのが最優先じゃなくてよかったな。北海道と沖縄に行く羽目になるところだったぞ」

「流石さすがにそこまで無謀ではないでしょ。僕の読みが外れてなければだけど。データを共有してっと。うん、これならどうにかなりそうだね。どうする万全を期す？」

「万全？」

「人海戦術。春休みなんだし、集めればそれなりの数になると思うけど？」

「…………いや、やめておこう。それは最終手段に取っておく」

「へぇー」

「なんだよ？」

「いや別に？」

「ちっ」

　腹が立つ笑みだった。たぶん内心を読まれたんだろう。

　今俺は間違いなく雲母きららの意思を優先した判断を下したから。

　俺だけのことなら誰に知られても構わないと借りを作ってでも人海戦術に訴えたはずだ。

「いったん帰るぞ。車を出す」

　公共交通機関じゃ小回りが利かない。なら車を飛ばした方が早い。

「いやー、それにしてもさ。霞の人生って漫画の主人公みたいだよね」

「はっ。漫画の主人公が泥臭く足で探し回るかよ」
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「いたね」

「智とも也や、車は任せた」

「はいはい。行ってらっしゃい。僕は適当なところから見物してるよ」

「見てんなよ、馬鹿」

　車を飛び出して走る。

　走って走って走って。

　背後からその細い肩を捕まえる。

「霞かすみ、さん……？」

　びくりと肩を跳ねさせた雲母きららがゆっくりと後ろを向き、俺を視界に捉えた。目が大きく開かれる。

「はぁっ、はっ、はっ、…………雲母」

　息が切れるのが煩わしい。

「どう、して？」

「お前が、はぁっ、勝手に、逃げるからだろうが」

「そうじゃなくて」

「手紙を読んだ。……まだ手術はしてないよな？」

　雲母の瞳が大きく揺れた。

「……なんで？」

「わかったのか、か？　…………勘だ」

　説明しようとして、面倒くさくなって端折はしよった。

「なんですか、それ」

「じゃあ、愛の力だ」

　くだらないジョークを飛ばせば雲母の表情が歪ゆがんだ。失敗した。雲母にとってはくだらなくないんだったか。

「雲母。話をしよう」

　切り替えるように深く息を吐いてそう切り出した。

「話ってなんのですか？」

「一つしかないだろ」

　タバコが吸いたい気分だった。それでも火はつけない。

「手術したのか？」

　端的に尋ねた。言葉を取り繕う余裕はなかった。

「…………受けようとは思いました」

「そうか」

　どうやら俺は間に合ったらしい。

「思いましたけど……けど、できなかった。だって──」

　雲母の瞳が涙で濡ぬれて頬ほおに流れる。

「だって、霞さんの子なんだもの」

　だからどうしたと、かつてなら鼻で笑っていたそれ。今の俺はその言葉の意味を重みを欠片かけらでも理解できているのだろうか。

「でも、怖いの」

　雲母が俯うつむく。その肩は震えていた。

「だって私は母親がどういうものなのかを知らない。母になるってどういうことなのかわからない。……それに、私は人間ですらない化物だから。生まれてくる子だって人間かどうかわからない」

　きっと俺は雲母きららが抱える不安に寄り添って共感することはできない。それでも言わなければいけないことがあると思った。

「はっきり言って今回の件で大変なのは俺じゃなくて雲母だ。雲母の人生への影響の大きさと比べれば俺にかかる負担は少ない。だから俺は雲母の意思を尊重するつもりだ。……いやこの言い方は卑ひき怯ようか」

　言ってから気づく。これでは雲母に丸投げしているのと何も変わらない。覚悟を決めて息を吸う。

「その上で。俺の意見を聞いてほしい」

　雲母が顔を上げた。真まっ直すぐに目を見る。

「俺は産んでもいいと、いや、違うな。産んでほしいと思ってる」

　口にしたらストンと胸に落ちた気がした。驚き目を見開く雲母に思わず笑いそうになる。

「くくっ、そんなに意外か？」

「だってダメだって言われると思って……」

　それはそうだろう。あの時俺は明確に子供は要らないと言った。だけど。

「たぶん俺は両親のような人間にはなりたくなかったんだと思う」

　不ふ甲が斐いない。顔から火が出る思いだ。あれだけ両親なんて気にしていないと言いながら、その実しっかりと意識していたのだから。

　だが今こうして己の未熟を突きつけられるのがどうにも清すが々すがしい。

「こう言っちゃなんだが、俺だって雲母のいう立派な親になれる自信なんてない。それはあの日伝えたときから変わっていない。だが、こうも思う。きっとそれは俺だけじゃないんだって」

「……どういうことですか？」

「誰だって最初から立派な親なんかじゃないってことだ。だってそうだろう？　初めからなんでもできるやつなんてそうはいない。もしそうじゃなければ親になれないなら、この世に親なんて一握りしかいちゃいけなくなる。人類滅亡待ったなしだな」

　そうだ。俺は大抵のことは他人よりも早くできるようになってきたが、そのどれもが初めからできたわけじゃない。そこには必ず未熟な期間があった。

「逆に言えば、俺たちだって立派な親になれる可能性はあるんだ。それはまだ誰にもわからない。やってみなくちゃわからない」

　きっと俺の言葉は世界一無責任なんだろう。

　ふざけんなと、親を、子供を、なんだと思ってるんだと、怒り狂うやつはきっといる。

　で？　だから？

　俺の人生になんの益も与えないやつの言葉をどうして聞く必要があるんだ？　路傍の石ころを一々気にするやつがどこにいる？　基本は無視、邪魔なら蹴とばして終わりだろ。

　今大事なのは俺の意思であり、雲母の意思だ。

　俺と雲母きららの意思が珍しく一致していて、雲母がその道を行くのが怖いというなら、怖くない俺が切り開けばいい。たったそれだけの話なんだ。

「でも、やってみてダメだったら……」

「それはまたそん時になったら考えればいいだろ」

「そんなの！」

「いいんだよ、そんくらい適当で。もしかしたら俺に似て親がどうだろうが一切気にしないようなのが生まれてくるかもしれないだろ？」

「でも私みたいな子だったら、きっと親の愛情が欲しいと思います」

「その時は雲母が欲しかったものを与えてやればいいさ。それに俺たちは少なくともやっちゃいけないことだけは知っているはずだ」

　そう。俺たちがそれぞれの親と違うのはそこだ。そこさえ忘れなければきっとどうにかなる。なぜなら失敗から学ぶのが人間だから。

「でもそんなことしたら霞かすみさんの人生が全部ぐちゃぐちゃに壊れちゃいます」

「はんっ。その程度で壊れやしねぇよ。というか、雲母。言ったろ？　俺は退屈しない人生が欲しいんだって。ぐちゃぐちゃな人生？　上等。むしろ楽しみなぐらいだ」

「でも」

「そして悪かったな。独りで悩ませた。追い詰め過ぎた」

「それは、それは違います！　霞さんは悪くない！　だって、あれは、私が霞さんを忘れられるようにしようとしてくれたんでしょう？　そのために悪者になってくれたんでしょう？　悪いのは霞さんに相談する勇気がなかった私なんです！」

「そうだな」

「え？」

　あっさり肯定した俺に雲母が目を丸くするのがどこかおかしかった。

「雲母。お前は俺を理想化しすぎだ。お前が思うほど俺は繊細じゃないし、いちいち気にしてもいない。嫌われるかもなんて考えて勝手に思いつめて暴走されるぐらいなら、はっきり言われた方がずっとマシだ」

　いや本当に。だがそれが雲母にとっては難しいことなんだとわかっている。

「なんか前にもこんな話をしたような気がするんだが。いいか？　当人にとっちゃ深刻で唯一の悩みでも世の中にはいくらでも似たような話が転がってんだよ」

「それって……」

「やっぱ話したことあったか？　まあいつもなら調べて、似たようなやつを見つけて傷を舐なめ合あうなり、解決策を見つけて実行するなり、好きにしろって言うんだが。もうお前にはそうは言わない。まず俺に相談しろ。雲母にはそれが難しいんだってわかってる。それでもやれ。その代わり後のことは俺がなんとかしてやる」

「……じゃあ、いいですか？」

「なんだ？　言ってみろ」

「私は人間じゃない。化物です。そんな私から生まれてくる子は本当に人間？」

　いきなり難しいとこ来やがって。

　だがいいだろう。それも避けては通れない部分だ。

「なんだ、そんなことかよ。簡単だ。俺は雲母きららを理解のできない怪物だと思ったことは一度しかない」

　雲母の表情が歪ゆがむのにも構わずに言った。

「お前にとって恋とはどういうものなのかを俺に語ったときだけだ。それ以外で怪物だと思ったことはない」

「え……？」

　きょとん、と雲母が目を丸くした。

「あの時も少し言ったが、同じものを見ているはずなのに見え方が違い過ぎたからな。もう宇宙人と話している気分だったぞ？」

「違、そうじゃなくて！　見ましたよね!?　あの時の私の姿を！」

「ん？　ああ、見たな」

「なら、わかるでしょう!?　私は人間じゃないんです！」

「はぁ？　何言ってんだ、お前。あのな？　人間の交雑種は確認されていない。人間は人間同士でしか子供を作れないってのが定説だ。つまり子供ができた時点でお前は人間なんだよ」

　ひどい詭き弁べんもあったものだ。だがそれでも俺は押し通す。

「だいたいな。そうやって思い悩む生き物が人間以外のなんだってんだ？」

　実際のところはわからない。一応俺は根拠とも言えない曖昧な仮説を基に遺伝しないだろうと踏んでいるが、それだって容易にひっくり返るものだと思っている。

　だが明確に化物の姿で生まれてくることはないだろう。少なくとも賭けるには十分な可能性だ。それはこうして無事に雲母が生まれてきていることからもわかる。

「雲母が自分を人間だと思えないならそれはもう仕方がないことだ。俺だって自分が真人間だとは思えないしな。だが俺は雲母が人間だと思う。なに、俺たちは意見が一致する方が珍しいんだ。いつものことだろ」

「…………本当に、これでいいんですか？」

「ああ」

「私は自分が普通の人間じゃないことを黙っていたようなクズですよ？」

「そんなのお互い様だろ。だいたい人間なんて誰しもクズな部分を持っているもんだ」

　そう言って鼻で笑えば、雲母も力なく、だが確かに笑みを浮かべた。

「結婚しよう、雲母」

「……………………」

「雲母？」

　返事をくれないと困るんだが。どうしてか雲母は俺をジトっとねめつけたまま答えない。

「おい、雲母きらら？」

「霞かすみさんは私のこと好きなんですか？」

「……は？」

「私まだ一回も好きだって言ってもらってません！」

「あー……そうだった、か？」

　そういや言った覚えねぇな。

「どうなんですか？」

「あー……今、ここでか？」

「は、はっきり言っていいって。霞さん、いいって言いましたよね？」

「ぐ、そりゃもちろん──」

　雲母は震えていた。気づいた瞬間、言葉が出なくなった。必要ならいくらでも吐けたはずのそれが喉に詰まる。そんな俺自身に困惑する。ただ嘘うそをついてはいけない気がした。

「……正直、わかんねぇよ。けど、少なくとも、恋愛感情じゃあないと思う」

　雲母の揺れる瞳を見ていられなくて、なんとなく目を逸そらす。

「前にもちょっと言ったが、俺にとって恋愛はゲームだ。けど、今俺が雲母に向けるそれは、今までのゲームのそれとは何かが違う。……それじゃあダメか？」

　言っていて我ながら情けないな、と思った。

　恋愛ゲームでないことだけは確かだ。そんなもののために俺は結束婚縛を許容したりしない。

　だがそれを言い表す言葉を、俺は持ち合わせていなかった。

「はぁー……。しょうがないので今はそれで許してあげます」

　雲母に露骨にため息をつかれた。でも少しだけ頬ほおが赤い気もする。なんでだ？　なんで俺が無能を晒さらしたのに赤くなる？

「そうかよ」

「ええ。そうです」

　なんとも締まらない結末だなと、寒空を見上げて思った。





　＊＊＊






【智とも也や】

「はぁー……もういいか？」

　霞が疲れたように溜ため息いきをつく。

　今ちょうど霞と雲母の物語を聞き終えたところだ。

　僕がにやにやと笑ってみせれば、霞が顔を背ける。

「まさかここまで根掘り葉掘り聞かれるとはな」

「細かい話は後でって言ったのは霞だろ？　僕は正当な報酬を受け取ってるだけだよ」

　実際のところ最後のプロポーズ編辺りは僕も直接観みていたのだけど。

　感想？　たまにはああいうのもいいんじゃないかな。それにしても二人とも心臓が無駄に強いよね。あんな道端でよくやるよ。

「つーか智とも也やはあの後どこ行ってたんだよ？　戻ったら車に誰もいないから探そうとしたんだぞ？　そしたらメッセージがきて先に帰るときたもんだ」

「いやー。あの後の霞かすみと百目鬼どうめきさん、じゃなかった、雲母きららさんと同じ車で帰るとか冗談じゃないよ。誰だって席を外すでしょ」

「……ま、それもそうか」

　だいたいどんな顔して車に乗っていればいいのさ。僕が運転して二人には後部座席に行ってもらうとか？　いやー、ツラいです。

「結婚式は挙げるの？」

「まだ決めてないな。どっちにしても雲母が落ち着くまでは無理だし、出産前には間に合わないだろ。その後は……ま、その時になってみないとなんともな」

「お金もかかるしそうなるか。じゃあ籍は？」

「それもまだだ。ああ、その件で一つ頼みがあるんだ」

「え？　なに？」

「智也が証人をやってくれないか？」

「……僕が？」

　よりにもよってだ。確かに僕は結果的にキューピッドの役割を果たしたのかもしれない。だけど自分が愉たのしむためだけにこれだけ拗こじれさせたのも間違いなく僕なのだ。

　その僕が証人をやる？

　いいね。それは皮肉が効いていていい。

「雲母は両親いないし、俺もほら、アレだろ？」

「あ、あー……そうだね。いいよ。わかった。名前書くだけでいいんだっけ？」

「ああ。……っと、ここだ。ここに書いてくれ」

「……婚姻届持ち歩いてるの？」

「今日会うついでに智也に頼もうと思ってたからな」

「霞。こういうのは先に言っておいてよ……。今、三文判しかないんだけど」

「別にいいだろ」

「そりゃ霞は気にしないだろうけどさぁ。もう一人はどうするの？」

「誰かに適当に頼む」

　霞は間違いなく、必要だから提出する書類、程度にしか捉えていないけど、雲母はどうなんだろう？　まあ今さら僕が気にするようなことじゃないか。

「そういえば、結局大学はどうすることにしたの？」

「とりあえず休学するしかねぇだろ。その後は誰か雇って面倒見てもらうか退学するか。どっちにしろ雲母が決めることだ。俺はどっちでも構わねぇよ」

「いや雲母さんのことじゃなくて。霞はどうするのって話」

「俺？　普通に通って卒業するに決まってんだろ。そもそも辞める意味がねぇ。大卒の方が何かと有利だしな」

「お金とか大丈夫なわけ？」

「とりあえず雲母きららが持ってる親の遺産で繋つなぐ。つーか、最初から雲母はそのつもりだったらしい」

「霞かすみはお金出さないの？」

「ああ。卒業して働き始めるまでは大した収入なんてないしな」

　確かにそれが一番合理的なんだろうけど、それって雲母の資産を食いつぶすヒモと同じじゃない？　霞だって家にはお金ある癖に。しかもしれっと言ってるけど、出産育児周りのことは雲母に押し付けるつもりってことだろ？　うーん、クズ。

「そういや智とも也や。お前、最初からこうなるってわかってたのか？」

「え。なんで？」

「いや、今改めて話していてちょっとな」

「まさか。って言いたいところだけど、まあ、だいたいは」

「やっぱりか。まあ、妊娠初期なら手術つってもそんな時間がかかるものでもないしな。休学する必要なんて全くないし、ましてや春休みだ。猶なお更さら休学する理由がない。ってことは雲母はあの時点でもう産むつもりで、だから焦あせって探し回る必要もなかった」

「霞も焦ってる時点で自覚の有無はともかく産ませるつもりだった。二人とも産むつもりならもう結果は見えてるでしょ？」

「ちっ」

「はははっ！　だから言ったじゃん。結果は変わらないし、冷静になった方がいいって」

　霞が苦虫を噛かみ潰したような顔をする。

　いやー、いいね。霞が悔しがる顔なんて滅めつ多たに見られないよ。

「しかしあの霞が学生結婚かー」

「そんな意外そうな顔すんなよ。……いやまあ、俺もこんなことになるとは思ってなかったけどよ」

「思ってたらびっくりだよ」

　その言葉に嘘うそはないだろう。ただ、だからこそ霞がした選択には違和感を覚える。

　霞は退屈を嫌い、それと同じぐらい束縛を嫌う。

　退屈の方はまだわかる。要は霞は恋愛というゲームに飽きてしまったのだ。そして未知の体験である結婚に惹ひかれた。より正確に言えば子供の存在とそれ以上に人ならざる者である雲母の存在に興味を惹かれた。

　だけどそれは結婚という束縛を許容する理由にはならない。

　なぜなら霞にはあったのだ。子供も雲母も手に入れながら束縛されない選択が。

　なのに霞はわざわざ自分からその束縛を受け入れた。

　なぜなのか。その答えらしきものに僕は気づいている。というかあの情けないプロポーズを見ていて気づかない方がどうかしている。だけどそうなった理由がわからない。いや仮説はある。あるけれど、もしそんな僕の推測とも言えないような愚にもつかない妄想染みたそれが正しいのだとしたら。

「ねぇ、霞かすみ」

「なんだよ？」

　少し迷って、でも好奇心を抑えきれずに答え合わせをする。

「霞は雲母きららさんのこと、好きになれたの？」

「…………」

　黙り込む霞を見て、僕は確信を得た。

「正直、わかんねぇ。けど切り捨てていいとも思えなかった」

　驚いたことに霞は霞のまま、判断基準もそれを支える価値観もなにひとつ変わっちゃいないままに変わって見せたらしい。いやより正確に言えば、発掘と言うべきか。

　人が自身の感情に名前をつける時、身近な人間を鏡にする。ではその鏡が歪ゆがんでいたとしたら？

　やれやれだ。これが愛の奇跡ってやつなんだろうか。脚本家泣かせもいいところだ。これだから観劇はやめられない。

「ったく。他人の恋愛話なんて聞いてて楽しいか？」

「もちろん」

　愉たのしいに決まっている。

　だって役者が天才だ。

　クズは才能。それも他の分野と違い努力が一切通じない才能一点突破の世界。

　なぜならクズと努力は相反する概念だから。クズになるために努力をしようという時点でもうその人はクズではないのだ。

　他人の目という概念が希薄で、無意識に自うぬ惚ぼれが強く、楽をするために頭が回る。

　それがクズ。

　他人の目を気にするというのは、集団の中に置ける自身を相対的に測ろうとする行いだ。だけどそれは己を絶対視し至尊とするクズには当てはまらない。もしクズが他人の目を気にするとしたら自分の中で己の価値が傷つくことを恐れた時だけだ。

　自惚れが強いから自分を疑わない。将来に不安なんて抱かない。自分だけはなんとかなると根拠もなく信じている。

　クズは頭が回る。なぜなら馬鹿では淘とう汰たされてしまうからだ。能力が低く自省しない集団の爪つま弾はじき者が生き残れるほどこの社会は甘くない。だから時が経たてば経つほど自然と頭がいいクズしか残らない。

　こうして見ればわかる。霞はクズの天才だ。全ての項目に高い次元で当てはまっているわかりやすいクズ。

　正真正銘の天才による、そのジャンルのスーパープレイ。

　これが面白くないはずがない。

　一方で残念ながら雲母きららはこの定義においてはクズとは言えないこともわかってしまう。

　他人の目を気にして、将来に不安を抱き、頭が回らない。

　だけど安心してほしい。雲母もまた間違いなくクズだ。

　そもそもクズというのは定義が曖昧すぎる。広範囲に跨またがる意味を含み、必然としてその解釈は多岐に渡る。畢ひつ竟きよう、個々人によって意味合いが異なるとさえ言える。

　だから結局のところそれは、自分が嫌いなものに貼るレッテル以上の何物でもないのだ。そしてそこから転じて、叩たたいてよし見下してよしの都合のいいサンドバッグだと認定するためのレッテルにもなった。誰だってストレスを発散したいし優越感にだって浸りたい。

　その上で比較的万人に共通して頷うなずいてもらえるだろうクズの要素の一つに「自分本位」というものがある。

　他人の目という概念が希薄で、無意識に自うぬ惚ぼれが強く、楽をするために頭が回る。

　これは間違いなく自分本位な人間の特徴だ。

　そしてこの自分本位という点はものの見事に雲母にも当てはまる。

　雲母は他人に関心を持て、共感することもでき、しかし他者の思考や感情を推測する能力には欠けている。

　要は「自分だったらどう思うか」を基準に考えてしまうタイプだ。

　このタイプは自分と似たタイプの人の気持ちを理解することに長たけているから仲間内でのコミュニケーションにはそうそう問題が起きにくいけど、それ以外のよくも悪くも外れた人間のことは理解できない。

　だから自分だったらこう感じる、こう考える、という自分本位な思い込みで動く。

　ところで。

　このタイプはいわゆる「自分が嫌なことは人にしないようにしましょう」という小学校で習うアレそのものだ。当たり前のように言われることからわかるように、一番多いタイプの人間でもある。だってそうでなければ「自分が嫌なことは人にしないようにしましょう」だなんて教える意味がない。多くの人が似たようなものを嫌うからこそ、この教えは成立するのだ。

　──なんて、語り口にしたら僕の彼女に今回の演目について話す時に一本とれるかな？

「普通は雲母が人とちょっと違うってとこに興味を惹ひかれるんじゃねぇか？」

「監禁まではともかく、その辺はどう考えても作り話じゃん」

「嘘うそはついてないんだけどな」

　霞かすみがくつくつと笑う。

　うん、なんとびっくり。霞は雲母が人外であるということまで含めて監禁されていた間のことまできっちり話してくれました。まあたぶん僕が信じないだろうと踏んでいるんだろうけど、てっきりそこは誤ご魔ま化かすと思っていたから流石さすがに驚いたよ。

　ただおかげで知りたかったことは概おおむねわかった。

　僕が人外の存在を知ってから五年程が経たっている。わかったことも多い。

　例えば人外になる力を持つ者は僕の彼女と同じく心が病んでいるだとか。

　雲母きららの場合はその家庭環境が引き金となったのだろう。誰からも顧みられないという状況が彼女を追い詰め、その人外になる力を花開かせた。そして僕が趣しゆ味み嗜し好こうを満たしながら、そのついでに今まで得た知見を元に実験した。

　結果はご覧の通り。

　彼女たちは心に罅ひびが入れば入るほどその在り方は人のそれから外れていく。初めはちょっとした異能が使えるようになり、それが段々と強大化し、ついには制御を外れ、最後には人の姿を捨てるが、きっかけ次第で人の姿を取り戻す。

　それを実証できた。

　だからその意味において今回の演目には意味があった。

　ただ肝心の劇についてはどうだろう。

　つまらなかったとは言わない。だけどストレートにクズの天才と、人外という変化球を持ったそこそこのクズ。その二人が描く恋愛劇としては少々物足りない。

　思っていたものとは違う、かと言って面白いオチかと言われればそれも違う。なんとも微妙な結末。だから僕の感想はこれだけ。

　なんだそんなもんか。





あとがき




　青いネモフィラには「清すが々すがしい心」という花言葉があるそうです。本書をお読みになった皆さまにおかれましては清々しいお気持ちになれたでしょうか？

　なれるわけないですね。まさかいらっしゃらないとは思いますが、もしなれたのなら貴方あなた様には才能が御座います。何の、とは申し上げませんが。

　どうも初めまして。この度『ド[image: ]くず』のノベライズを担当いたしました、五月さつき什と一いちと申します。最近楽曲のノベライズ多いな、ひと昔前にも流は行やったよな、なんて他ひ人と事ごとのように構えていたら、クズが書ける作家ということで私に白羽の矢が立ちました。編集部からの人物評が心配です。ワタシ、クズジャナイヨ。

　冗談はさておき、本書はなきそ様の同名楽曲を原作とした小説でございます。企画のお話をいただいてから原曲に触れて思ったことがひとつ。それは、解釈の幅が広い、ということでした。そこに原作・監修のなきそ様からヒロインが人外であることを始めとした幾らかの指定をしていただいたものが本書となります。

　私自身ノベライズ企画に参加するのは初めてなのですが、こんなに自由に書いていいものなのだろうかと思ってしまうほど自由に、そして嗤わらいながら書かせていただきました。実に有難いことです。だってこれ普通に企画書を出したら通らない類たぐいの話ですし。

　解釈違いだという方、きっといらっしゃるかと存じます。そのご自身の解釈を大切にしてください。私自身、これを唯一の解答だなんて押し付けるつもりは一切御座いません。こういう見方もあるんだな、ぐらいのお気持ちで読んでくだされば幸いです。

　そして後書きから読む派の方。今、貴方あなた様の脳裏で鳴る警鐘はきっと正しい。どうぞそのまま本編へお進みください。本書のお勧めの読み方は観劇のように一歩離れた視点を保つことです。

　それでは謝辞に移らせていただきます。

　なきそ様。大切な作品をお任せくださり誠にありがとうございました。ご期待に沿えたものに仕上がっていれば幸いです。

　[image: ]さめ島じまぬりえ様。素敵なイラストをありがとうございました。

　担当編集様、並びにＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。そして本書の出版、販売に尽力してくださった全ての方に心より御礼申し上げます。

　最後に本書をお手に取ってくださった読者の皆様に最大限の感謝を。

　それでは皆様、またお会いする機会があることを祈っております。
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